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１章　　固めなければいけません






「今の例の通り、英語と日本語では簡単な単語や文章でもニュアンスというか意味そのものがズレてるのも珍しくない。だから正確に翻訳しようと苦心するより、言いたい事を率直に言っちゃった方が、案外よく伝わったりするんだ」

　宝ほう盟めい学園中等部三年Ｂ組、金曜午後一番の授業。

　教卓から三四人の教え子を見渡し、唐から渡と健けん太た郎ろうは解説する。

「例えば『もう少し値段を下げてくれませんか？』を『Ｗｏｕｌｄ　ｙｏｕ　ｒｅｄｕｃｅ　ｔｈｅ　ｐｒｉｃｅ　ａ　ｌｉｔｔｌｅ　ｍｏｒｅ？』みたいに言わなくても『Ｃｈｅａｐｅｒ、ｐｌｅａｓｅ』でちゃんと通じたりするし」

　あえて選んだ仰々しい言い回しの後で、グググッと手のひらを押し下げるような身振り混じりで簡単な単語を並べると教室が軽い笑いに包まれる。

　この学校の英会話講師になってから三週間ほどが過ぎ、『先生』にも大分慣れてきた。

　つかんだ授業のコツの一つ。生徒が退屈しないようマジメ一辺倒だけでなく、こういうメリハリが大切だ。

　あくまでも実用的な日常会話重視。教頭や教務主任からも『普通の受験英語より、コミュニケーション力を育てるようにしてほしい』とも言われているし。

「はいっ、先生！」

　クラス委員の美み里さと花か菜なが元気よく手を挙げた。弾みで、長い髪がふわりと揺れる。

　彼女は、健けん太た郎ろうの授業ではほぼ毎回質問してくる。

「仰おつしやる事も分かるんですけど、テストだと正しく訳さないと点数つきませんよね？」

　彼女の疑問は、学校英語への批判としてしばしば言われるポイントだ。

「うん。それはその通り。だけどほら、みんな普段おしゃべりしてる時に使ってる言葉と、国語のテストで回答する時とで実は考え方を変えてないかな？　英語も、実用の会話と学校でペーパーテストする科目としては、別物と考えても構わないんだ」

　教室のあちこちで女の子たちが肯うなずく。

　このあたりは、我が家にステイしていたアメリカ人と両親を交えた会話で知った事だ。その時は日本語が堅苦しすぎる知人への、父からのアドバイスだったが。

「じゃあ教科書通りの文法とかって、あまり実用的じゃないって事ですか？」

「いや、そんな事はないよ。国語の授業で教わる事も、改まった文章を読み書きする時には役立つだろ？　そうだね、例えば……」

　花菜が追加した質問に答えるけれど、英語のおしゃべりは大の得意でも読み書きの方は不自由しないレベルでしかない健太郎には、適当な例がとっさには思い浮かばない。

「例えば、就職活動の時のエントリーシートなどですか？」

　最前列中央、教卓の真ん前の席から、落ち着いた声が告げる。

　長い髪を左右で一房ずつ括くくった、端整な顔立ちの少女。

「うん、そうそう。例えばそういうのだね。ありがとう、神こう月づきさん」

　礼を述べると、未み優ゆうは目め配くばせしてから肯いた。

「英語でも、空港や駅の案内や商品の説明はきちんとした文章だ。それに、基本的な単語や文法をしっかり覚えておけば会話にも役立つ。どっちも大切という事だね」

　言い終えてから、ほんの一瞬だけ、未優に再度視線で感謝を告げる。

　彼女だけは、他の生徒とは違う。

　健太郎が本当は一六歳だと知っている、いわば唯一の共犯者。

　今のも、『いかにも大卒の就職浪人らしい例』を健太郎に言わせるための誘導だ。

　宿無し文無しの極限状態の中、ひょんなきっかけで宝ほう盟めいの理事長に助けてもらったが、すべては『健太郎が大卒の就職浪人』という勘違いの上になりたっている。

　実態がバレてしまったら、職だけでなく住まいから何から全部失って寄よる辺べのないこの街に放ほうり出されてしまうかも知れないのだ。

　それならまだマシで身分を偽ったせいで罪に問われ、警察にお縄なんて事があるかも。

　健太郎が積極的に騙だました訳ではなく、理事長の勘違いに便乗しただけなのだけど。

　女の子にかこまれてちやほやされている現状はやっぱり嬉うれしいし、間に合わせの立場とはいえ先生という仕事にも充実感があるし。

　やっぱり現状は何とかして守り通さなければ。

　きーんこーんかーんこーん。

　キリのいい説明が終わった時、ちょうどチャイムがなった。

「はい。じゃあ今日きようはここまで」

　ほっ。

　どうにか『先生』を乗り切った事で、健けん太た郎ろうは安あん堵どの息を漏らす。

　同じタイミングで、未み優ゆうの表情もほんの少し緩んだ。最前列だから、正面の健太郎以外からは見えない。

「はい。じゃあ、今日はここまで」

　笑え顔がおであいさつして、教卓の上で出席簿やテキストをとんとんと揃そろえる。

「あ、そうだ！　先生。放課後の件、忘れてませんよね？」

　また花か菜なが手を挙げた。

「うん。大丈夫」

　健太郎は笑顔で肯うなずいた。

　赴任直後のスポーツ大会などでバタバタしていたが、ようやく落ち着いてきたので生徒主催で改めて健太郎の歓迎会という事になったのだ。会場がこの教室でなく、第二視聴覚室というのが奇妙と言えば奇妙だが。

「じゃ、放課後職員室で待っててください。準備できたら、呼びに行きますからっ！」

　花菜の言葉に教室中が沸き立つ中、未優も楽しそうに微笑ほほえんでいる。

　彼女がクラスに馴な染じんできたようでよかった──胸のあたりがほっこり温かくなるのを、健太郎は感じていた。

　先生になったのは成り行きだけど、自分の意思で続けていこうとはっきり思えたのは、未優が抱えていた問題の解決を、ほんの少しでも手伝えたという実感があったからだ。

　かわいい女の子に囲まれて、衣食住も何とかなって、オマケに今まで全然知らなかった『ちゃんと仕事をする誇りと充実感』まで手に入れた。

　ほんの一月前の行き倒れ寸前状態からは想像も付かない幸運だ。

　もちろん授業の下調べとか面倒な仕事もあるし、間違いと成り行きで固めたウソの土台の上に立つ危うい現状だけど、この街に着いた頃の明日をも知れない状態に比べれば、それこそ天国と地獄。

　弾むような足取りで──もちろん、実際にスキップした訳ではない。先生だから、廊下はきちんと落ち着いて歩くのだ──健太郎は職員室に戻った。

　他のクラスの授業や一日終わりのＳＨＲシヨートホームルーム、定例の短いミーティングを終えてしばらく待っていると、未み優ゆうと花か菜なが職員室に入ってきた。

「失礼しまーすっ！」

「失礼します」

　元気でハキハキした花菜と、落ち着いていて礼儀正しい未優。二つの声が続く。

「唐から渡と先生、準備ができましたので、迎えに来ましたっ！」

「う、うん」

　遠慮がちに立ち上がりかけた健けん太た郎ろうの手を、花菜がぎゅっと握った。

　いつも元気な彼女は、手の体温も高い。

「う、うん」

「あ、ごめんなさい。わたしったら、つい」

　小さく舌先を出しながら、花菜が手を放した。

　未優の目つきがほんの一瞬険しくなったように見えたのは、健太郎の気のせいか。

「黒くろ岩いわ先生も、ご一緒にお願いします」

　改めて見ると未優はいつも通りの冷静な表情で、健太郎の隣の席に座る体育教師の黒岩燿よう子こに向かって、ぺこりと頭を下げる。

　体育教師の燿子は中等部三Ｂの正担任で、健太郎の指導役でもある。

　二十代後半という事だけど、ショートカットでジャージのアクティブな雰囲気のせいもあって、もうちょっと若く見える。

「いやはや。唐渡先生、モテモテですなぁ」

　初老の讃岐さぬき先生が囃はやす声に送られながら、健太郎と燿子は職員室を後にした。

　中等部の第二視聴覚室は特別教室棟の三階の端にある。ヒアリング教材を使った授業のために、健太郎も既に何度か利用した事がある。

「じゃ、先生」

「どうぞ、お入りください」

　分厚い防音扉の前、花菜と未優が衛兵のように左右に立つ。

「う、うん。それじゃ……」

　ネクタイをきゅっと締め直し、メガネを整えて、健太郎はドアを開ける。

　ぱぁんっ！

「わっ！」

　出迎えたのは、激しい破裂音。

　無数のクラッカーから放たれた細い紙テープが、顔や肩に絡からみつく。火薬の匂いが鼻をくすぐって、クシャミが出そうになるのを堪こらえる。

「唐渡先生、いらっしゃーいっ！」

　女の子たちの声が揃そろって、陽気なハーモニーを生み出す。













　機能的だけどそれだけにどこか冷たい雰囲気だったはずの室内は、色紙のチェーンや手作りの造花で飾り付けられていた。

　正面のホワイトボードにも赤、青、緑、黒──ボードマーカーの色をありったけ使って『唐から渡と健けん太た郎ろう先生・歓迎カラオケパーティ』と大書されている。

「ささ、先生。主賓はこっちへ」

　普通の教室と違って階段構造で机が固定されているので、並べ替えてパーティスタイルにする事はできない。

　花か菜なに案内されたのは、健太郎のためにセッティングされていた最前列の席だ。机の上にはペーパーナプキンが広げられ、いろんなお菓子とウーロン茶が用意されている。

「カラオケのために特別教室も使えるんですか？」

　隣の燿よう子こに尋ねる。

　いくら私立の女子校で自由な校風と言っても、特別教室をこういうパーティに使わせるなんて自分が去年まで通っていた中学校では考えられない事だ。

「ウチの学校、ちゃんと申請を出せばある程度の融通は利くんですよ。もちろん、ちゃんと後片付けもしなくちゃいけませんけど」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってますけど、一昨年黒くろ岩いわ先生が最初のＯＫもらってくれたんですよ。生徒が繁華街に頻繁に出入りするよりはいいって説得してくれて」

「カラオケルームじゃお金もかかるし、クラスのみんなが一斉に集まるのも無理だし」

「へぇー」

　燿よう子この説明と、それを補足する生徒たちの言葉に感心する。

「だ、だってほら。みんなにはやっぱり学校好きになってほしいじゃないですか」

　はにかんで笑う燿子と並んで、最前列の指定された席に着く。

　続いて花か菜なが正面の教卓に歩み出て、その脇わきにあるＡＶ機器の操作卓に未み優ゆうが就いた。

　クラスのみんなが期待と心配の眼まな差ざしを送る中、未優の方も微笑しながら『操作には問題ない』という合図に肯うなずいてみせる。

　彼女もスポーツ大会の時のように、己を抑えて面倒な仕事を引き受けているのではない。ちゃんとみんなと合意の上で、得意な事を担当しているようだ。

「えっと。じゃあちょっと変なタイミングになっちゃいましたけど、新たにわたしたちのクラスの副担任になった唐から渡と先生の歓迎会を始めます」

　マイクを通した花菜の声が室内に響き渡る。みんなの拍手がそれに続く。

「では、唐渡先生から改めてご挨あい拶さつを」

　花菜に促され、健けん太た郎ろうは立ち上がって教卓へと進んだ。

　ちらっと、未優の方を見る。

　彼女も、さりげなく横目で健太郎を見つめていた。

　眼差しが『正体がバレないように、冷静に』と無言のメッセージを送っている。

『分かっているよ』という合図として、健太郎は肯きながらメガネをくっと押し上げる。

　このメガネに入っているのは、度のないただのガラス。

　一六歳の健太郎が、見た目や気分を先生らしくチューニングするための小道具だ。

「えっと……。本来は素人しろうとの僕だけどみんなと出会い、少しは先生らしくなれたのかなと、嬉うれしく感じています。もちろんまだまだ未熟で至らないところもあるけれど、みんなと一緒に成長していくつもりなので、何かあったらビシバシ言ってくださいね」

　慎重に言葉を選んだたどたどしいスピーチを終え、頭を下げる。

　まず目の前の燿子が手を叩たたき、生徒たちもそれに続いた。

『教師だからといって無理に完かん璧ぺきな大人として振る舞う必要はない。ミスや間違いがあったら素直に認めて改めればいい』と教えてくれたのは燿子だ。

「はいっ！　じゃあ、後はみんなでぱーっと盛り上がりましょう！」

　わーっ！

　花菜の宣言に、みんながどっと沸き立つ。

　拍手だけでなく、タンバリンや鈴の音も混じっている。

「はいはーいっ！　じゃ、トップバッターはあたし、行っきまぁーす！」

　サイドテールをなびかせて、真っ先に飛び出したのは辰たつ野の朱じゆ里り。

　授業にはあまり熱心ではないけれど、明るく元気な子だ。リズム感に優れ、英会話の授業でも音感の良さを活いかしている。

　人気アイドルユニットのヒット曲を完かん璧ぺきなフリまでつけて唄うたい上げ、満場の拍手を受けながら最後のポーズまでしっかりと決める。

　続いてマイクを握ったのは、ゆるふわヘアーにリボンの上うえ国くに南美みなみと、大人っぽい顔立ちでメガネの尾お去さり沢ざわ有あり紗さ。二人とも漫研所属らしく、仲良くアニメソングをデュエットする。

　スポーツ大会でも活躍した陸上部の三み隈くま妙たえ子こは、ガールズロックをシャウトした。音程はちょっと危なっかしいけれど、パワフルで迫力満点だ。

　もう健けん太た郎ろうも三Ｂ生徒の人柄や人間関係はかなり理解しているけれど、カラオケではまた新たな発見がある。おとなしそうな子がとんがったハードロック好きだったり、真面目まじめな優等生がウケ狙ねらいでド演歌を熱唱したり。

　みんなの歌を聴いているとリズムに乗せられて、自然と健太郎の身体からだもメトロノームのように左右に揺れる。

「そろそろ先生たちも唄ってくださいよー」

「黒くろ岩いわ先生のいつもの十八番、聞きたいなー」

　生徒たちから、リクエストの声がかかる。どうやら燿よう子こも交えてのカラオケというのは珍しくないらしい。

「そんなにせがまれちゃ、期待に応えない訳にはいかないわね」

　立ち上がった燿子が操作担当の未み優ゆうに曲名を告げると、程なくイントロが流れてくる。

（あ、何か懐かしいかな？）

　口には出さず、感想を飲み込む。

　確か七年くらい前に流は行やった女性シンガーのポップなラブソングだった。メロディに乗った燿子の声は、普段よりも微妙に高くて舌っ足らずで、さらに少し若く聞こえた。

　唄い終わると、花か菜なたちからこれまでで最高の拍手と歓声が送られる。

「えへっ。昔から好きで、よく唄ってたのよね、この曲。じゃ、次は唐から渡と先生お願いしますね。盛り上げてくださいよ」

「は、はいっ！」

　燿子の体温が残るマイクを受け取り、正面中央へと進んでいく。

　しまった。

　カラオケパーティという事は、女の子たちの歌声を聴くだけではない。自分でも唄わなければいけないのだ。

　しかも、先に唄った燿子からの流れがある。

　やっぱり自分も『昔から好きだった曲』をチョイスするべきなのか？

　けれど実際はまだ一六歳だから『昔』と言われても、小学校時代とかになってしまう。あの頃、どんなのがヒットしていたかすぐには思い出せない。

　ここで変なボロを出したら、本当は大人でも何でもないのが発覚してしまうかも。

　さっきから健けん太た郎ろう自身が実感している通り、音楽の趣味というのは個人の本性・本質が想像以上ににじみ出てしまうものなのだ。

　いやいや待て！

　こんな事で変に緊張していると、かえって怪しくないか？

　とにかく急いで何か決めてしまわなくては。

　一瞬のうちに思考がぐるぐる回り、背中に変な汗が湧わき上がってくる。

「どうかしたんですか、先生？　あまり緊張しなくても……。それとも、実は歌は苦手だったりします？」

　固まっている健太郎を心配して、花か菜なが声を掛けてきた。

「あ、はは……。その、ずっと旅をしてて、カラオケなんて久しぶりだからさ」

「洋楽はどうでしょうか？　わたし、先生の英語の発音を堪たん能のうしたいです」

　操作卓から声をかけたのは、未み優ゆうだ。

「あ、そうね。それいいかも」

「聴きたい聴きたぁーい」

　未優のアイディアに、あちこちから賛同の声が飛び出す。

「う、うん。それじゃ、思いっきりポピュラーなところで……」

　ビートルズの曲──『イエスタデイ』を未優にリクエストする。

　誰でも聞き覚えがあるレベルの名曲だし、生まれる前の歌。

　ここまで古くてポピュラーなら、健太郎の年齢や趣味を詮せん索さくする材料にもならない。

　未優の助け船に内心で感謝しながら、健太郎は何とか一曲唄うたいきった。

「やっぱり先生、英語上う手まいねー」

「そりゃそうだよ。本職だもん」

「はは……。ありがとう」

　袖口で額の汗を拭ぬぐいながら、賞賛に応える。

　久々なのは本当だし、入院中に背やヒゲが伸びただけではなく声変わりもした。新しい声で上手く唄えるか不安だったけれど、乗り切れたらしい。

「……先生、よかったです」

　隣の未優が口にしたのは『何とかごまかせてよかった』なのか、『歌がよかった』なのか、健太郎には判別がつかなかった。

　更に何人かの後、まだステージに立っていない花菜が未優にリクエストを告げた。

　明るいイントロが流れる。健太郎も知っている、最近のヒット曲だ。

「先生もこの曲知ってますよね？　デュエットしましょうっ！」

「えっ？」

　花か菜なが健けん太た郎ろうの手をつかみ、そのまま引き寄せる。

　確かに、この曲は男女のツインボーカル曲だ。

「あーっ、花菜ってばずるーい！」

「わたしもわたしもっ！」

　あちこちから不満ともからかいともつかない声が聞こえる。

「は、はは……。じゃあ、知ってる子、みんなで唄うたおうか？」

　イントロが終わる前に健太郎が提案したけれど、さすがに全員がいっぺんに集まれる訳ではない。花菜以外には四、五人が前に出ただけだ。

　人数が増えた事で気が緩んだのか。花菜と朱じゆ里りが、両側から腕を組む。

　席に残った子たちも、声を揃そろえたり手拍子をしたりと、どっと盛り上がる。

「……では、次はわたしがいいですか？」

　一通りみんなが歌い終わると、今まで機器の操作に専念してた未み優ゆうが尋ねる。

「うんうん。唄っちゃってー」

「オペレート、お疲れ様」

「では」

　承認を受けて、未優はあらかじめ選んでおいたらしい曲をインプットした。

　静かなイントロが流れてくる。

　生徒たちは知らない曲のようで首を傾かしげているが、健太郎には心当たりがあった。

　さっきの『イエスタデイ』同様、両親がよく聞いていた古い洋楽。しかも、これもデュエットソングだ。

「先生、一緒にお願いします」

「う、うん」

　誘うように伸ばされた手に導かれ、中央に進んで二本目のマイクをつかむ。

「ちぇっ。神こう月づきさんずるーい。先生と二人きりで」

　朱里は唇を尖とがらせたけれど、本気で怒っている訳ではない。目が笑っている。

「今日きようはずっと機械操作やってくれたんだし、このくらいの役得はいいんじゃないの？」

「そうそう。英語の歌だと、さすがに混ざれないし」

　妙たえ子こと伊い緒おが肯うなずいている間に、ボーカルパートが始まった。

　未優の歌声はちょっと硬い感じがするけれど、音程も英語の発音も正確だ。

　そういえば──唄いながら、健太郎はある事に気付く。

　彼女の事だ。歌詞の内容も当然把握してるだろう。かなり熱烈なラブソングなんだけど。

　英語のデュエットは万雷の拍手を浴び、最後にさっき花菜が選んだ歌をもう一度みんなで合唱して、パーティはお開きとなった。

「唐から渡と先生、素敵な歌声ですよ」

「はは……。どうも」

　職員室に戻った後、燿よう子こから褒められた健けん太た郎ろうは照れて頭を掻かく。

「楽しかったのはもちろんですけど、神こう月づきさんがクラスに馴な染じんできたようで何よりです。あれも、唐渡先生のお陰ですね。スポーツ大会の時は、わたし忙しくて三Ｂの方はあまり構ってやれなかったので」

　座ったままで伸びをしながら、燿子が微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。でも、あれはケガの功名っていうか、闇やみ雲くもに流れに任せてぶつかっていったら上う手まくいっただけで……」

　本職の教師に言われると、歌を評価された以上に面はゆくて耳たぶが熱くなる。

「わたしも、神月さんの事はずっと気になっていたんですけど──」

　去年は担任ではなかったが体育は教えていたので、周囲からどこか浮いた雰囲気なのが気に掛かっていた。それとなく話を聞いてみるとイジメなどではないらしいが、はっきりとした問題がある訳ではないので、対処に困っていたと燿子は語った。

「わたし、根が体育会系ですから、ああいう子ってどう接していいのかよく分からなかったんですよ。だから、唐渡先生が若さでぶつかってくれて、本当に感謝してます」

「はは……。結果オーライなんですけどね」

　過分な評価に、苦笑するしかない。

　やはり本職らしく、燿子はちゃんと生徒を一人一人しっかり観察して、気遣っている。自分なんかは三Ｂ以外の生徒はまだ名前と顔が一致しない方が多いくらいなのに。

　浮かれるだけではいけない。もっと頑張らなければ──健太郎は気持ちを引き締めた。




　土曜の朝──というよりは既に昼近い時間帯。

　健太郎はマンションで惰眠を貪むさぼっていた。

　昨日きのうは歓迎カラオケパーティのおかげで帰宅が遅めになり、その後の勉強や下調べで寝るのが遅くなってしまった。

　女子校の先生暮らしは、確かに楽しい。

　楽しいからこそ、それを支えるための努力を惜しんではならない。

　それに生活に必要なものは理事長の善意と支度金で整ったが、基本が文無しスタートだから、この部へ屋やに娯楽は少ない。テレビはあってもレコーダーはないし、漫画や雑誌などもほとんどない。無計画旅行の反省で、無駄遣いは避けている。

　だから帰宅したら、後はマジメにやるしかないという側面もあるのだ。

　とは言っても、仕事した分土曜は思いっきり寝るのが習慣にもなっちゃったが。

　月曜から金曜まで学校に通うというのは同じでも、生徒と先生では疲労度が全然違う。

　ぴんぽーん。

　その眠りが、チャイムで破やぶられた。

「ん[image: ][image: ]？　ふゎあぁ～い」

　寝ぼけ顔でベッドから這はい出だし、ドアを開ける。

「おはようございます、先生」

「おわっ！」

　制服姿の、未み優ゆうが立っていた。

　こっちは寝間着姿どころではない。かなり暖かいから、パン一姿で寝ていたのだ。

「ちょ、ちょっと待ってっ！」

　慌ててドアを閉め、バタバタと身なりを整えてから、改めて未優を迎え入れる。

「先生、学習が足りません」

　淡々としたクールな声音で、未優が容赦なく指摘する。

「最初のお休みの日、花か菜なさんを迎えた時も寝起きだったそうじゃないですか」

「は、はは……。まだ一人暮らしには慣れてなくてさ」

　苦笑に顔を強こわ張ばらせながら、何とか言い訳する。

「なおさら油断は禁物です。寝ぼけたままで簡単に開けたりせず、ちゃんとドアチェーンも掛けるべきです。わたしではなく、不審者だったらどうするんですか」

「う、うん、そうだね。気を付けるよ」

　未優の言う事は正論なので、何も言い返せない。

「えっと、それでその……今日きようはどういう用件で？」

「その前に、軽くご飯でもどうですか？　先生、起きたばかりで何も食べてないでしょう？」

　そう言うと、未優は大きなバッグからエプロンを取り出し、制服の上に着けた。

「そ、そりゃ助かるけど……大した調理器具とかないよ？」

　最初に訪ねてきた時、当の未優がそれを見越した品を持ってきたのではなかったか。

　ヤカン一個の頃よりはマシだけど、片手鍋とフライパン、包丁とまな板が増えただけ。自炊好きでもない一人暮らしで、道具を揃そろえても無駄が多いと気付いたのだ。

「もちろん想定してあります」

　未優はヤカンでお湯を沸かしつつ、棚から食器を取り出した。

　更にバッグを開くと、密閉容器に入れていた料理を皿などに盛りつけて並べる。小ぶりな保温ボトルの中身は味み噌そ汁しるだった。

「器具が足りない場合も考えて、作ってから持参しました。本当は、この場で調理した方がいいんでしょうけど」

　健けん太た郎ろうの目の前に揃ったのはスズキの西さい京きよう焼きをメインに、ダイコンを使った和風サラダに冷ひや奴やつこ、卵焼き。味み噌そ汁しるの具はもやしと油揚げだ。

　ご飯はパックをレンジで温めたものだけど、きちんと茶ちや碗わんに盛られている。いつもは無精してそのまま直接食べているのだけど、これだけで雰囲気がずいぶん変わる。

「どうぞ。召し上がってください」

　健けん太た郎ろうの正面で、未み優ゆうはエプロン姿のままきちんと正座した。

　一緒に食べるでもなく、こっちの食事シーンを一方的に見つめられるのは何だか気恥ずかしいけれど、さりとて見るなという訳にもいかない。

「あの、神こう月づきさんは……？」

「ご飯は済ませてきました。二人分運ぶ必要を感じなかったので」

「それもそうか。じゃ、いただきます」

　未優に軽く一礼してから箸を取り、まずスズキを一切れ口に運ぶ。

「んっ！　美う味まいっ！」

　思わず声が漏れた。西さい京きよう味み噌そは香り高く、スズキは瑞みず々みずしく引き締まっている。

「あ、ありがとうございます」

　未優が、少し俯うつむく。

　魚だけではない。和風ドレッシングの大根サラダも、味噌汁も、卵焼きも、母親が作るものとは味付けが違うのに、何な故ぜかどこか懐かしさを感じる。

「これ全部、神月さんの手作り？」

　頬ほお張ばったまま尋ねると、未優は無言で肯うなずいた。

　旅に出て以来、もっぱら外食が中心。先だって女の子からお弁当をご馳ち走そうになった事はあった。けれど、こんな風に温かい手料理を味わうのは本当に久しぶりだった。

　いわゆるお袋の味という奴やつか。

　いや、さすがに中学生女子に『お袋』は失礼だから、強いて言えば『幼おさな妻づまの味』とか。

　頭に浮かび上がったフレーズが妙に不謹慎に思えて、健太郎は首をぶんぶん振った。

「何か、不都合がありましたか？」

「いや。そんな事ないって！　美お味いしすぎてショック受けただけ。献立もいいね」

「外食やコンビニ弁当だと不足しがちなサラダや魚を選びました。それと先生のお宅には外国の方がホームステイされていたと聞いたので、普通の家庭料理が家では出されていたのかな、と。天ぷらやすき焼きなどの日本名物は外でいくらでも食べられますし」

「よ……よくそこまで推理できるね」

　博識で聡そう明めいだとは思っていたけれど、ズバリ的中の推理だ。

　それと、料理の腕前もすごい。

　サラダや味噌汁はともかく、生の魚を捌さばくところから始めたとすれば、日頃から慣れていないとなかなかできる事ではないだろう。少なくとも健太郎自身は、肉を切ったり炒めたりするのはともかく、魚となると完全にお手上げだ。

「うん、ごちそうさま。美お味いしかったよ」

「あ、ありがとうございます」

　未み優ゆうは食器を片付け、沸かしておいたお湯で食後のコーヒーを淹いれた。一回分ずつ使い切り式のドリップパック。これも、健けん太た郎ろうの食器の少なさを考慮してのチョイスだろう。

　健太郎がそれを味わっている間に、未優は手早く食器を洗って元通りに片付けた。

「えっと……それで、本題は何かな？　まさかご飯のためだけに来た訳じゃないよね？」

　だったら嬉うれしいけど、それはさすがに思い上がりだし、未優らしくもない。

「はい。設定固めです」

　改めて正面に座り、未優が告げる。

「せ、設定？」

「昨日きのうのカラオケ、何とか咄とつ嗟さに乗り切りました。黒くろ岩いわ先生の流れで、何か好きな曲というリクエストでもあったら、何を唄うたうべきか困ったでしょう？」

「うん。あれには感謝してる。改めて、ありがとう」

　洋楽という提案がなかったら、窮地に陥おちいっていたのは間違いない。

「でも、先生が『何となく大卒の大人』という立場に安住してしまっていて、細かいプロフィールを固めていなかったからこそのピンチです。今後、そういう事がないようにディテールをはっきりさせた方がいいと思います」

　制服エプロン姿で、真顔。奇妙な迫力で未優はびしっとこちらに指先を向けた。

「た、確かにそれはそうかも……」

　何しろ『若いのに豊富な人生経験』なんて勘違いの高評価を受けているけれど、実際には中学を出た後、旅先で途方に暮れていた世間知らず。

　宝ほう盟めい学園の講師になったり、このマンションに入居したりする際の諸々の手続きなども、全部ロックウェル理事長の厚意に任せっきりだったのだ。

「例えば先生、ご自分は何歳のおつもりですか？」

「えっと、じゅ……じゃないな。二三歳？」

　一六歳と言いかけて、慌てて訂正する。

「それなら現役で合格し、そのままストレートで卒業したという事になりますね」

「へ、変かな？」

「いえ。むしろ無難です。思いきり一〇年以上もごまかすのでなければ、実年齢との差が小さい方が無理はありませんし、浪人時代のエピソードを捏ねつ造ぞうする必要もないですし」

　未優からの評価に安あん堵どする。

　合理性が先走りすぎて人間関係に不器用だとか、未熟なところもあるのは事実だけど、いろんな事をしっかりと考えているという点ではやっぱり彼女は健太郎よりずっと上だ。

「では、生年月日は？」

「うん。それは大丈夫」

　すぐに答える。

　次の質問が来るのは、さすがに予想している。

　本来のものから七歳分年上になるように、ちゃんと計算しておいた。もちろん西暦と元号の両方で。年以外は特に変える必要もないから、事実の通りに四月の七日。

「では、干え支とは何ですか？」

「ええっ！　え、干支？　えーと……」

「ダジャレを言っている場合ではありません」

「ダジャレじゃないから！　ナチュラルにそうなっちゃっただけだから！」

　真顔で頬ほおを膨らませた未み優ゆうに、慌てて言い訳する。

「だいたい干支なんて気にするのは年賀状シーズンだけだよね？　一年のうち二月から一一月までの間は確実に忘れてるよ！」

「それでも普通、自分の干支くらいは覚えています。問われて即答できないと、年齢を偽っていると疑われるかも知れません」

「そ、それは確かに……」

「こういうところからボロが出ないように『二三歳の唐から渡と健けん太た郎ろう』としての設定をきちんと固めなければいけないという事です」

　説明しながら、未優はノートパソコンを取り出した。

「う、うん。それは、分かった」

「先生が学校を追い出されるような事になったら、クラスのみんなが悲しみますし……」

　そこで、未優は一度言葉を句切った。

「……わたしも、残念です」

　健太郎は、微笑ほほえんで肯うなずいた。

　未優が『みんなのため』だけではなく『彼女自身の気持ち』をちゃんと口にしたから。

「もう共犯みたいなものですし、先生の立場を守るのはわたしにとっても大切です。バレた時に『知ってて隠してた』という事になれば、わたしの立場も悪くなりますから」

「あー、それもそうだな」

　共犯というのは、一方的に助けてもらえるのではなく、一いち蓮れん托たく生しようという事だ。自分の都合だけでなく、未優のためにも秘密は守り通さなければならない。

「じゃあまず、質問です。先生、中学の時は部活動は何かやってましたか？」

「いや。特に何も」

　スポーツはあまり得意ではないし、絵を描いたり楽器を弾ひいたりという芸がある訳でもない。クラブ所属が強制でなかったのをいい事に、放課後は適当に遊んでいただけだ。

「まあ、わたしもクラブは無所属なので、あまり偉そうな事は言えませんけど……」

　未み優ゆうは、呆あきれたようにため息をついた。

「高校も大学も、クラブ活動やサークル活動はしていないという事にするのが無難ですね。それはそれで、他に何をしていたのかというディテール固めが必要ですけど」

　競馬の騎手を目指したり、和楽器奏者として修業を始めたりしている友達を知っているから、こんな風にはっきり他人の口から言われるとちょっと情けなく思えてくる。

　芯がないというか、個性が弱いというか。

「あっ！　どうせ単なる『設定』なんだから、少し盛っちゃうのはどうかな？　例えば空手の有段者で戦えば強いとか？　ほら、既に年齢とかウソな訳だし」

　思いつき、拳こぶしを握ってそれっぽい構えを取ってみる。

　もちろん経験はゼロだから、漫画やゲームで見知っている何となくレベルのポーズでしかないけれど。

「先生、間違ってます」

　しかし、未優は健けん太た郎ろうの提案をあっさりと却下する。

「学校に空手部はありませんけど、個人的に道場で学んでいる生徒ならいます。もしもその人に手合わせを頼まれたら、どうやってごまかすつもりなんですか？」

「あ、いや、ほら、空手っていうのは単なる一例で。別に他のスポーツとかでもいい訳だしさ。例えば……そう、バスケなんてカッコよくないかな？　これだけ身長があるんだからやってても不自然じゃないよね？」

　中学時代──男友達と遊んでばっかりの頃には意識していなかったけれど、やっぱり女の子にはウケたい、好かれたい。単に『唯一の若い男性』という理由だけでちやほやされるのではなく、女の子相手にちょっとは見み栄えを張りたい。

　スポーツマンというのは人気を集めやすい要素だし、バスケは特にモテそうだ。

「先生、実際にバスケットボールの経験はどの程度ですか？」

「えーと……体育の授業で一応やった事は……。やっぱりこの程度じゃ無む茶ちやだね」

　現在は長身だが、それはこの二、三か月に急にニョキニョキ伸びたせい。中学時代はクラスでもちょっと高い方という程度。体力や運動神経だって取り立てて自慢するほどではないので、別に運動部からスカウトが来たりもしなかった。

「わたしもそう思います。実態とかけ離れた無理は避けましょう。それに……先生はそのままでも……」

「え？　何か言った？」

　後半は顔を不意に逸そらした上に消え入りそうな小声だったから、未優が喋しやべった言葉ははっきりとは聞こえなかった。

「な、何でもありませんっ。ただの独り言です」

　きちんと顔を上げ、今度は普段通りの明めい瞭りような発音で告げる。

「とにかく、現実から遠い『設定』はミスしやすくなるので、中学時代のエピソードを中心に、高校・大学まで広げ、足りない部分を想像や一般論で補うべきでしょう」

「うん。分かった」

「例えば、カラオケの一件までわたしも気付いていませんでしたが、子供の頃に見ていたテレビ番組や好きだった漫画なども、一六歳と二三歳──七歳差があると結構なズレになります。そのあたりをチェックしていきましょう」

「了解」

　納得して、健けん太た郎ろうは力強く肯うなずく。

「それで……せ、先生。あの……」

「ん？　何？」

「その……隣に座ってもいいですか？」

「あ、そうか。向かい合ったままじゃ画面が見られないもんな。神こう月づきさんはそのままでいいよ。オレが、そっちに行くから」

「は、はい」

　未み優ゆうが、テーブルの片側に寄る。健太郎が空いたスペースに腰を下ろす。

　スカートから伸びた、揃そろえたつやつやの白い膝ひざが目についた。













　肩が、触れ合う。

　聡そう明めいで頼りになる未み優ゆうだけど、肩の感触は華きや奢しやだ。

　大切にしないと壊れてしまいそうな──。

「べ、別に気にしないでください。こうしないと一緒に画面が見られませんから」

「そ、そうだな」

　これだけの美少女とこんな風にしていると、当然健けん太た郎ろうだって緊張する。

　だけどあくまで先生と教え子だし、向こうの意図だってはっきりしてるんだし、あまり意識しすぎてもまずい。

「設定した生まれ年だと、小学校入学がこの年、中学がこの年という事になります」

　検索して現れた資料やデータをつき合わせて、少しずつディテールを固めていく。

「小学校に上がる前に見てたヒーローは……と、同じシリーズでも結構違うんだなぁ」

　何しろ『二三歳』の人が五歳児六歳児だった時点では、健太郎なんてまだ影も形もない。

「基本的な知識で充分でしょう。マニアでもない限り子供の頃のうろ覚えです。あまりはっきり記憶していると、かえって不自然で後付け情報っぽくなってしまうと思います」

「それもそうか」

「通っていた高校や大学については一応決めておき、必要な情報を調べた上で、どうしても必要になるまで極力具体的な校名は出さないように心がけた方がいいかと」

　何も考えていなければとっさの時に困るが、下手に詳しくしようとすると逆に不自然なところが出たり、ディテールが食い違ったりする怖おそれもある。これも納得だ。

「あ、そうだ。一つ重要なポイントがあった」

　また、ある事を思いつく。

「何でしょうか、先生？」

「今は彼女とかいないって公言しちゃったけれど、過去の恋愛経験とかはどうしようか？」

　二三歳大卒なら、何もなかったらそれこそ不自然だ。

　それに、みんなが自分に寄せている眼まな差ざしは『若いけれど、自分たちよりはちゃんとした大人』なのだから、ある程度経験値があった方が頼りがいがあるような気もする。

　これは盛っているとか見み栄えとかではない。きっと必要な設定だ、多分──健太郎は己に言い聞かせる。

「じ……実際のところどうなんですか？　中学時代、つき合ってる人とかは？」

　未優の言葉が、微妙に強こわ張ばって上うわ擦ずる。

「いやいや！　全然そういうのとは無縁だったから！」

　責められてるような気がして、大きく腕を振って否定する。

「女の子とデートした経験などは？　つき合ってないけれど、一方的に好きだった人がいたりしたんじゃないですか？」

「それもなしっ！　本当に何にもなしっ！」

　自分で言ってて、ちょっと情けなくなってくる。

　どうしてオレは、年下の女の子相手にこんな事を熱弁しているのだろうか？

「あ、あのさ！　言っておくけど、告白して玉砕したとかモテなかったとかじゃなくて、中学時代は恋愛の事とか特に考えてなかっただけだから！　別に一五、六歳でそういう事考えてないのが悪いって事じゃないよね？」

　せめて、このくらいの弁明は許してほしい。

『恋をしたい』と考えるようになったのは事故後の入院中。中学時代は大して興味もなく、何となくなるようになるだろうとタカをくくっていたのは本当だし。

「べ、別に悪いとは言ってません。わたしだってそうですし！」

「えっ？」

「あ……っ！」

　思わず口走ってしまったのか、未み優ゆうは半開きの口を手のひらで隠した。

「そ、その……わたしの場合、女子校という事もあって、えっと……魅力的な男性に今までは出会う機会がなかったという事で……」

　妙に言い訳がましい未優は、『今まで』に変なアクセントを置く。

「と、とにかくさ。中学で初恋もまだでも、別に変な事じゃないって事だよな！」

「そ、そうですね」

　気がつくとパソコンの画面ではなく、お互いの顔を見つめる形になっていた。至近距離で頬ほおが染まっているので、体温まで感じるような気がする。

　お互いに座ったまま、じりじりと数ミリ距離が開く。

「で、でもさ。中学生ならそれでもまだ普通だけど、さすがに二三歳って『設定』だと多少の経験はあった方が……」

「先生、間違ってます！」

　さっきよりも更に力強く、未優は言い放った。

「実際の恋愛経験がないのにウソ話で見み栄えを張ったりしたら、他の事以上に危険です！　バレた時の揺り戻しは最悪最大のものになるのは間違いありません！」

「で、でも、ほら……表向きは大人なんだし……」

「世の中は広いんです。二三歳で彼女ナシとか、恋愛経験ナシとか、そういう人だってちゃんと実在しますっ！　するはずなんですっ！」

「そ、そう？」

　そりゃ実在はするだろうけど、一五歳の未優が力強く断言する根拠って何？

「恋愛なんて義務でも何でもないんですから、初恋が早い人も遅い人もいます。だったら成人してても恋愛経験が乏しい人がいてもおかしくないんです」

「う、うん。それも、そうかな？」

　理屈としては間違ってないか。未み優ゆうの迫力に負けただけのような気もするが。

「どうせ、男性は多少恋愛経験が豊富な方が頼りがいがあるように思われるとか、そんな風に考えていたんじゃありませんか？」

「うっ！」

　図星を指された。

「確かにそう感じるケースがないとも言えませんが、好きになった人の過去の恋愛対象に嫉しつ妬とを覚える場合だってあります。経験豊富イコール有利という訳ではありません」

「そ、そういうものかな？」

「そうです。だいたい恋愛の事なんて本来プライベートで他人にぺらぺら喋しやべるような事ではないのですから、何か問い詰められても曖あい昧まいにごまかしてしまえばいいんです！　そう、母校の設定以上に！」

「わ、分かったよ。確かにその通り」

　恋愛に関して作り話で経験があるフリをしても、すぐにバレて結果的に酷ひどい目に遭うというのは漫画とかでもよく見る展開だ。

　そんな風に設定固めをしているうちに、いつの間にか時刻は夕方になっていた。

「じゃあ、わたしはそろそろお暇いとまします」

「うん。今日きようはありがとう」

　荷物を片付け、帰ろうとする未優を玄関口で見送る。

「今日決めた設定や調べたデータ、ちゃんと忘れないように、時々復習しておいた方がいいです。それは先生にとって『体験』であり『常識』という事になるんですから」

「う、うん。肝に銘めいじておくよ」

「では」

　最後にもう一度ぺこりと頭を下げ、未優は去って行った。

「ふぅ……」

　ドアを閉め、ちゃんと言われた通りにドアチェーンも掛ける。

　お昼をしっかり食べたから、夕食は外に出ずあり合わせで間に合わせよう。

『設定』をきちんと復習するのはもちろん、二三歳の先生らしい知識常識を身につけるための勉強だって必要だ。

　それに支度金や給料を貰もらっているとしても、無駄遣いは禁物。これからは少しずつ生活から無駄を省くよう習慣づけていかなければ。

　うん──と己に肯うなずくと、健けん太た郎ろうは机に向かった。




　マンションから出て立ち止まり、未優はメモ帳に今日の出来事を書き込む。

『先生の家訪問。設定について話し合う』

　大事な事は、いつでも読み返せるように手書きで記すのが未み優ゆうの習慣だ。そう言えば、きっかけはこのメモをあの部へ屋やに置き忘れた事だった。

　あの時はまだ単なる『新任の先生』で『みんなの人気者』としか認識していなかった。秘密を知ってしまったのも単なる偶然だった。

　それがあんな風に自分と向き合ってくれて、こんなにも大切な先生になるなんて、想像もしていなかった。

「ふふ……っ」

　そして今日きよう、また二人だけの秘密が増えた。

　決して神こう月づき未優個人のワガママや身勝手ではない。

　先生の立場を守り、学校にいられるよう気遣うのは、みんなのためにもいい事──そう自分に言い聞かせても、足取りが弾みそうになるのはなかなか抑えられない。

　こんな風に浮き立つ事そのものが初めてだから、この気持ちが何なのか、未優自身は知らない。まだ気付いていない。

　過去の恋人の存在も未優が個人的に気になったとかではなく、あくまで『設定固め』の過程でチェックする必要があっただけだ──と考えている。

「あれっ？　未優？」

　びくんっ！──弾みかけた足が、緊張で硬直する。

　聞き覚えのある声で呼び止められ、振り返ると見知った顔があった。

　クラス委員で──友達の花か菜なが立っていた。

「こ、こんにちは、花菜ちゃんっ！　あ、もう『こんばんは』の時間帯ですねっ！」

　慌ててメモ帳をポケットに押し込む。

　自分がここまでうろたえる理由が、未優には分からない。

「どうしたの？　お休みなのに制服で。未優の家って、この辺じゃないよね？」

　そう言う花菜は、大きめＴシャツにミニスカートというラフな休日コーデ。買い物帰りなのか、膨らんだショッピングバッグを提げている。

「ひょっとして唐から渡と先生のところ？　前に鉢合わせした時も、制服だったもんね」

「あ！　は、はい。そうです」

　健けん太た郎ろうの『設定』と一緒だ。

　ウソは最小限に止とどめないと、後からボロが出る。休日に制服という不自然をごまかすためには、健太郎の家に行ったという事実には沿った方がいい。

「わたしも近くに用があったから、ついでにちょっと遠回りしたんだけど……何の用？」

　まさか『正体を隠すための設定固めをしていた』とは言えない。

　先生と二人きりで話し合う必要があって、なるべく周囲には内緒にしたいような理由は何だろうか。

「え、えっと……そのっ！　し、進路！　進路の事でちょっと相談に乗って貰もらいたいことがあってっ！」

　頭に閃ひらめいたキーワードで、どうにか言いつくろう。

「進路って……未み優ゆうちゃん、高等部に行かないの？　せっかく友達になれたのに」

　花か菜なが目を丸くした。

　宝ほう盟めいでは、中等部の生徒はほぼ全員がそのままエスカレーター式に高等部に進む。外部の高校を受験する者はごく少数だ。

「あ、いえ。はっきりそうと決めた訳ではなくて……」

「よかったぁ」

　花菜が、笑え顔がおで大きく肯うなずく。

「せっかく友達になれたんだから、高等部でも仲良くしたいよね。あ、でも、それってわたしの気持ち一方的に押しつけてるって事になっちゃうかな？」

　未優もそうだが、花菜の方も距離の取り方にはまだ戸惑っているのだろう。自分の口にした事を、大急ぎで訂正する。

「外部受験の可能性も、一応考慮しているというだけです。これからどうすればいいのか。いろいろと不安になって」

　なるべく無理のない説明でごまかすけれど『友達』にウソをついていると思うと、胸の奥がジンと痛くなる。

「あ、そっか。未優ちゃん、成績もいいし、選択肢がいっぱいあって悩むって事ね。わたしだとそのまま持ち上がるとしか考えてないけど」

「ま、まあその……そういう事です。本来なら将来就きたい仕事の事とかも考えて決めるべき事なのでしょうけど、わたしには今のところなりたいものなんかなくて……」

　いつの間にか、二人は肩を並べて歩き出していた。帰り道は、途中までは一緒だ。

　ただ、メンタルな事ばかりでなく、物理的にも間合いには戸惑う。

　肩が触れそうになると、お互いに微妙に距離を開いたりもしてしまう。

「まだ中学生だし、当たり前だよ。クラスの中でもなりたい職業とかはっきりしてるのって何人もいないし、それも本気っていうよりただの希望や願望だったりするし」

　指折り数えながら何人かの級友の名を挙げ、花菜が笑う。

　並べられた希望は漫画家やアイドルなど、ちょっとリアリティが薄いものだった。

　成績や身体能力、あるいは大まかな性格など、普通に教室で観察していれば分かるデータには詳しい未優だが、こういう個人の願望や内心には疎うとい。

「花菜ちゃんは将来の事、どう考えてるんですか？」

「わたしも、はっきりとは考えてないけど……人の中に入っていって、誰かの役に立ってるのが直接実感できる仕事がいいかな？　オフィスで事務とかそういうのじゃなくて」

　夕焼け空を見上げて、花か菜なが呟つぶやく。

「いいですね。そういうのは、花菜ちゃんに向いてます。あ、向いていると……思います」

　上から目線の断定と思われないよう、言葉を訂正する。

「本当に大切な事は効率的に決めるより、人柄の向き不向きを重視すべきだと思います。やりたい事のために実力をつける方が、性格を変えるよりもいいんじゃないですか？」

「性格だって本人が願えば変えられるよ。未み優ゆう、最近明るくなったもん」

　ぽんっ！

　花菜の手が、優しく未優の肩を叩たたいた。

「それは……以前は暗かったという事でしょうか？」

「えっ？　ま、まあその……取っ付きづらいとは……正直思ってた。何考えてるか分かんないっていうか」

「まあ、さすがにそれは自覚しています。社交的なタイプではありませんし」

　さっきのがジョークだと示そうと、笑え顔がおを作る。

「なーんだ、そうだったの。ははは……」

　返ってきた笑いは、ちょっとぎこちない。

　友達になったからと言って、即座に相手の深いところまで無条件で入って行ける訳でもない。適切な間合いは、互いにまだ模索中だ。

「仕事と性格っていえば、唐から渡と先生もだよね」

「えっ？」

　花菜が振ってきた話題の意味がつかめず、未優は小首を傾かしげた。

「唐渡先生って、すっごく先生向きだと思わない？　性格っていうか、性分が」

「……それは、そうかも知れません」

「だよね？」

　歩きながら、花菜がぐっと身を乗り出して顔を近づける。

「実を言うとね。わたし、最初は単に若い男の先生だからってはしゃいでただけだったんだよね。構うとすぐ反応して楽しいし」

　まだ一か月も経たっていないのに、遠く懐かしむような口調で花菜が呟く。

「……そ、そうだったんですか？」

　友達の意外な一面に、未優は驚きを隠せない。やり過ぎない程度に羽は目めを外す事はあっても、基本的にしっかり者の優等生だと思っていた。

「でも実際に毎日会ってると、専門家じゃないけど本当に一所懸命に頑張ってて、わたしたちのために親身になってくれて……」

「はい。そうですよね」

「ちょっと無理目な事頼んでも頑張って引き受けてくれて……。ああいう熱血教師って、漫画とかの中にしかいないと思ってた。もちろん黒くろ岩いわ先生も頼れるし、いい先生だけどグイグイ踏み込んでくる事はしないでしょ？」

「ええ。きちんと節度を守るっていうか……。唐から渡と先生の場合、ある意味怖い物知らずっていう感じもしますね」

「だよねっ！」

　未み優ゆうの言葉に、花か菜なは笑え顔がおで肯うなずく。

「だから、今はもうからかったりするとかじゃなくて、クラスのまとめ役として唐渡先生が困らないように助けてあげられたらいいな……って、そう思ってるんだ」

「それは……いい事だと思いますけど、花菜ちゃんだけでなく、クラスのみんなが協力する事ですよね」

「あ、そっか。つい、ね？」

　花菜はウインクしながら、小さく舌を出す。

　何だろう。この引っかかる感じは──未優は密ひそかに自問する。

　健けん太た郎ろうが先生を続けていくためにも、花菜がこういう態度を取ってくれるのはありがたいはずなのに、なぜ咄とつ嗟さにああいう反応をしてしまったのか。

「あ、何だか脱線しちゃったね。元々は唐渡先生の向き不向きの話だったっけ」

「え、ええ。そうでしたね」

「先生がどんな会社受けて就職に失敗したのか分からないけど、最初から教職目指してたら上う手まくいったんじゃないかなぁ」

「……それは、どうでしょうか」

　言えない。

　絶対に言えない。

　本当は就職とか教員免許とか、そういう話とはそもそも無縁の一六歳だとは。

「あ、でも、そうじゃなかったから、わたしたちって先生に出会えたし、そのお陰で友達にもなれたんだから、結果オーライなのかな？」

　未優が隠した葛かつ藤とうなど知る由よしもなく、花菜は明るく笑う。

　気がつくと、帰り道が分かれる交差点にたどり着いていた。

「じゃ、わたしこっちだから。またね」

「はい。月曜に、学校で」

　手を振って横断歩道を渡り、小走りになった花菜の背中を見送ってから、未優も信号が青に変わるのを待った。

　楽しさの後に訪れる寂しさ。

　けれど、それが心ここ地ちよい。

　一人でいるのが当たり前と思っていた──思い込もうとしていた時に感じていた冷たい感覚とは違う。

　だけど、同時に大切な友達にウソをついているという後ろめたさと、更にその奥でちくちくする自分でも言葉にできない気持ち。

　信号が青に変わる。

　全すべてを胸にしまい込んだまま、未み優ゆうは長い影を引いて歩き出した。

　帰宅したら、健けん太た郎ろうに電話をかけなければ。訪問したのは進路相談のためだと、口裏を合わせておかなければ。

　そう。これは必要だからそうするだけの事。

　ただ声が聞きたいからだけじゃない。









２章　　三年Ｂ組、緊急作戦会議






「ふわぁ～」

　健太郎はアクビを漏らしながら、早朝──午前七時前の校門をくぐった。

　今日きようはたまたま二度寝するにも微妙な早い時間帯に目が覚めてしまったので、いつもより早めに出勤する事にしたのだ。

　何しろまだ何かと不慣れだし、朝の様子を知っておくのも悪くない。

　既に登校している生徒もいるようで、朝の自主トレに励んでいる運動部員の姿も見えた。

「あ、唐から渡と先生。おはようございます」

　グラウンドの一角、生徒の指導をしている燿よう子こが大きく手を挙げてあいさつしてきた。

「おはようございます。早いですね……って、あれ？　黒くろ岩いわ先生、陸上部だったんじゃ？」

　疑問に、首を傾かしげる。

　今、燿子の周りで練習しているのはサッカー部だ。

「ああ。正規の時間外なので、見られるクラブは全部見るようにしてるんです」

　汗ばんだ額を袖口で拭ぬぐいながら、燿子は答える。

　体育教師として一通りのスポーツには通じているし、体力作りなどは専門家だ。

「危険がないようケアするためにも、万一の時にフォローするためにも、大人がいる方が安全じゃないですか。守ってあげるっていうと偉そうですけど」

「すごいですね、黒くろ岩いわ先生」

「いえ。この仕事が好きなだけですから」

　誇らしげに語る燿よう子こに、健けん太た郎ろうは感心するしかない。

　自分はあくまでも正規の教師ではなく講師という事もあり、クラブの面倒などは見ていない。強引に、交流委員会の顧問にさせられただけだ。燿子のように、自発的に担当外の部活まで世話するなんて想像もできない。

「それに……今日きようは自分の原点っていうか、立ち位置の確認もしたかったんです」

「えっ？」

「あ、いえ。何でもないんです、こっちの話で。じゃ、まだ練習がありますから」

　燿子がぺこりと頭を下げる。

「僕の方こそ、お邪魔してしまいました。では、これで」

　健太郎もその場を辞し、職員室で先に出勤していた何人かにあいさつすると、朝の校内を見て回る事にした。

　昼間ほどの喧けん噪そうではないけれど、やはり既に登校している生徒がいるらしく、あちこちから微かすかな気配や話し声がさざ波のように伝わってくる。

「……こういう雰囲気ってのも、いいもんだな」

　健太郎の顔に笑みが浮かぶ。

　中学時代は遅刻しない程度で登校してたから、こんな空気は初めてだった。

「ん？」

　廊下を歩いていると、特別教室棟の方からアップテンポの音楽インストが聞こえてきた。

　何だろう、こんな時間に──気になって、自然と足がそちらへ向く。ズンズンとリズミカルな音色へ、だんだん近づいていく。

　その時──。

「きゃーっ！」

　音楽に、悲鳴が被かぶさった。

　健太郎は、思わず声の源へと走り出す。

　ガラッ！

　予備教室の扉が開いて、中から女の子が三人飛び出してきた。

「あ、先生っ！　助けてっ！」

　こちらを目にして、真っ先に抱きついてきた子には見覚えがあった。

　三Ｂの生徒、辰たつ野の朱じゆ里り。

　制服ではなくＴシャツとショートパンツという薄着で、触れた部分から火ほ照てった肌の熱と汗の湿り気と匂いを感じる。柔らかい感触が、ぎゅっと押しつけられる。

　他の二人も似たようなスタイルで、クラスは違うが中等部の生徒だ。

「な、何？　どうしたの？　助けてって？」

　ドギマギするが、女の子の──教え子のピンチなら放ほうってはおけない。まさか、人の少ない時間帯を狙ねらって侵入者とか？

「落ち着いて。何があったか、教えてくれないかな？」

　震える朱じゆ里りを落ち着かせるため、そっと肩に手を置く。

「ゴ……、ゴキッ！　ゴキブリが……っ？」

　音楽が鳴りっぱなしの部へ屋やを指差し、朱里が健けん太た郎ろうのワイシャツにしがみつく。

「えっ？　わ、分かった。じゃあ、僕が退治してくるよ」

　思わぬ答に拍子抜けしつつ、教室へ入っていく。

　机や椅い子すを一か所にまとめて広いスペースを作った室内では、ポータブルＣＤプレイヤーの周りを小さなゴキブリがカサカサ走り回っていた。

「ふんっ！」

　武器になるものが何もないので、狙いを定めて靴底で踏みつぶし、ティッシュで丁寧に処理してクズカゴに放り捨てる。

「はい。大丈夫。ちゃんとやっつけたよ」

「すっごーい、先生っ！」

「やっぱりこういう時って、男の人って頼りになるよね！」

「あたしたちだけじゃ、どうしようもないもん。ヒーローが来てくれて助かったよ」

　女の子たちが尊敬の眼まな差ざしで見上げてくる。

「はは、たかがゴキブリ一匹くらい。大した事ないよ」

　まるで悪いドラゴンを仕留めた勇者の如ごとき尊敬ぶりに、照れて頭を掻かく。

　女の子だけの世界では、害虫を倒せるだけで希少スキルを有する強キャラ扱いだ。

「だって、この辺じゃ滅めつ多たに出ないんですよぉ。あーっ、思い出すのもイヤッ！」

　朱里はブンブンと頭を振った。片側に結んだ髪が子犬の尻尾しつぽのように揺れる。

　聞くと、ダンスが好きな仲間が集まって練習しているのだという。

「へぇ。知らなかったな」

　なるほど。それでカラオケパーティでも見事な動きを見せたのか。

「正式な部活とかじゃないですもん。あ、ちゃんと部屋使う許可は貰もらってますからっ！」

　朱里は、ウインクしながらサムアップする。

　熱中している事があるせいか、笑え顔がおがキラキラ輝いているように見えた。こういう雰囲気は、どこかさっきの燿よう子こにも通じる。

「じゃ、頑張ってね」

「はーいっ！」

　立ち去る健けん太た郎ろうに向かって、朱じゆ里りたち三人は声を揃そろえて返事をした。




「おっはよーっ！　ん？　何かあったの？」

　朝の練習を終えて朱里が教室に入ると、クラスメイトたちがワイワイ騒いでいた。

「あ、おはよ。朱里。燿よう子こ先生がお見合いしたんだって」

「なーんだ、そんなのいつもの事じゃん」

　案外つまらない答に、朱里は落胆した。

「でも、今回はちょっと様子が違うの。相手の男の人が、かなりいい感触なんだって」

　より踏み込んだ話をしてくれたのは、このネタの情報源である小お笠がさ原わら伊い緒おだ。

　お見合い会場に使われたレストランで彼女の姉がバイト中。その姉が宝ほう盟めいの卒業生なので、燿子の事もよく知っており、つい耳をそばだててしまったのだとか。

「そっかあー。燿子先生もやっと結婚かぁ。でも、結婚したら仕事辞めちゃうのかな？」

　肯うなずいた後で疑問を発したのは三み隈くま妙たえ子こ。

「そんな事ないんじゃないかな。黒くろ岩いわ先生、いつも『教師は一生の仕事』だって言ってたし。ね、未み優ゆう？」

「そ、そうですね」

　花か菜なから同意を求められて、未優はちょっと口ごもった。

　燿子のお見合い自体はありふれた話でも、こういうゴシップ的な雑談の輪に加わるのは、未優にとって不慣れらしい。

「そうだよね。今時結婚後も働いている女性なんて珍しくないし」

「共働きの方が、経済的にも安心だしね」

　あちこちから、そんな声が上がる。

「今回はちょっと様子が違うってお姉ちゃんが言ってた。相手の男の人はお医者さんで、大きな総合病院の院長先生の次男なんだって」

　声を潜めて、伊緒が重要情報をリークする。

「えーっ！　何その超優良物件！」

　朱里は、大声を上げてしまった。

「いっそあたしを嫁にもらってくれないかなぁ。そしたら将来安泰？」

「無理無理。第一あたしたち、まだ結婚できる歳としじゃないし」

「お医者さんから見たら、中学生なんてまだまだ子供なんじゃないの？」

　ガラッ！

　話が盛り上がっている中、扉が開いた。

「みんな、ちゃんと席に着きなさい！　もうチャイムは鳴ってるわよ」

　入室してきたのは、当の燿よう子こだった。

　いつも通りのジャージ姿で、態度や表情にも普段と違った様子はない。

　副担任の健けん太た郎ろうが付いて来てるのも平常運転だ。

　注意され、クラスの皆はガタガタと椅い子すや机を揺らしながら、それぞれの席に着いた。

　出席確認後、伝達事項が伝えられ、いつもと変わらぬＳＨＲシヨートホームルームが終わろうとしたその時。

「はいっ！　先生、質問っ！」

　妙たえ子こが手を挙げた。

「何ですか、三み隈くまさん？」

「またお見合いしたって、本当ですか？　しかも相手はお医者さんで総合病院の次男だって聞きましたけど」

　元気なスポーツ少女は、いきなり最短距離を全力で突っ切ってきた。

　どわっ！──クラス全体が沸く。

「ど、どうしてそれをっ？」

「ご、ごめんなさい、先生。あそこのレストランでうちのお姉ちゃんがバイトしてて……。それで話が伝わって来ちゃって」

　申し訳なさそうに伊い緒おが弁明する。

「じゃあ隠しても仕方ないわね。昨日きのう、お見合いしたのは本当です」

　ため息交じりに、燿子が答える。

　どわわっ！──さっき以上の盛り上がりだ。

「皆さん、静かにっ！　確かにお見合いはしましたけれど、まだ一度お会いしただけですし、これからどうなるかはまだ何も決まっていません。この話は、これでお終しまいっ！」

　パンと大きく手を叩たたいて、燿子は強引に騒ぎを収めた。

「では、朝のＨＲはこれで終わりです。一時限目の先生に迷惑をかけないよう、みんな気持ちをちゃんと切り替えなさい！」

　締めるべきところはきちんと締めて、燿子は健太郎を伴って教室を出て行った。




「あの、黒くろ岩いわ先生。さっきの話って……」

　職員室へ戻る廊下の途中、健太郎は燿子に尋ねてみた。

「唐から渡と先生、気になるんですか？　気にしてくれるんですか？」

　瞳をキラキラと輝かせ、燿子は健太郎を見上げる。

「ま、まあ、その……同僚ですし、一応はそれなりに」

「安心してくださいっ！　まだ本気で話決めた訳じゃありませんから」

「は、はいっ！」

　ぐいぐい押してくる燿子の迫力に、思わずイエスの返事をしてしまう。

　考えるまでもなく、健けん太た郎ろうの方が『安心』する道理なんて一つもないのだけど。

「で、でもさっき聞いた限りだと、ずいぶんいい条件みたいですよね？」

　なるべく冷静に、一般論っぽい口調で尋ねる。

　燿よう子この事は人間としては尊敬しているし、先輩として頼りにもしている。だけど『身近に現れた結婚適齢期の男性』としてロックオンされては困るのだ。

　何しろ本当は一六歳なのだし。

「ええ。まあ、そうなんです。相手の方も、わたしの事をそれなりに気に入ってくれたみたいで。仕事もちゃんとしてるし、酒やギャンブルみたいな悪いクセもないようですし」

　少しはにかんでから、燿子はちらっとこっちを見た。

　その目から『ジェラシー感じて欲しいな光線』が出ているのを、健太郎は感じ取る。

　だからごめんなさい、黒くろ岩いわ先生。

　いくらモーションかけられても、一六歳にはどうしようもないんですってば！

「い、いい事じゃないですか、ウン」

　内心では詫わびながら、口に出したのは差さし障さわりなさそうな言葉だった。

　燿子が幸せな結婚をすれば、こっちにアプローチする事もなくなって、万事が万々歳だ。

「ええ、そうなんです。けど、一つだけ問題があって……」

　不意に、声音がシリアスになる。

「な、何か？」

「その方、妻には家庭に専念してほしいと言っているんです」

　母に先立たれており、ハウスキーパーのおかげで日常生活には不自由しなかったけれど、いつも『お母かあさん』がいる温かい家庭への憧あこがれが忘れられない──という事らしい。

「それは……難しいですね」

　健太郎としては、言葉を濁すしかない。

　自分が首を突っ込むには、あまりにデリケートで重大な問題だった。




　その後、表向きは大きな波乱もなしに幾日かが過ぎた。

　ただ、午前最後の授業で三Ｂの教壇に立つ健太郎は、微妙な違和感を覚えていた。

　今日きようは、みんなが妙にマジメだ。

　もちろんマジメなのはいい事だけど、これまで健太郎の授業に漂っていた浮かれているというかはしゃいでいるというか、そんな空気が今日は感じられないのだ。

　ジョークを言ってみても微妙にリアクションが薄い。

　ひょっとしたら『若い男性』という物珍しさがいい加減薄れて、みんな勉強に専念するようになったとか？

　それはそれで『先生』としては嬉うれしいけど、一人の男性としては残念な話だが──。

　不安から逃れたくて、つい未み優ゆうに視線を向ける。

　目が合いそうになった瞬間、彼女の方が顔を逸そらした。まるで、何か後ろめたい事を隠しているみたいに思える。

　これも今までになかった事だ。

　しかし、この場で『何かあったのか』と問いただす訳にもいかない。

　今のところは何とか無難に授業を終えるのが先決だ。必要な事があるのなら、昼休みにでも未優の方からコンタクトしてくるだろうし。

　微妙に落ち着かない気持ちのまま授業時間が終わり、チャイムが鳴る。

「えっと、それじゃあ今日きようはここまでで……」

「はいはい。先生は職員室へ」

「申し訳ないですけど」

　健けん太た郎ろうが言い終えないうちに花か菜なと未優が駆け寄ってきて、背中を押して教室から追い出そうとする。

「ちょ、ちょっと何かな、これは？」

「女の子だけの内緒話でーす」

「です」

　外に出た瞬間に、ぴしゃんと扉が閉じられる。

「お、おいっ！　みんな──」

　開けるために手をかけて──すぐに思い直して放す。

『女の子だけの内緒話』というのなら教師にも男にも聞かせたくない話題なのだろう。

　さすがに強引にそこに割り込んでいくのは気が引ける。

　それに、学校で堂々とやっているという事は秘密といっても極端に後ろ暗いものではないはずだ。それこそ、先日の歓迎パーティみたいな催しのアイディアがあって、日程的に余裕がないから大急ぎで打ち合わせをしなければいけないとか。

　きっと未優の態度もそのせいだ。心配するほどの事でもないのだろう。

「うん。オレもだんだん先生らしくなってきたじゃないか」

　こぼれた小声は本音だったから、つい『オレ』が出てしまった。

　一人で満足げに肯うなずくと、健太郎は賑にぎわう昼休みの廊下を職員室へ向けて歩いていった。




「行った？」

「もう、大丈夫ですね」

　廊下をチラ見して健太郎が立ち去ったのを確認し、花菜と未優は顔を見合わせた。

「では、これから秘密作戦会議を始めます」

　司会の花菜が宣言すると、書記がホワイトボードに議題を大書する。

　即すなわち『黒くろ岩いわ燿よう子こ先生・お見合い問題緊急対策作戦会議㊙』

　何しろ女の子だけの社会だし、中高一貫。保護者のネットワークや卒業生の人脈まで含めれば、自然と巨大な情報網ができあがる。水曜日には燿子のお見合いの詳細や相手が提示した条件の事など、かなり正確なところが中等部三Ｂに伝わっていた。

　既に判明していた通り、今回のお相手は市内でも大きな総合病院の院長の次男坊で、本人も内科医として勤務中。年齢は三四歳で離婚歴などはなし。

「ちょっと年上かー。やっぱり男の人って、その方が頼りがいあっていいよね」

「祖父が診ていただいてますが、親切丁寧で、お医者様としての評判も上々というのは確かなようです。今まではお仕事に専念してたせいで浮いた噂うわさの一つもなかったのですけど、親ごさんやご兄弟に勧められてお見合いしたのだとか」

「顔もなかなかイケてるらしいんでしょ？　唯一の問題は、結婚するなら妻には絶対に家庭に専念してほしいって言ってる事だって」

「仕事続けたいって言ってるもんね。前にも、それで流れちゃった縁談とかあるし」

「けど、今まではそのパターンだと即お断りだったじゃん。今回そうじゃないって事は、燿子先生も迷ってるって事でしょ？」

「手に職あって、金あって、イケメンで、次男。普通ならあり得ない超優良物件だもん。そりゃ諦あきらめられないって」

「それにほら、燿子先生、結婚願望の方も強いから」

　クラスのあちこちから出る意見は、おおよそ一致していた。

　自分では積極的に発言しないが、未み優ゆうもほぼ同じ気持ちだ。

　担任としては今年度からだが、体育は一年の時からずっと教わっている。

　優しいし、締めるべきところはきちんと引き締める。それに一〇歳以上離れているとは言っても健けん太た郎ろう赴任以前では最も若い教員で、親近感も覚える。

　クラスのみんながある種友達めいた感覚で燿子のお見合いを気にするのも、無理のない事だろう。

「燿子先生が結婚して、学校辞めちゃったら……嫌だな」

　伊い緒おが呟つぶやいた声は小さかったけれど、たまたま皆の会話が途切れたタイミングだったから妙にはっきりと響いた。

「ほら。特別教室をパーティとかのために借りたいって話、職員会議では反対も多かったんだって。だけど燿子先生が他の先生方を説得してくれて、手続きやルールのガイドラインを作ってくれたんだよね」

「あたしは、いつも部活でも世話になってるしなぁ。朝練とか夏休みもきちんと助けてくれるし、顧問してない部でも自主トレ中にケガとかしないように面倒みてくれるし」

　腕組みで、大きく肯うなずいたのは妙たえ子こだ。

「あ、そうだっ！　いい事思いついたっ！」

　いきなり手を挙げたのは、漫研コンビの片割れ・南美みなみだ。

「あのね、あのね。要ようするに燿よう子こちゃんがちゃんと結婚して、学校も辞めなければ、万事丸く収まるって事だよね？」

「まあ、そうだよね」

「それが難しいから悩ましいんであって」

　舌っ足らずな口調の提案に、次々と声が飛ぶ。

「だったらさ。結婚してもお仕事続けさせてくれる男の人がいればいいんだよね？」

「いや、だから、そういう人がなかなかいないから、黒くろ岩いわ先生苦労してる訳で。わたしだって黒岩先生にはお世話になってるから、何とかできるものならしたいけど」

　隣の席から手の甲を振ってツッコミを入れたのは、漫研コンビの相方・有あり紗さだ。動いた弾みでズレたアンダーリムのメガネを、くいっと指一本で押し上げる。

　担任として世話になっているだけでなく、漫画研究会にとっても燿子は恩人だ。

　一昨年、新入部員の南美と有紗の他には部長しかおらず、メンバー不足と顧問不在で存続の危機だった漫研を救ってくれたのが、当時の部長の担任教師だった燿子だ。一学期中の期間限定の掛け持ちだが、顧問代理を引き受けたのだ。

　単に興味がありそうな生徒に声をかけるだけでなく、公開の描き方教室や漫画読書会などのおかげもあって部員が集まり、無事にクラブは存続できた。

　単に庇かばい、甘やかすだけでなく、燿子が『きちんとした活動実績を示す事』という条件をつけてくれたからこそ、今までのやり方に甘える事なく、漫研の魅力や楽しさを理解して貰もらうための新しいアイディアだって出せたのだ。

「いい人ならいるじゃない。ほら、唐から渡と先生」

　ざわわっ！

　南美の言葉で、教室中に波紋が広がった。

「た、確かに、黒岩先生とは仕事の上の事とはいえよくお話しされてますし、見ていると気があっているように感じる事もありますよね」

「あたしははんたーい。唐渡先生はあたしたちみんなのものだもん」

「とは言っても、実際にあたしたち、唐渡先生とつきあえる訳じゃないでしょ？」

「そう？　あたしは、中学生と先生でも、まるっきり可能性ゼロとは考えてないけど」

　教室のあちらこちらで、南美のアイディアに反対する者、賛成する者、それぞれが挙手もせずに発言している。

　みんなの中にある微妙な温度差を、未み優ゆうは感じ取っていた。

　確かに健けん太た郎ろうはクラス全体の注目の的で、みんなが彼に興味を抱いている。

　けれど、その接し方は一様ではない。

　前に未み優ゆう自身が指摘した通り、単に唯一の若い男性だからという理由で珍重している人もいる。普通に『いい先生』としか思っていない人もいる。

　そして本気の度合いはさておき、年齢差や立場をものともせずに彼を一人の異性として認識している人もいるのだ。

　話が錯さく綜そうしているせいで、正確な比率までは把握できないけれど。

　ただし、自分だけはどのカテゴリーとも違う。

　健けん太た郎ろうが本当は一六歳だと知っている唯一の存在。

　何か、何か言わなければ。

　万一にも『燿よう子ことくっつけちゃう』派が主導権を握ったらまずい。

　この派閥は本気のゴールインまで考えているけれど、健太郎は一六歳。たとえ親の承諾があったとしてもまだ結婚できない年齢なのだから。

　それに本気で結婚云うん々ぬんという話題が盛り上がったら、健太郎の素性が詳しく調べられる契機になる怖おそれもある。

　それでも、未優は意を決して発言した。もちろん、ちゃんと挙手してから。

「……わたしは、唐から渡と先生と黒くろ岩いわ先生をその……くっつけるのは反対です」

「どーしてよ、神こう月づきちゃん？」

　発案者の南美みなみが尋ねる。

「そ、それはもちろん、こういう事は周囲が合理性で判断するのではなく、当人同士の気持ちが一番大切だからです」

　数秒の間に考え出した正論を、できるだけ明めい瞭りような声で告げる。

　合理性だけでなく、気持ちが大切──未優が健太郎から教わった大切な事だ。

「へー、神月さんがそういう事を言うんだ？」

　有あり紗さが混ぜっ返す。

「た、確かに今までのわたしの態度とは矛盾してるかも知れませんけど……」

「あー、いいのいいの。責めてるとかじゃなく、素直に感心してるんだからさ」

　にこにこと笑いながら、有紗が手の平を振った。弁明というほどでもない軽い態度だ。

「そ、そうですか……。どうも」

　未優も小さく頭を下げ、そのまま着席する。

「みんな、どう？　わたしは、今の意見はきちんと考えるべきだと思う。やっぱり唐渡先生と黒岩先生、二人の気持ちを無視しちゃいけないんじゃないかな？」

　花か菜なが、微妙に語調を強めてクラス中に尋ねた。

「て事はさ。言い換えれば、こういう事だよね？　二人の気持ちを確かめて、互いに好きあってたら、何の問題もないっ！」

　南美は、あくまで自分のアイディアを推してＶサインを掲げる。

「う……そ、それは……そういう事に……なりますか」

　己の正論の弱点を突かれて、未み優ゆうは言葉を詰まらせる。

　何しろ表向きにはっきりと『嫌い』とか『女性として意識していない』と宣言している訳ではないし、下手に突っつくと健けん太た郎ろうの大人らしくない本性がほじくり返されてしまう危険だってある。

　どっちに転んでも、状況はリスキーだ。

「少なくとも黒くろ岩いわ先生の方は唐から渡と先生の事、多少は意識してんじゃないかなぁ」

「うんうん。ＨＲの監督してる時とか、結構熱い眼まな差ざし送ってるよねっ」

「燿よう子こちゃんは年下ＯＫだとして、唐渡先生の方はどうなのかなぁ？」

「ちょっと年上だけど黒岩先生美人だし、いい人だし。あたしが男だったらほっとかないんだけどなぁ」

「やっぱり本当の男の人は、見るポイントが違うんだと思うよ」

　また勝手な発言が続く。

「あ、唐渡先生がロリコンっていう可能性はないかな？」

　挙げた手を振りながら、南美みなみがまた無責任な思いつきを叫ぶ。

「ないない。どういう発想よ、それは」

　例によって有あり紗さが、ツッコミを入れる。

「だってさぁ。経験豊富な大人の男だったら、中学生相手にあんなにドキドキしたり緊張したりしないと思うんだよね。なんか唐渡先生って、あたしたちの相手する時に妙に余裕ないっていうか、表面だけ取り繕ってる感じしない？」

「そ、そ、それは単に教師という仕事に不慣れなだけでは？　ちゃんとした大人であっても女子ばかりの中に一人放ほうり込まれたら、緊張するのは仕方ない事だと思います」

　未優は、慌てて南美に反論する。

　漫画を描くからだろうか。南美は意外に観察眼が鋭い。

「南美は、大人の男に幻想抱きすぎ。わたしの兄貴とか、先生と同い年くらいだけど全然頼りないよ。唐渡先生の方がよっぽどしっかりしてる」

　兄のいる有紗が、未優の意見を後押ししてくれる。

　ただし、恐らくそれは過大評価だ。

　いや。偽装工作が成功していると思えばいいのか。

「女子校で緊張しているとしても、二十代なら中学生くらいは普通にＯＫなんじゃないかなぁ。少なくとも、わたしはそこらの高校生に負ける気しないし」

　頬ほお杖づえを突いてにっこり笑ったのは朱じゆ里りだ。

「ま、あたしたちを見てドギマギしてるって事は、少なくともホモじゃないって事だし。燿子先生相手でも全然目がない訳じゃないよね、うん」

「だからロリコンとかホモとか、あんたはどっからそういう発想が出てくるのよ？」

「もちろん頭から」

「そーいう意味じゃなくって」

　パシン。

　有あり紗さの翻ひるがえった手の甲が、南美みなみの胸を叩たたく。もはや漫才レベルの呼吸だった。

　あちらこちらで勝手に意見が飛び交い、教室の中はちょっとしたカオスになっていた。

「ちょ、ちょっと待って。みんな！」

　教卓の、花か菜なが大きく両手を振って皆の注意を集める。

「賛成の意見も反対の意見もそれぞれ一理あると思うけど、みんながそれぞれ勝手に行動したら唐から渡と先生と黒くろ岩いわ先生に迷惑がかかっちゃうでしょ？」

「そんな事言われても、あたしとしてはもう首突っ込む気マンマンなんだけど？」

　花菜の発言の意図も分かるが、それに対する南美の反論ももっともだと、未み優ゆうは思う。

　何より教師二人の問題ではあるけれど、クラスの総意を確認したからといって、南美たちが個人的に何かするのを禁じる事もできない。

「じゃ、じゃあ取りあえず唐渡先生と黒岩先生、二人の気持ちをそれとなく確かめてみて、脈ありっぽかったらみんなで後押しするっていう事でどうかな？」

「賛成です」

　妥協とも言える花菜の提案に、未優は真っ先に賛意を示した。

　最悪なのは、両派が強硬に対立した結果、南美たち介入賛成派が暴走する事だ。この方向でクラス全体の意見がまとまれば、少なくとも自分たちがブレーキ役になる事もできる。

「そうね。それで、いいんじゃない？」

　有紗が確認すると、南美もコクリと肯うなずいた。

　他には特に反論も提案もなく、おおよその方針は決まった。

「じゃあさじゃあさ！　こういう風にすればいいんじゃないかな？」

　さっそく南美が手を挙げて、具体的な『首の突っ込み方』を提案する。

　緊急対策会議は、ようやく第二段階に突入した。




「へっく！」

「くしゅんっ！」

　その頃職員室では、健けん太た郎ろうと燿よう子こが同時にクシャミをしていた。

「お二人とも風か邪ぜですか？　これからますます暑くなるとはいえ、油断は禁物ですよ」

　愛妻弁当を頬ほお張ばりながら、讃岐さぬき先生が声をかけてくる。

「あ、いえ、別に体調が悪い訳では」

「きっとホコリか何かが飛んできて鼻に入ったんですよ」

　健けん太た郎ろうは恐縮し、燿よう子こは明るく笑う。

　今日きようの健太郎の昼食は、購買で買ってきたミックスサンドと紙パックの野菜ジュース。ちゃんと野菜を食べるようにと未み優ゆうに言われたのを意識したチョイスだ。

　ちなみに燿子は弁当持参である。

「唐から渡と先生、男の一人暮らしだとやっぱりいろいろ不便ですか？」

　こちらが食べているものをちらりと見て、燿子が尋ねる。彼女の箸の先には、ほうれん草のゴマ和えがつままれていた。

「ええ、まあ。自炊とか、ほとんどできませんし、朝起きて弁当作ったりするほどの余裕もありませんから。黒くろ岩いわ先生のは、ご自分で？」

「いえ。わたしも朝はギリギリまで寝てるので、お弁当は同居してる母に頼りっぱなしなんです。あ、もちろん普段の家事はちゃんと分担してますよ」

「はは……。そうですか」

　ちょっと身を乗り出して強調する燿子に、こちらも苦笑いで答える。

　この態度からすると、彼女はまだ『身近でゲットできる若い男性』としての健太郎を完全に諦あきらめた訳ではないらしい。

　周囲が静観しているのは、下手に触れるとセクハラだ何だと問題になりかねないからか。

（そう考えると、オレの立場って微妙だよなぁ）

　ミックスサンドを噛かみしめつつ、健太郎はなるべく自然に燿子の顔から視線を逸そらす。

　一応立場は先生で、表向ききちんとした社会人として振る舞わなければいけないけれど、中身は世間知らずの一六歳男子だ。

　いくら『設定』を固めても、人格や能力が自動的にパワーアップする訳でもない。

　燿子先生がターゲットにしている『大卒の成人・唐渡健太郎』なんて、どこにもいないフィクション上の人物なのだ。

　たとえ正体が何であれ、未優たちにとって『英語を教えている唐渡先生』というのは一応実態に裏付けされているけれど。

「失礼しまーすっ！」

　そんな事を考えていると、職員室に来訪者があった。

　三Ｂの生徒たちだった。

　まず、漫研コンビの南美みなみと有あり紗さ。その後ろに、ちょっと困ったような緊張したような表情で付いてきているのは未優と花か菜な──四人組というのは結構な大所帯だ。

「ん？　何かな？」

　最後のサンドウィッチを野菜ジュースで飲み下し、椅い子すを回してみんなに向き直る。

「はいっ！　学級新聞の取材でーすっ！」

　南美が元気よく告げ、妙ににやにやしながらメモ用にノートを取り出す。

「学級新聞？　そんなもの、あったかしら？」

　空になった弁当箱のフタを閉じながら、燿よう子こが尋ねる。

「こ、今度改めて出そうかって、そういう話になったんです」

　説明する花か菜なの笑え顔がおが、ぴくぴく引きつっていた。

「ああ。ひょっとしてさっきのは、そのための会議？」

「そ、そうそう。そうなんですっ！」

　そういう花菜の隣で、何な故ぜか未み優ゆうは片手で目元を覆おおい、全身で苦悩を表現していた。

「そんでそんでっ！　やっぱり第一回の目玉記事は、担任・副担任への独占インタビューにしようって事になって」

「ちょうどお二人揃そろっていて好都合です。今、お時間よろしいですか？」

　南美みなみと有あり紗さのコンビが興味津々の体ていで、健けん太た郎ろうと燿子の顔を見つめる。

　この二人がインタビュアー＆メモ係だとすると、花菜と未優は何のために同行しているのだろうか。

「まあいいけど、時間って言っても昼休み、もう一〇分くらいしか残ってないわよ」

　燿子は両手で包むように、食後の番茶が入った湯飲みを持ち上げる。

「いーんです、いーんです。善は急げって事で」

「では、まずお二人に第一問です。好みの異性のタイプは？」

　ぶばっ！

　思わず噴き出したお茶を、燿子は片手で辛うじてブロックした。

「な、な、な、な、何をいきなり訊きくのっ？」

「ほらほら、やっぱりみんな気になるっていうか。ホットな話題だし？」

「例えば燿子先生、年下の男性とかいかがですか？」

　漫研コンビはまったく容赦も遠慮もなく、いきなり核心に踏み込んでくる。

「やっぱり互いに一個の人間として、人格を尊重しあえるのが一番大切よね。職業観とか金銭感覚が一致してるのも大切かな？　それさえＯＫなら、年下ドンと来いよっ！」

　燿子はいきなり握り拳こぶしをぐっとかざした。

　だから何なんですか、その力強さは？

「じゃあ、次は唐から渡と先生。年上の女性はどう思います？」

　尋ねる有紗の後ろで、未優は完全に頭を抱えている。花菜は視線を泳がせて顔に作り笑いを張り付けていた。

　健太郎は確信する。

　学級新聞などというのはでっち上げ。自分を教室から早々に追い出して開かれたのは、自分と燿子を結びつけるための作戦会議だったに違いない。

　お見合い相手との縁談が進めば、学校を辞めるかも知れないと考えたのか。

「え、えっと……これは、前に黒くろ岩いわ先生にも話した事だけど、年齢については特に強いこだわりとかなくて、上でも下でも僕自身とそれなりに釣り合いが取れてれば……」

「えーっ！　燿よう子こ先生と、もうそういう話もしてるんですかっ？」

　メモを取っていた顔を上げ、南美みなみが大声を上げた。

　しまった！

　焦ったせいで、言わなくてもいい事まで口走ってしまった。

　職員室全体が、微かすかにざわめく。

「南美ちゃん、声が大きいってば！」

　花か菜なが南美の上着の裾すそをひっぱり、未み優ゆうも口をへの字に曲げてポンポン肩を叩たたく。

　どうやら、この二人は一応ブレーキ役としてついてきているらしい。

　あまり役には立っていないけれど。

「じゃあじゃあっ！　下は何歳くらいまでＯＫ？　中学生とかはアリ？」

「ないっ！　さすがにそれはないからっ！」

　ワクワクしている南美に、全力で否定する。

　実際には一歳違いでも、先生という立場では万一にも誤解されたらヤバい。

「なーんか必要以上にムキなるのが、かえって怪しくないですか？　ひょっとしてロリコンだから黒岩先生が眼中にないとか？　そういう疑惑も出てるんですよね」

　有あり紗さのメガネのレンズが、きらーんと光った。

「そ、そんな事はありません。唐から渡と先生とわたしたちは、あくまで先生と生徒という間柄であって、他の気持ちが入り込む事なんてありえないと思いますっ！　わたしは一番近い席で観察しているから、はっきり分かりますっ！」

　秘密の共犯者である未優が、力説でフォローする。

「ど、どうですか？　花菜ちゃんも、同じ考えですよね？」

「う、うん。まあ……」

　だが、同意を求められた花菜の方の反応はどこか歯切れが悪い。

「じゃあ、次の質問いっきまーす。唐渡先生、今は彼女とかいないって話ですけど、過去にお付き合いしていた方とかいます？　いたのなら、どんなタイプ？」

「そ、それに関してはノーコメントで。先生と生徒だけどお互い一人の人間だよ。プライバシーはお互い尊重しないと。君たちだって、僕がそういう事を無遠慮に質問したら答えづらいだろ？　そもそも、あんまり恋愛には積極的なタチじゃないし」

　助かった──あらかじめ未優と話をして『設定固め』をしておかなかったら、ここでもパニックを起こして失言していたかも知れない。

　ちらっと見ると、列の一番後ろで未優が小さく肯うなずいている。

「ちぇ、ざんねーん。要ようするにちょっと前に流は行やった草食系男子って奴やつ？」

「まあ、確かにこれは、うっかり喋しやべってくれたら嬉うれしいかなってレベルの話だから」

　唇を尖とがらせる南美みなみの肩を、有あり紗さが軽く叩たたいて慰める。

「あ、でもでも二人でそういう話してるなら、やっぱりかなり脈アリなんじゃない？」

「早計は禁物よ。作戦は慎重にいかないと」

　ひそひそ話のつもりなのだろうけど、南美と有紗の会話はダダ漏れだった。

「君たち、そろそろ教室に戻りなさい。もうすぐ、予鈴がなりますよ」

　見かねたのか。ずーっとにこにこ観察していた讃岐さぬきが声をかける。

「はいはーい。じゃ、唐から渡と先生も黒くろ岩いわ先生も、取材の続きは放課後に！」

　南美がおどけて、ぴしっと敬礼のポーズを決めた。

「ちょ、ちょっとごめんね。放課後は部活の指導があるからっ！」

　燿よう子こがぶんぶんと両腕を振り回す。

「オ……僕もいろいろと都合が悪いからっ！」

　それに同調して、健けん太た郎ろうも答える。実は何の予定もないのだけど。

　四人が職員室から去ると、燿子は疲れた顔で肩を落とし、すっかり冷めた番茶の残りを飲み干した。

「ご、ごめんなさい。わたしのお見合いがらみの話題で、唐渡先生にも迷惑かけちゃって」

「い、いえ。それは気にしてませんからっ！」

　恐縮し、ぺこぺこ頭を下げる。

「多分、面白がってるのは今だけで、すぐに飽きていつもの通りに戻ると思うんですよ。とりあえず、今日きようの帰りのＳＨＲシヨートホームルームはわたしだけで対応します」

「仰おつしやる通り、二人一緒に顔を出さない方がいいかも知れませんね。分かりました」

　幸い三Ｂの健太郎の授業は午前中で終わっているし、今日は体育はない。

　一日二日乗り切れば、生徒たちの熱もある程度は冷めるだろう。

「いやはや。唐渡先生、大変ですねぇ」

「あ、讃岐先生。ありがとうございます」

　角が立たない形で事態を収めてくれた老教師に、深々と頭を下げる。

「女の園ですから、若い男性が現れればこういう事はありますよ」

「……はは」

　リアクションに困って、苦笑でごまかす。

　確かに彼女たちがみんな本気なら、それはそれで面倒な事になる。

　でも、単に『唯一の若い男』だからというだけでなく、少しは自分という一個の人間にも男性としての魅力がある──その可能性を、簡単に諦あきらめたくはないのだ。

　思春期まっただ中、一六歳男子としては。









３章　　シェルターは安全にあらず






　とは言っても、健けん太た郎ろうの拠点は職員室以外には中等部三Ｂの教室だけ。校内で彼女たちから逃れようとしても、行けるところは限られている。

　結局隠かくれ家がになりそうな場所は、一応顧問をしている交流委員会室しかない。

　高等部の校舎は中等部の生徒にとっては多少のプレッシャーを感じるだろうし、中三Ｂから委員会に参加している唯一のメンバーは味方である未み優ゆうだ。

　そんな事を考えながら廊下を歩いていると──。

「あの、唐から渡と先生っ！」

　高等部へと向かう渡り廊下のあたりで呼び止められた。

「どうしたの、美み里さとさん？」

　足を止めて振り返ると、花か菜なが立っていた。

「探したんですよ。職員室にもいなかったから」

「ああ、ごめん。それで、何の用かな？」

　さすがに走ったりはしないのだろうけど、早足だったのだろう。

　少し顔が紅潮していて、息が荒い。

　その顔が見上げているせいで、微妙にいつもと雰囲気が違って見える。

「あ、あのっ！　お昼はごめんなさいっ！　変な事になっちゃって！」

　頭を下げる動きで、花菜の髪がなびいた。

「ああ、アレか。はは……」

　健太郎としてもどう答えていいのか分からず、とりあえずは苦笑するしかない。

「その……帰りのＳＨＲシヨートホームルームにも唐渡先生だけ来ないから気になって……やっぱり一言謝った方がいいんじゃないかと……」

「まあ、いろいろ大変なのは確かだけど、クラス全体の話し合いっていうか、ノリであんな感じになっちゃったんでしょ？」

　健太郎が尋ねると、花菜は無言で肯うなずいた。

「えっと……美里さん、委員長って事を別にしてもみんなのまとめ役だから、みんなで決めた事に反対できなかったのかな？」

　思えば、去年までの健太郎だってそうだった。

　クラス全体のノリで決まった事に逆らうのはなかなかに難しい。

　もう一度、花菜が肯く。

「でも先生。信じてください。わたし自身は、唐渡先生と黒くろ岩いわ先生を結びつけようとか、本気でそういう事考えてる訳じゃなくて……」

　戸惑ったような、悔いるような、複雑な眼まな差ざしが健けん太た郎ろうを見上げる。

「うん。まあ、分かってるよ。だから、あまり気に病まないで」

　なるべく優しい笑え顔がおを作って、ポンと花か菜なの肩を叩たたく。

　だいたい勘づいてはいたけれど、こうしてはっきり実情を教えてくれるのはありがたい。

　だけど一歩間違えれば、花菜がクラスの意見を無視して先生に告げ口をしたとか、みんなで決めた事に一人で刃向かったという事にもなりかねない。

　以前の未み優ゆうではないけれど、そんな形で孤立でもしたら、そっちの方が大変だ。

　女子校で唯一の若い男の先生として、ちやほやされる役得と茶化されるリスクはワンセットなのだから、この程度は受け止めてやらなければ。

「はいっ、分かりました！　先生、ありがとうございますっ！」

　もう一度深く礼をすると、花菜は彼女らしい明るい足取りで去って行った。




「……面白くありませんわっ！」

　そして、健太郎が交流委員会の部へ屋やに入って目にしたのは、長机に両りよう肘ひじを突き不機嫌な顔を手の甲に乗せた委員長・貴きの宮みや瑛えい美みの姿だった。

　肘だけではない。ボリュームたっぷりのバストも机の上にまるでお餅もちみたいにデンと乗っかっているので、健太郎としては目のやり場に困る。

　彫りの深い派手目の顔立ちの上に、カナダ人の血を引くブロンドとブルーアイ。高二だけど『美少女』というよりは『美女』と呼ぶ方が似合う。

「お、面白くないって、何が？」

　顧問の席に腰掛けながら尋ねる。

「次のイベントが決まりませんのよっ！」

　バンッ！

　机を叩き、瑛美が立ち上がった。

「ああっ！　このわたくし、貴宮瑛美は交流委員会の長として、高等部・中等部の全生徒の充実した学園生活のために尽力したいというのに、どうして来月上じよう旬じゆんまでイベントが実行できませんのっ！」

　激しく全身を捻ひねると、豊かな金髪が太陽プロミネンスのように揺らめいた。

「んー。そりゃ、月末から一学期末テストがあるからじゃないっすかねー」

　そう答えたのは、委員会書記の茅かや名なすみれ。ちょっとクセのある髪を左右にリボンでまとめた、おしゃれで気さくな女の子だ。

　いつもは電卓を叩いたりして委員会の実務を担当している彼女だが、今日きようは座っている席は同じだけれど、開いているのは帳簿や議事録ではなく少年漫画雑誌だった。

　メンバーは全員志願制、生徒から強い反対がない限りどんな企画を立てるのも自由と、かなりの裁量を許されてはいるが、完全に何をやってもいいという訳ではない。

　さすがにテストや公式の学校行事に支障が出るような事はアウトなので、瑛えい美みの不満が溜たまっている訳である。

　職員室でも試験の話題が増え、多くの先生は問題作成に励んでいる。

　講師で、しかも担当が英会話の健けん太た郎ろうはペーパーテストは作成せず、通常の授業時間の中で聞き取りと発音の試験をするという形になっているが。

　正直、これもありがたい話だった。ちゃんとしたテスト問題を作るとなると、英会話に慣れているだけでは対応できない。

「ま、まあ、確かに学生の本分は勉強だからね。試験に影響が出るような事は……」

「確かに定期試験というのも一つの勝負っ！　もちろんこの貴きの宮みや瑛美はその戦いにおいても一歩も譲る気はありませんわっ！」

　なだめようとした健太郎に向かい、瑛美はびしっと人差し指を向ける。

「ですがっ！　やっぱりただテストの期日を待つのではなく、自分から積極的に状況を生み出してこそ、この貴宮瑛美っ！　常に攻め続ける王者でありたいというのが、このわたくしの願いなのですわっ！　どうして試験はこちらから迎えに行けませんのっ？」

「瑛美ちゃんは成績いいもんねー。あたしは、赤点回避だけでいっぱいいっぱいっすよー」

　言ってる事は深刻なのに口調は気楽なすみれは、相変わらず漫画を読んでいる。

「そういえば二人とも試験勉強は？　今の時期も委員会室に入り浸びたったりして」

　自主性を重んじる校風なので、テスト直前まではクラブや委員会活動なども規則で禁止されてはいないが、自粛するのが普通。朱じゆ里りたちのダンスチームやグラウンドで朝練していた生徒たちのように、一部が自主的に続けているだけだ。

　実を言うと健太郎としては、瑛美たちが不在で部へ屋やを完全に隠かくれ家がとして独占できるんじゃないかと期待していたのだ。

「あー。あたしの場合、今言った通り、必死になってもそんな上は無理なんで。まあ、追試喰くらわない程度に土ど壇たん場ばで頑張ればいいかなって感じ？　それに、早く家に帰るといろいろ手伝わされて面倒なんですよー。ここでゴロゴロしてる方が楽？」

　すみれの家は大衆食堂を営んでいて、両親に加え兄二人と弟一人の大家族だという。

「わたくしは天性の才能に恵まれた上に日々の学習を欠かしておりませんもの。試験が近づいているからといって、取り立てて勉強する必要などありませんわっ！」

　大きな胸を反らして、瑛美は自信満々に断言した。

　テスト前に慌てないのは同じでも、理由はまったく逆だった。

　トントン──不意に、控えめなノックの音がする。

「失礼します。中等部三Ｂの、神こう月づき未み優ゆうです」

　ドアを開け、未優が会釈しながら入ってくる。

「いらっしゃい、神こう月づきさん。でも、あなたも我が交流委員会の一員なのよ。特に議事の予定がない日でも、いちいちノックなどせず堂々と入室してきても構わなくてよっ！」

　瑛えい美みが胸を張る。

「そうだよー。あたしなんか、ここ休憩室代わりにしてるしー」

　すみれも笑いながら、読みかけの雑誌をひらひらとかざす。

「ありがとうございます。でも、一応部へ屋やに入る時の礼儀ですし」

「自宅に入る際にチャイムを鳴らす人などいませんわっ！　すみれっ！」

「はいほーい」

　瑛美がパチンと指を鳴らすと、すみれが立ち上がってキャビネットから四角い缶とカップを用意する。ポットは既に机の上に用意されていた。

　茶こしで淹いれた紅茶のカップが、席に着いた未み優ゆうの前に差し出される。

「さあ、お飲みなさいな」

「淹れたのはあたしですけどねー」

「は、はい。いただきます……」

　おずおずとカップを手に取り、口元に運ぶと未優は『ふーっ』と息を吹いた。立ち上る湯気が揺らめいて、一瞬消える。

　ちょっと子供っぽい仕草に、見ている健けん太た郎ろうの頬ほおが緩んだ。

「神月さんっ！　せっかくあなたが新たに我が委員会にはせ参じてくれたというのに、なかなか仕事がなくてごめんなさい」

「いやー。未優ちゃん来てくれて助かっちゃってますよー。ほっぽられてた昔の資料のまとめとか、もうちゃちゃっと終わっちゃったし」

　自分たちも紅茶を味わいながら、瑛美とすみれが笑う。

「……そういう事務的な仕事は得意ですから」

「でもっ！　それだけではいけませんわよっ！　与えられた課題を解決するだけでなく、自ら積極的に何かを創造してこその人間っ！　どうせならテスト明けのイベントについてはあなたが主導してプランを立てなさいっ！」

「は、はいっ！　その……検討しておきます」

　カップを持ったまま、未優はコクリと肯うなずいた。

「我が交流委員会は来る者は拒まずっ！　神月さんも、特に仕事がない時でも気軽に顔を出しても構いませんのよっ！」

「ありがとうございます。でも、クラスの方でもいろいろやる事がありますから」

　そんな会話を聞きながら、健太郎もティーカップを手にしたまま満足げに微笑ほほえむ。

　六月上じよう旬じゆんのスポーツ大会終了後、未優が交流委員会入りしてから何度も目にした光景だ。

　クラスの方でも花か菜なの仕事を手伝ったりしているし、差し迫ったイベントもないから毎日この部へ屋やに顔を出している訳ではない。

　それでもさっきすみれが感謝していたように、放置されていた古い資料などを手早く整理している。

　自分から他人との距離を詰めるのがあまり得意でない未み優ゆうにとっては、ぐいぐい踏み込んでくる瑛えい美みとお気楽っぽくて気さくなすみれは、いい刺激になっているようだ。

「あ。そういえば、未優ちゃんってば中三Ｂだったよね？」

　思い出したように、すみれが尋ねた。

「そうですけど、それが何か？」

「あの話ってホント？　燿よう子こセンセが結婚するかもって」

「えっ！　ええと……まあ、その、お見合いしたというのは、事実です」

　未優がうろたえ気味に答える。

　高等部一年生のすみれはほんの三、四か月前までは燿子に体育を学んでいた事になる。気になるのも無理はない。

「黒くろ岩いわ先生のお仕事に対する姿勢は、このわたくしも尊敬しています。もしも先生が結婚して退職なさるとしたら、大変残念と言わざるを得ませんわ」

　瑛美の眉が、少し下がった。

「それじゃ、あっちの方の噂うわさは？」

「あっちの噂……というのは何でしょうか？」

「中三Ｂの子たちが、唐から渡とセンセと燿子センセをくっつけようとしてるって話」

　ぶばっ！

　がたっ！

　健けん太た郎ろうが紅茶をスプレーし、未優が顔を引きつらせて立ち上がる。

「な、何ですのっ！　その話は？」

　瑛美が語気を荒らげる。

「あれっ？　瑛美ちゃんの周りじゃ話題になってない？　昼休みに、中三Ｂの子がセンセたちのところへ押しかけていろいろたきつけたって」

　未優のこめかみに、つつーっと汗が流れた。

　そりゃそうだ。あんなに堂々とやったら話の種にならないはずがない。

　中等部と高等部の校舎は繋つながっているし、人の出入りも断絶している訳じゃないし。

「どーなの、未優ちゃん？　それとも、唐渡センセ本人の前じゃ言いにくい？」

「そ、それは……確かにクラスの中にそういう事を考えている人がいない訳ではないという可能性がなきにしもあらずというか……」

　表情はいつものクールさを保っているけれど、らしくもない歯切れの悪い返事だった。

「つまりいるって事だよねー。未優ちゃんはどっち？」

「わ、わたしは反対派ですっ！」

　すみれの問いかけに、力強く断言する。

「そうですわよね。このわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みもそんな計画には断固反対いたしますわっ！」

　瑛美が立ち上がり、健けん太た郎ろうの前までずんずん大股で歩いてくる。

「どうですの？　唐から渡と先生ご自身は、黒くろ岩いわ先生の事はどのようにお考えですのっ？」

　こっちが座っているので、目の前には大迫力のバストがズズンと迫ってくる。

「え、えーと……、その……。仕事の上では頼りになる先輩だと思ってるし、尊敬はしているよ、うん」

　瑛美の胸から目を逸そらしながら、どうにか無難な言葉を絞り出す。

「わたくしが聞きたいのは、当たり障さわりのない模範的答弁ではありませんわっ！　一人の男性・唐渡健太郎が一人の女性・黒岩燿よう子こをどう見ているかを知りたいのですっ！」

　ぐぎっ！

　瑛美は両手で健太郎の頭を押さえつけ、強引に正面を向かせる。

　ほとんど触れそうな距離で、胸が揺れる。

「い、いや！　だ、だから！　僕は今は先生としての仕事でいっぱいいっぱいで、恋愛とか結婚とか、そういう事を考える余裕なんてないからっ！」

　ぐんぐんがくがく！

「あ・わ・わ・わ・わ・わっ！」

　容赦なく頭がシェイクされる。

「唐渡先生っ！　若い盛りの男性が、そのような事でどうしますのっ！　人生はこれすべて勝負っ！　即すなわち恋愛や結婚も例外ではありませんわっ！　常在戦場の心構えで、チャンスを見逃さずに果敢に行動し、隙すきあらば容赦なく勝利をつかみ取るべきなのですわっ！」

「そ・そ・そ・そ・んな・こと・いわ・れて・もっ？」

「特に先生は現在、女の園で唯一の若い独身男性っ！　よりどりみどりの選びたい放題なのに、恋愛の事を考えないというのはもったいなさすぎるではありませんかっ！」

「そうそう。ウチのクラスでも、唐渡センセいーなって言ってる子、多いですよー」

　瑛美の熱弁に、横からすみれも茶々を入れる。

　ほいっ！

　ようやく解放された健太郎は、ぐるぐる目まいを起こした頭をカクンと項うな垂だれる。

「だいたいその言い方だと先生はこのわたくしを目まの当あたりにしても、一切ドキドキしたりウキウキしたりしないという事ですの？　それは失礼な態度だとは思いませんのっ？」

「えっ？」

　健太郎は思わず声を漏らした。

　それはつまり、瑛美は健太郎に『そういう対象』として見られたがってるのか？

「このわたくしと黒くろ岩いわ先生、どちらが魅力的か、考えてみたりはしませんの？」

　片手は後頭部、もう片方の手は腰に当てて、瑛えい美みは胴体を捻ひねってグラビアめいたポーズを取った。制服の上からでもメリハリのあるボディラインが強調される。

「え、えーと……」

　目の保養にはなるけれど、リアクションには困る。

『瑛美がいい』と言ったらいろいろ誤解を招く怖おそれがある。

　ナイスバディでプロポーションは完全に大人だとしても、彼女は一七歳だ。

　設定上の六歳差というのも難しいところだけど、何より先生と生徒という関係。たとえ直接授業を持っていないとしても、この間柄は踏み越えたら危険だ。

　かと言って『燿よう子この方がいい』と公言しても『じゃあくっつけてしまおう』という流れが加速してしまうかも知れないし。

「あ、ひょっとしてセンセってば、巨乳アウトとか、そーいう系統の人だったりします？」

　いたずらっぽい笑え顔がおで、すみれが尋ねる。

「え、あっと、その……」

　これこそもっと答えようのない質問だ。

「んじゃ、あたしも参戦！　あたしと、瑛美ちゃんと、黒岩センセの三択ならどうです？」

　立ち上がったすみれが瑛美に寄り添い、背中合わせのように鏡写しのポーズを取った。













　グラビアアイドルをも遙はるかに凌りよう駕がする瑛えい美みとコンビだから目立たないけれど、すみれも年相応のバランスが取れている。

「だ、だからっ！　そんな事を考えてる場合じゃないっていうか……」

　両手を広げて顔を覆おおうけれど、つい指の隙すき間まから二人の姿をチラ見してしまう。

「唐から渡とセンセはそう言いますけど、生徒と先生の恋愛っていうのもアリっすよー。教え子と結婚した人もいますし。あ、もちろん卒業した後ですけどね」

「ふ、ふたりともやめましょう！」

　未み優ゆうが小さな身体からだで両手を広げ、瑛美たちと健けん太た郎ろうの間に強引に割って入った。

「そ、そんな事をして先生が困ってるじゃないですか。唐渡先生は専門の訓練をした本職の教師ではないのですし、まだ仕事に慣れようと一所懸命なんです。そんな風にからかったりして、負担をかけるのはよくないと思います」

「う、うん。そうなんだ。はは……」

　未優のフォローに乗っかる形で、照れ笑いでごまかす。

　話が変な感じで盛り上がってきたその時──

　ガラッ！

「うるさいわよ、交流委員会っ！」

　怒鳴り込んでくる者がいた。

　隣の生徒会室の主──即すなわち高等部の生徒会長であり、瑛美の従姉妹いとこでもある間ま辺なべ早さ弥やだ。

　己の動作の勢いで乱れた黒髪を、さっと片手で直す。

　さっきまで至近距離で瑛美のボリュームを見せつけられていたせいで、顔立ちが似ている早弥のぺったんこ──もとい、スレンダーぶりがより際きわだって見える。

　もちろんいつもの通り腕には『生徒会長』の腕章を着けているし、副会長の古ふる尾お蛍ほたるがオプションのようにくっついているのも毎度のパターン。

「あら、早弥ちゃん？　何のご用かしら？」

　髪をかき上げながら、瑛美が尋ねる。

「ぬけぬけと『何のご用』じゃないわよっ！　そっちがうるさくて勉強の邪魔だから、抗議に来たのよっ！　交流委員会室は遊び場じゃないでしょ！　それに、早弥ちゃんじゃなくて間辺生徒会長っ！」

　手にした数学の教科書をパンパン叩たたきながら、大声で訴える。

　すごい剣けん幕まくだが、とりあえずこれで話題は逸それてくれたらしい。

　ある意味安あん堵どして、健太郎は額の汗を拭ぬぐった。

　未優が何やら冷たい眼まな差ざしをこちらに向けているのは、狼ろう狽ばいして正体が露見しそうになったのを咎とがめているのだろう、多分。

「だいたい唐渡先生。あなたも一応とは言っても先生なんですから、一緒になって騒いでいていいんですか？　こういう時は叱しかるのが仕事でしょう？」

「ご、ごめんっ」

　厳しい目で責められ、思わず頭を下げる。

　早さ弥やの後ろでは、蛍ほたるが口を大きく開けてアクビしていた。

　どうやらこの二人は、すみれの言う『唐から渡とセンセいーな』組には含まれないようだ。

「早弥ちゃん。そもそもそれを言うなら、生徒会室は勉強する場所ではないでしょう？　勉強ならば、教室や図書室などでやればよろしいのではなくて？」

　びしっ！

「うくっ！」

　鼻先に瑛えい美みの人差し指を突きつけられ、早弥は半歩後ずさった。

「あ～。ほら、教室や図書室であたしに教わってるの、誰かに見られると恥ずいのよ。早弥ってば無駄にプライド高いからぁ」

　後ろで蛍が、面倒くさそうに髪を無造作に伸ばした頭をボリボリ掻かいた。高等部の生徒会コンビとは特に親しい訳ではないが、この子はいつ会ってもテンションが低い。

「ほ、蛍ちゃんっ！　その事は内緒でしょ！」

「いや、だって事実だし。あたし、かったるいのにつき合わされてるしぃ～」

　ふわぁ～と大口を開けて欠伸あくびをすると、蛍は目尻に滲にじんだ涙を拭ぬぐうべくメガネを外した。

「だ、だからっ！　何でよりによってそれを瑛美ちゃんの前で言っちゃうのよっ！」

　早弥はパニック気味に大きく両腕を振り回す。

「ちなみに高等部二年のテスト成績。基本不動の総合トップが瑛美ちゃんで、早弥ちゃんはだいたい五、六位。蛍ちゃんは中の中くらいだけど理数系だけは上位っすねー」

　状況を理解していない健けん太た郎ろうのために、すみれが背景を説明してくれた。

「早弥ちゃん、あなたはこのわたくしに勝ちたいのでしょう？　勝利を目指して努力しているのに、なぜその姿を隠そうとしますの？」

「だ、だって！　瑛美ちゃんは別に必死に勉強とかしてないし……」

「それはもう当然至極！　なぜならこの貴きの宮みや瑛美は、天才である上に日頃の予習復習を欠かしませんもの。試験の前に慌てる必要などありませんわ。いかなる時の、不意の実戦でも問題なく対応！」

「だ、だったらわたしも、同じような条件で瑛美ちゃんに勝ちたいじゃない！」

　というか、隠れて努力していたら同じような条件とは言えないのでは？　周囲に見み栄えを張っているだけで──そう思った健太郎だけど、口を挟む余地はない。

「甘いっ！　甘いですわ、早弥ちゃんっ！　隠れた努力も確かに美しい。ですが、そのような考えだからこそ、あなたはいつまで経たってもこの貴宮瑛美に勝てないのです！　持って生まれた資質が異なる以上、戦い方勝ち方もそれぞれ違っていて当然っ！　天才は天才である事を堂々と誇り、凡人は凡人である事を嘆かず懸命に努力してこそ輝くもの！」

　大きく両腕を広げ、瑛えい美みは唄うたうが如ごとき高らかさで持論を主張する。

「そうっ！　たとえるのならば、貧乳は貧乳なりの魅力を引き出すような装よそおいをするのが肝心っ！　持たざる者がニセの乳を盛りつけてアピールしたところで、そんなものは砂さ上じようの楼ろう閣かくに過ぎませんわっ！」

　言い放ち、瑛美は胸を張る。

　気け圧おされた早さ弥やは、さっきよりも更に遠くまで退ひいた。

「そ、そもそもいくら先生とは言っても男の人がいる前でそういう話をするとか、瑛美ちゃんは恥じらいというものがないのっ？」

「ふっ！　このわたくし、貴きの宮みや瑛美は頭の頂点から足の裏に至るまで、全身これ全すべて美と栄光と勝利の塊っ！　何を恥じる事があって？」

「ぐぬぬ……」

　歯は噛がみしながら、腕を組んで胸を隠し、前まえ屈かがみになる早弥。

　圧倒的な自信で勝ち誇る瑛美を前に、常識的な正論で対抗しようとする早弥は相変わらず分ぶが悪い。

　最初に遭遇した時もそうだったが、この二人が顔を合わせると毎度このパターンだ。

「お～い、早弥ちゃん？　瑛美ちゃんに乗せられて、最初の目的完っ璧に忘れてない？」

　蛍ほたるが、早弥の脇わき腹ばらをツンツン人差し指一本でつっつく。

「そ、そうね。そうだったわ。わたしは、大声ではしたない会話をしている瑛美ちゃんたちを咎とがめにきたんだったわ。少しは慎みなさいっ！」

　気を取り直した早弥は純白のハンカチで汗を拭ぬぐうと『コホン』と咳せき払ばらいをした。

　さっきのお返しとばかりに、指を突きつける。

「はしたない？　何がはしたないのかしら？　わたくしはただ、唐から渡と先生に好みの女性のタイプなど、ごく当たり前の事を質問しただけですわ」

「それがはしたないっていうのよ！　生徒と先生の間で、恋愛の話とか……」

「ふっ！　この世に男と女がいる以上、恋愛の話があるのは当然の流れではなくて？」

「わたしたちはまだ高校生よ」

「そうっ！　このわたくしは一七歳・高校二年生。即すなわち、保護者の許可さえ得られれば結婚さえできる年齢っ！　そして唐渡先生は言うまでもなく立派な成人っ！」

　いきなり指差され、反射的に大きく肯うなずく。

　表向きは、設定上は確かに成人だ。

　だけど本当は一六歳。男性は、親がＯＫしてもまだ結婚できないお年頃なのだ。

「だ、だいたいわたしは唐渡先生みたいな素人しろうとが教壇に立つ事にそもそも反対なの。中高一貫を活いかして中等部から高度な受験対策をした方が保護者受けもいいのよ！」

「ごく一部の保護者、でしょう？」

「そうです。失礼ながら、間ま辺なべ生徒会長の意見は皮相的で一面的です」

　それまで静観していた未み優ゆうも、瑛えい美みに賛同して立ち上がる。

「一部の理事から、受験対策強化の要望があるのは事実です。ですが、高校卒業後の進路は多様化しています。大学受験対策に囚とらわれるより、より実用的なコミュニケーションを重視する方が大切です」

「そ、それは綺き麗れい事ごとよ！」

「唐から渡と先生の英語力はネイティブである理事長が太鼓判を押してますし、実際の授業も丁寧で誠実です。唐渡先生を不要だというような意見を、わたしは絶対に認めません！」

　年上の生徒会長相手でもまったく物もの怖おじせず、未優は鋭い舌ぜつ鋒ぽうで早さ弥やにやり返す。

「く……っ！」

「早弥ちゃん、言い合ってても仕方ないってば。戻って勉強の続きやろうよ。かったるいけど、無意味な言い争いよりはマシだしぃいわふぁ[image: ][image: ]」

　蛍ほたるは、また大きくアクビをした。語尾が完全にぼやけて消える。

　男性である健けん太た郎ろうの視線を意識していないのか。大きく開いた口を隠しもしない。

「そ、そうね。と、とにかく校内では必要以上に騒いだりしないように注意して。他人の迷惑になる事もあるんだから！」

　捨すて台詞ぜりふを残し、早弥は蛍と一緒に委員会室を出て行った。

「確かに、少し羽は目めを外しすぎていたかも知れません。間辺会長の主張にも一理あります」

　扉が閉まった後、未優が瑛美とすみれに向き直って告げる。

「あら？　そうかしら？　このわたくしは、特に気になりませんでしたけれど？」

「瑛美ちゃん、喋しやべってる本人がうるさく思ったら、それ大概だから」

　けろっとしている瑛美に、すみれは苦笑でツッコむ。

「わたしたちが来たせいで騒ぎが大きくなったみたいですし、特に用事がある訳でもないので引き上げた方がよさそうですね。行きましょう、先生」

「えっ？」

　健太郎が答えるよりも早く未優の小さな手が健太郎の右手を握り、そのまま強引に引っ張って交流委員会室から出て行った。




「ねー、瑛美ちゃん」

　健太郎が去ったドアを眺めながら、すみれがポソリと呟つぶやく。

「何かしら、すみれ？」

「ちょっと訊ききたいんだけど、瑛美ちゃんってば、本気で唐渡先生狙ねらってんの？」

「もちろんっ！　このわたくし、貴きの宮みや瑛美は常に本気。全力全開ですわっ！」

　大きな胸を張り、何のためらいもなく答える。

「んで、どんなところがいいと思ってるんです？」

「言うまでもありませんわ。みんなが、注目しているところよ」

「あー、やっぱり」

　呆あきれるのと納得するのが混じった表情で、すみれが苦笑する。

「みんなが欲しがっているものを取り逃すなど、このわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みには我慢ならない事ですもの。恋愛もまた勝負であるのなら、一等賞を目指すのは当然でしょう？」

「そういうところが、いかにも瑛美ちゃんだよねー」

　健けん太た郎ろうという個人はどうでもいい。みんなが求めているトロフィーだから手に入れたい。

　ある意味でこれ以上はないほどの割り切った動機だった。

「かく言うすみれの方はどうですの？　唐から渡と先生の、どこが魅力的だと？」

「んー、魅力的っていうか、安パイ？」

　さっきとは違うタイプの苦笑で答える。

「安パイ？　安全パイという事ですの？　麻雀マージヤン用語の？」

　瑛美はポピュラーな勝負事のルールは一通り知っている。

「あたしってば瑛美ちゃんとかと違って成績よくないし。将来もバリバリ働いて出世するとか立派な仕事するとかって面倒だし。女子力くらいしか武器がないっしょ？」

「確かにその点においては、すみれは立派にこのわたくしの好敵手──いいえ、残念ながらわたくしの方が一歩譲るくらいですわね」

　しばしば自じ嘲ちようする通り、テストの成績は褒められないすみれだが、共働き家庭で兄弟に囲まれた紅一点という事もあって、家事全般は実戦で鍛えられている。

　炊事・洗濯・掃除はもちろん、数学が苦手なのに帳簿をつけるのだけは得意なのは、日常の買い物などで家計のやりくりにも関かかわっているからだ。

「目指すは専業主婦コースのあたしとしては、少子化だ何だって言っても先生って安定してるし、私立だと転勤とかあまりないのも美お味いしいと思うんだよねー」

「気持ちはまあ分かりますけど、不純ですわね。すみれは」

「瑛美ちゃんも人の事言えないってば」

「もちろんどれほどみんなが求めているものであっても、まったく価値のない不快なメダルなら欲しがったりしませんわよ。このわたくし、貴宮瑛美は審美眼・鑑定眼においても余人に譲る訳ではありませんものっ！」

「ま、唐渡センセ、いい感じだよねー。変にガツガツしてないし、真面目まじめそうだし。そのあたりも狙ねらい目？」

　当の健太郎が知ったら泣いちゃいそうな事を、瑛美とすみれは軽い口調で話し合う。

　これも、女の子だけの世界の一面なのであった。




「ちょ、ちょっと神こう月づきさんっ？」

「クラスのみんなの目を逃れるためなら、他の場所もあります」

　ずるずると健けん太た郎ろうを引きずったまま、未み優ゆうは歩いて行く。

　案の定、彼女は健太郎が交流委員会室に隠こもっていた理由をしっかり見抜いていた。

　たどり着いたのは、高等部棟から中等部棟へ繋つながる廊下の側そば、階段の陰になっていて人目に付きにくい小さなスペースだった。

「先生、そこにしゃがんでください」

「う、うん」

　言われた通り、健太郎は長身の身体からだを無む理り矢や理りに屈かがめて膝ひざを抱えた。

　その向かい、息が掛かりそうな距離で未優も同じポーズを取った。しゃがんだ状態で、膝と膝が触れる。

「ち、近いね」

「……仕方ありません。狭いし、先生が大柄なので、こうしないと隠れられません」

「う、うん。そうだね」

　納得して肯うなずく。

「あの……ちょっと確かめたいんだけど、オレと黒くろ岩いわ先生をくっつけるとかって……」

　周囲から見つからないのが前提なのでネクタイを緩め、プライベートモードで尋ねる。

「さっき茅かや名なさんが言っていた通りです。クラスの中で何人かが、二人をくっつけてしまえば黒岩先生が仕事を辞めなくてもいいんじゃないかと考えたんです」

　発案者の南美みなみと相あい棒ぼうの有あり紗さが『くっつけちゃえ派』の急きゆう先せん鋒ぽうだと、未優は付け加えた。

「は、はは……。まあ、それは何となく態度で分かったけど」

　乾いた笑いしか出てこない。

「言うまでもありませんが、わたしはもちろん断固としてそれには反対です。昼休みも、上うえ国くにさんたちの暴走を止めるために同行したんです。信じてください」

　さっきの花か菜なと、同じような事を訴える。

「う、うん。それも分かってるから……」

　正体を知っている未優なら、一六歳の自分と二十代後半の燿よう子こをくっつけようというのが無理筋なのは十分承知しているはずだ。ましてや、結婚を視野に入れたお付き合いなどもってのほかだ。

「それならいいんですけど……。先生はまだまだ油断しすぎです」

「ゆ、油断？」

「そうです。上国さんからは、先生が中学生にも色目を使うロリコンなんじゃないかという疑惑も出ていました。ごまかしきれていません」

「う……っ！」

　確かにそれは危険だ。

　素人しろうとで、しかも中学生も恋愛対象にしてしまうような男なら、講師にしておいたら危ないと思われるかも知れない。

　即すなわち、現在の生活崩壊。

「それにさっきも、貴きの宮みや委員長や茅かや名なさん相手にあんなにうろたえてました」

「うう……っ！」

　しゃがんだまま、じりじりと数ミリ後ずさる。

「そ、それはその……いきなりあんな態度取られたら、びっくりするし、冷静にごまかすなんて無理だよ」

「いい事を思いつきました。設定を追加しましょう」

　未み優ゆうが真剣な表情で、人差し指を真まっ直すぐに立てた。

「追加？」

「先生は、女性には一切目もくれないマジメ一辺倒の堅かた物ぶつという事にしましょう。今後、何があっても反応せず、謹きん厳げん実じつ直ちよくで品行方正を保つんです。それを続けていれば、そのうち周囲も構わなくなるでしょうし」

「いくら何でも無理っ！　絶対にボロが出ちゃう、実態からほど遠い設定だよ！」

　そんな態度がキープできるほど自制心が強く、演技力があったら、そもそもこんな状況には陥おちいってない訳だし。

「だいたい、もういろいろ照れたりしてるんだから、今から設定を変更したら絶対に不自然になるってば」

「そ……それもそうですね。確かに、この思いつきはダメです」

　ほっ！

　無む茶ちやな提案を未優が素直に引っ込めてくれたので、健けん太た郎ろうは安あん堵どの息を吐いた。

「でもまあ、もっとしっかりしなきゃいけないのは確かだよな、うん」

　軽いスキンシップやジョークを受けてあたふたするのは大人らしくないし、正体バレのリスクも大きくなる。

　だからといって無理な『設定』を追加するのではなく、『ウブな大人』として徐々に適応していくしかないだろう。

「貴宮委員長や茅名さんとは違った意味で、間ま辺なべ生徒会長も危険です」

　納得したのか、未優は違う角度の話を切り出した。

「彼女が？」

「生徒会長は、先生を目の敵かたきにしています。落ち度があったら、手を緩めずに攻撃してくるでしょう。万一にも素性を疑われたりしないよう、万全の警戒を心がけるべきです」

「そ、そうだな。うん。注意するよ」

　高等部だから授業は受け持っておらず、接点が少ないとはいえ、さっきのように交流委員会室で遭遇する事はある。用心しなければ。

「ホント、神こう月づきさんには助けられてばっかりだね。ありがとう」

「ど、どういたしまして」

　素直に感謝を口にしたら、何な故ぜだか未み優ゆうがちょっと視線を逸そらした。









４章　　見つめられてドキドキ






　昨日きのうの昼休みあんな騒ぎがあった割には、翌日の授業はどのクラスも平常運転だった。

　各担任が『あまり騒ぎすぎないように』とクギを刺したのが効いたようで、新米素人しろうと先生の健けん太た郎ろうとしては、生徒が必要以上にはしゃがないのは助かる。

「唐から渡と先生。今、お手すきですか？」

　放課後、今日きようの授業内容についてまとめていると、教頭から声を掛けられた。

「はい。急ぎの用事はありませんけど、何か？」

「差し支えなければ、校内を一通り見回ってくれませんか？」

　テスト目前でもクラブ活動している者はいる。頭ごなしに叱しかる必要はないが、早く切り上げるようそれとなく注意してほしいという事だった。

「はい。分かりました」

　立ち上がり、ネクタイをきゅっと締め直す。

　職場では最も後輩だし、テスト問題作成を担当しない分、こういう簡単な仕事はきちんと引き受けた方がいい。

　特別教室や文化部の部室が並ぶあたりを歩き、まず中の様子を耳で確かめ、話し声が聞こえると声をかけてからドアを開ける。

「唐から渡とだけど、ちょっと開けるよ。いいかな？」

　まず最初に該当したのは、手芸部の部へ屋やだった。

　覗のぞいてみると、見覚えある一年生が四人、ノートを広げて机を囲んでいる。どう見ても、刺し繍しゆうや編み物をしている感じではない。

「えっと……部活動かな？」

「違います、先生。テストが近いから、みんなで教えあってたんですよ」

　要ようは、生徒会室で勉強していた早さ弥やと同じようなパターンか。

「うん。まあ、それならいいんだ。でも、あまり長居しないようにね」

　声をかけ、そっとドアを閉める。

　最初の一件に続いて、いくつかの部屋で居残っている生徒に声を掛けては次に移る。

　自分が中学生だった頃にはあまり意識していなかったけれど、授業はもちろん、部活や委員会の顧問以外にも先生というのは案外細かい仕事が多いのだ。

　ふと、ある部屋からガヤガヤと大人数の声が聞こえてきた。はしゃぐような響きも多く、少なくともマジメに予習復習している気配ではない。

　表示プレートは、第二美術室。

「唐渡だ。入るよ」

　ガラッ！

　声を掛け、返事を待たずに戸を開けてしまったのは、慣れから来る油断だった。

「きゃっ！」

「わっ！」

　部屋の中央には、三Ｂの教え子の姿があった。

　尾お去さり沢ざわ有あり紗さ──ただしいつもの制服姿ではなく、ブラとショーツ、それにソックスだけという下着姿だったのだ。ただし、メガネだけは平常着用。

「わわわっ、ごめんっ！」

　慌ててドアを閉める。

　このシチュエーションも何度目だ？

　同じ間違いを何度も繰り返したりしてると、また未み優ゆうに叱しかられてしまいそうだ。

「もう服着たから、入っても大丈夫ですよ」

「ほ、本当かい？」

　室内から有紗の声がかかるけれど、健けん太た郎ろうとしては油断できない。

　何しろ彼女は、健太郎と燿よう子こをくっつけようとしている主謀者の片割れ。何を考えているのか分からないようなところがあるのだ。

「ほら、ちゃんと着てるでしょ？」













　内側からドアを開けて顔を出した有あり紗さは、言った通り普通の制服姿になっていた。

「ま、まさか代わりに誰かが脱いでるとか……ないよね？」

「ないないっ。ありませんってば！」

　笑いながら、有紗が健けん太た郎ろうを招き入れた。

　さっき有紗が立っていた場所を中心に、一〇人くらいの生徒が椅い子すを半円形に並べて座っていた。その中には、三Ｂの上うえ国くに南美みなみの姿もある。

「えーと……何やってたのかな？　テスト前だから、クラブ活動はほどほどにっていう通達は聞いているよね？」

「美術部・漫研合同のデッサン会なんです。あくまで希望者の自主参加という事で」

　説明してくれたのは、見覚えのある三Ｃの生徒だ。確か、美術部の副部長。

　さすがに全裸はアウトだけど、女の子同士だから下着姿くらいは平気なのだとか。

「ああ、交替でモデル役とか？」

「いえ。あたし漫研ですけど、絵は描かないんですよ。評論とか編集とか専門で。一昨年、漫研が人数不足の時に工夫してるうちに、こういう事もやるようになったんです」

　健太郎の疑問に、有紗が答える。

「もうっ！　先生のせいで途中になっちゃったじゃないですかぁ」

　頬ほおを膨らませながら、南美が描きかけのスケッチブックをこちらに向けた。

　未完成の絵は上半身だけで、腰から下は大まかなアウトラインが引かれているだけ。

　いわゆる絵画としての本格的なデッサンではなく、あらかじめアニメっぽくデフォルメされている絵柄だ。それでもしっかり特徴を捉えていて、有あり紗さ本人だと分かる。

「邪魔してごめんよ。でもほら、テスト前なんだし、ほどほどにして切り上げて……」

　確認せずに入室したのはこちらの落ち度なので、どうしても及び腰になってしまう。

「あ、そうだそうだ！　ナイスアイディアッ！」

　何を思いついたのか、南美みなみが顔を輝かせて手を挙げた。

「どうせなら唐から渡と先生にモデルになってもらおうよ！　ほら、女の子の身体からだなら今までもたくさん描いてきたけど、男の人にモデルになってもらった事ないでしょ？」

「あ、それいいねー」

「賛成ーっ！」

　その場の全員から、賛同の声が上がる。

「え？　男性って、ほら……僕じゃなくても男の先生は何人もいるよね？」

「だって、唐渡先生って部活の顧問とかやってなくて割とヒマそうじゃないですか。それで今も、見回りやってるんでしょ？　テスト問題作成もないみたいですし」

　有紗は的確に分析する。

「それに美術部はともかく漫研としては、おじさんとかじゃなくてかっこいい若い男性を描く練習したいんですよぉ」

　この訴えは南美。

「そ、そうか？」

　単に『若い』や『唯一の』でなく、『カッコいい』と言われると悪い気はしない。

「そ、それじゃあ、あんまり長々とはできないぞ。描き終わったら今日きようは解散で、ちゃんとテスト勉強する事。いいね？」

　結局、引き受けてしまった。

　なりゆきや流れに任せがちな性分もまあ問題だけど、こうすれば一応はデッサン会を中断させた詫わびにもなるし、先生としてきちんとケジメをつけた事になるだろう。

「じゃあ、脱いでください」

　いつの間にか背後に忍び寄っていた有紗が、背広に手を掛ける。

「ええっ？」

「あたしだって下着姿だったんですから、先生もモデルなら脱ぐのは当然でしょう？」

　上着の裾すそをまくり上げ、背後から腕を回してベルトのバックルに手を掛ける。

「ちょ、ちょっと待って！　さすがにそれはパスッ！」

　抵抗しようと、懸命に押さえる。

「冗談ですよ。まさか、本気で脱がされると思いました？」

　振り返ると、有あり紗さはウインクして笑っていた。

「でも、ジャケットは脱いでくれた方が助かるかも。身体からだの線とか分かるし」

「……まあ、その程度なら……」

　南美みなみの要求は拒むほどでもないので、上着を脱いで傍かたわらの椅い子すの背もたれに掛ける。

　椅子に囲まれた中央──モデルのポジションに立つ。

「えっと、これでいいかな？」

「ダメダメですよ、先生っ！」

　いきなり南美からダメ出しされた。

「モデルなんですから、ただの棒立ちじゃなくてちゃんとポーズ取ってくれないと」

「ポ、ポーズ？」

　そう言えば一瞬だけ見えた有紗も、何か決めポーズで構えていた。

「そうですね……。例えば、ファイティングポーズとか？」

　その有紗から提案があった。

「そ、そうか。うん。じゃあやってみるけど、あまり期待しないでくれよ。格闘技とかケンカとか、そういうのには無縁なんだから」

　苦笑しながら、適当に構えてみる。ボクシングか空手みたいに、両の拳こぶしを握って胸の高さに、肘ひじや膝ひざは自然に曲げる。

　これも、事前に設定固めしておいて助かった。変に見み栄えを張っていたら、この時のフォームが素人しろうとのウソだと見抜かれ、正体発覚のきっかけになったかも知れない。

「わー、何かそれっぽい」

「先生、かっこいいー」

「と、とにかく早く描いてくれないかな？」

　日々の授業のおかげで、女の子の視線を浴びるのにはある程度慣れてきた。だけどこんな風にポーズを取って、ただじっとしているというのは別種の恥ずかしさがある。

「はーい」

　南美たちは元気よく返事をして、鉛筆をスケッチブックやノートに走らせている。

　それも照れくさいのだけど、傍らで絵を描くでもない有紗がにやにや笑いながら、じーっとこっちを見ているせいで、ますます居い心ごこ地ちが悪い。

　ただ、授業中は落ち着きがない南美の真剣な姿は、健けん太た郎ろうの目には新鮮に映った。

　無言のまま数分が経過し、次々と作品が仕上がる。

「ほらほら、先生っ！　見て見て」

　南美が掲げたのは、本物より何割か美化された健太郎の姿だった。面はゆさに顔が緩んでしまう。

　美術部員たちの方は全身の陰影を重視し、顔の造作ははっきり描かない者が多いようだ。

「よし。じゃあ、これで──」

「何言ってるんですか、先生」

　解散、と続けようとした健けん太た郎ろうの言葉を、有あり紗さが遮った。

「このデッサン会、モデル一回といったら三ポーズですよ」

「こんな感じこんな感じ」

　有紗の説明を受けて、南美みなみがスケッチブックをめくる。

　さっきの描きかけの前に、違うポーズの有紗が描かれていた。もちろん下着姿だったのでじっくり見る訳にもいかず、思わず視線を逸そらしてしまったが。

　出任せに言い出した訳ではないので、今さら断る訳にもいかない。

「よ、よし。じゃあさっさと済ませよう。次はどんなポーズがいい？」

「そうですねー。じゃ、これと同じ構えで」

　そう言いながら、有紗がビシッと決める。

　足は肩幅、ウエストを微妙に捻ひねって肩を入れ、広げた右手を顔の上にかざす。

　スタイリッシュなバトルアクション系の主人公──それもコミックスのカバーに使われそうな『決めの一枚』だ。

　有紗は、恥ずかしがる様子もなく一瞬で全身の関節を固めた。

「そ、そのポーズ？」

「そうです。やってみてください」

「こ、こうかな？」

「ダメですね」

　と言われても、健太郎は役者でもダンサーでもない。

　姿見もない状況では、自分の格好のどこがどんな風に見本と違っているのか、把握する事さえできない。

「ちょっとそのままでいてください」

　言うが早いか、有紗は健太郎の前に屈かがんで、両足首に手を当てた。

「えっ？」

　さわさわとくすぐったいような、細やかなタッチ。

　ぐぐっと足の幅が数センチ広げられる。

「腰も、こんな感じで」

「わっ！　わわっ！　ちょ、ちょっと！」

　まるっきり遠慮せず、有紗は健太郎の全身にぺたぺた触って、まるで関節可動フィギュアを扱うみたいに、ポーズの微調整をしていく。

「先生、やっぱりいい体格してますね。見た目より筋肉あるっていうか」

　上着を脱いでいるので、背筋をすーっと滑り落ちていく有紗の指先の感触は、結構ダイレクトに伝わってくる。

「お、尾お去さり沢ざわさん？　それはポーズ決めには関係ないよね？」

　くすぐったさに身をよじりながら訴える。

「はは。先生が途中で姿勢を崩さないか、耐久力のチェックですよ」

　笑いながら前に回った有あり紗さは、最後に健けん太た郎ろうの手に触れ、指の一本一本にそっと触れながら、丁寧にポジションを決めた。素肌と素肌が触れると、心臓が緊張する。

「はい。これでＯＫ」

　有紗が一仕事終えたという風に両手をパンパン払って、健太郎から離れた。

　見ている時は簡単そうなポーズだったが、実際にやってみると骨や筋肉に不自然な力がかかっているので維持するのが案外つらい。健太郎としては、体勢を崩さないよう精神を集中するしかない。

「何か面白そうな事やってんね。唐から渡と先生がモデル？」

　廊下から声がかかった。

　たまたま通りかかったらしく、妙たえ子こが好奇心に目を輝かせてのぞき込んでくる。テスト前で陸上部の練習がなくてヒマになっているらしい。

「漫研と美術部が面白そうな事やってるんだってー」

「唐渡先生、かっこいいー」

　どこで聞きつけたのか、校内にいる三Ｂの生徒たちが更に集まってくる。

　うろたえるが、健太郎としてはどうしようもない。口を開いて何か言ったら、それだけでポーズが乱れてしまいそうだ。

　駆けつけた野や次じ馬うまの中には、未み優ゆうや花か菜なの姿もあった。

　花菜はオシャレポーズを見て吹き出しそうになったけれど、さすがに本人を前に笑うのは失礼と思ったのか、口元を押さえてプルプル震えている。

　未優の方は冷静に、いつもの通りの眼まな差ざしでじーっと健太郎の様子を観察している。

　美術部員＆漫研部員の一〇人程度に見られているだけの状態に比べると、恥ずかしさは数倍──いや、数十倍数百倍にも跳ね上がった。

　絵を描くために見ているのならまだしも、これでは本当にただの『珍獣』だ。

　一応、メンバーが三Ｂに限定されているのがせめてもの救いか。

「はいはーい。仕上がりましたよー。先生、ポーズ解除していいです」

　南美みなみの合図で、肩の力を抜く。

　強こわ張ばった筋肉があちこちで痛む。

「じゃあ、ラストのポーズですね。どんなのがいいかなー」

　何か企たくらんでいるニヤニヤ笑え顔がおで、有紗が顎あごに手を当てる。

「あ、そうだそうだ！　いい事思いついたっ！」

　また南美みなみが手を挙げる。

「せっかく男性モデルなんだし、単独じゃなくて女性との絡からみポーズってどうかな？」

「か、絡み？」

　健けん太た郎ろうの声が上うわ擦ずる。

「誤解しないでください。単に、二人以上の組み合わせによるポーズってだけですよ」

　こっちの過剰な誤解を見抜いたのか、有あり紗さがさらりと言う。

　絵描きグループは南美の提案が気に入ったようで、口々に『モデルになれなくて残念』などと呟つぶやいている。

「じゃあ、あたしがモデルやりまーす」

「あたしもあたしもっ！」

　ギャラリーたちから次々に声が上がった。

「わ、わたしも立候補しますっ！」

　意を決したように花か菜なが挙手した。

「……わたしも、一応」

　未み優ゆうも名乗り出て、意味ありげな眼まな差ざしを健太郎に向けた。

　状況が混乱しているせいもあって、視線のメッセージが読み取れない。多分、他の誰かではどんなボロが出るかも分からない。自分がモデルのパートナーなら何かあってもフォローできると言いたいのだろうか。

「先生が決めるのが公平じゃない？　もちろん、あたしを指名しても構いませんよー」

　面白がって提案したのは、いつぞやの朝と同じＴシャツ姿の朱じゆ里りだ。こちらに向けてウインクまでしている。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。僕が選ぶと、かえって角が立っちゃうんじゃないかな？　ジャンケンか何かで決めればいいと思うよ」

　どうにか理由をでっちあげて未優を選ぼうかと思ったけれど、適当な言い訳が思いつかない。最悪の状況を避けるので精一杯だ。

「た、確かにそれだと希望者全員にチャンスがあるから、いいんじゃないかな？」

　花菜の言葉にこれといって反対意見は出なかった。未優だけはちょっと不満そうな表情を浮かべたけれど、すぐに納得して肯うなずく。

「じゃ、恨みっこなしの一発勝負で行くよー。最初はぐーっ、じゃーんけーん！」

　そもそもの当事者である有紗が仕切って、号令をかける。

　ポンッ！

　二度のあいこの末、最後の勝利者になったのは花菜だった。

「花菜いーなぁ」

「ま、いつも頑張ってるし、この程度の役得はアリなんじゃない？」

　勝利者にやっかみやら賞賛やらの声が贈られる。

「あ、あの……先生、よろしくお願いしますっ！」

　いつもよりも緊張した様子で、花か菜ながぺこりと頭を下げた。

「う、うん。まあ、さっさとやって終わらせちゃおう」

　健けん太た郎ろうの方も、少しでも花菜の気持ちをほぐそうと笑いかける。

「そうだねー。じゃ、唐から渡と先生と花菜ちゃんのキスシーンでどうかな？」

　えーっ！

　南美みなみの要求に、周囲が一斉にざわめいた。

「え？」

「ええええーっ？」

　未み優ゆうと花菜も、立て続けに変な声を上げた。

　もちろん、他の生徒たちもどよめく。

「もちろん冗談だってば。あたし、唐渡先生は黒くろ岩いわ先生とくっついてほしい派だし。唐渡先生だってロリコンとかじゃないなら、中学生相手にそんな緊張とかしないでしょ？」

　本当のキスシーンでないのは一安心としても、陽気に笑う南美には油断ならない。

「ま、こんな感じでどうですか？」

　有あり紗さが南美を抱き寄せて、見本のポーズを取る。

　立ったまま向かい合い、互いに相手の腰の辺りに手を回して見つめ合う体勢だ。

「ど、どうしようか、美み里さとさん。イヤなら辞退しても……」

「い、いえ。約束だし、せっかく勝ったんだから、やりますっ！」

　顔を真まっ赤かにしながら、花菜が答えた。

　確かにこの状況では彼女が引き下がっても、他の誰かが代わりに名乗り出るだけだ。

「じゃ、じゃあ……やるよ」

　さっきの例示を思い出しながら、花菜の腰にそっと手を回す。

　あくまで、腰。

　できればちょっと背中寄り。

　決してお尻には触ったりしないように。

　己に言い聞かせながら、慎重にポジションを決める。

「もうっ、先生ってばー。ちゃんと触ってくださいよー」

「さっきのわたしたちのポーズ、手はもうちょっと下でしたよね？」

　漫研コンビの容赦ないツッコミが入る。

「し、仕方ないだろ。僕の方が背が高いんだから、自然とこういう形になっちゃうよ」

　言い訳しながら、微妙に浮かせていた手を近づける。背中の窪くぼんだ辺りに触れて、手のひらの表面に制服の感触がさわさわと触れてくすぐったい。

「じゃ、じゃあ……わたしも」

　花か菜なも腕を回してきた。

　逆に、こっちは身長やリーチの違いのせいで、どうしても健けん太た郎ろうの胴体にぎゅっと抱きつくような体勢になってしまう。

　花菜の顔を間近で見下ろす。

　緊張のせいだろうか。ほんのり紅潮した頬ほおと、ほんの少し開いた桜色の唇。そして潤んだ大きな瞳。

　きゃあーっ！

　野や次じ馬うまの生徒たちから黄色い声が上がる。

「あ、あくまで頼まれてやってるだけだから！　無理に長引かせたりしないで、ちゃんと描き上げるんだぞ！」

　南美みなみたちに向かって念を押す。

「そうです」

　その言葉に、未み優ゆうが同意した。

「さっきの唐から渡と先生単独ポーズの描画時間、途中からですが計測していました。二人の組ポーズという事を考慮しても、前回を極端にオーバーするようなら警告します」

「神こう月づきさんってば、そういうところ、しっかりしてるよね。じゃ、頑張りましょ」













　未み優ゆうの事をよく知らない他のクラスからのデッサン会参加者はきょとんと目を丸くしたけれど、南美みなみはおどけたリアクションをして手早く鉛筆を走らせる。

「だ、大丈夫、美み里さとさん？」

　囁ささやくような小声で、花か菜なに尋ねる。

　お互いに身体からだが強こわ張ばっているせいか。微妙に身体が震えて、安定を保つのが難しい。

「へ、平気です。絵のモデルなんだし、別にやましい事はしてませんよね」

　花菜も、ぎこちない微笑ほほえみで答える。

「唐から渡と先生、緊張しすぎじゃないですか？　やっぱり本当は中学生くらいが好きとか？」

　じーっと観察している有あり紗さが笑う。

「バ、バカッ！　大人をからかうんじゃないっ！」

　とっさに口走ったけれど、本当は『大人』なんかじゃない自分の主張に、どれだけの説得力があるのだろうか。

「はい。あと二分で描き上げてください」

　警告する未優の声は、どこか硬い印象だ。

「はいはい。スピードアップ、スピードアップっと」

　唄うたうような節回しで、南美が作業の手を速める。他のメンバーも無言だが、速度を上げたのは鉛筆の走る音で分かる。

「えーっ？　ちょっと早すぎない？」

「いえ、適切なはずです。それに、こういうのは手早く描くのも練習のうちでしょう？」

　南美からの疑問に、未優は冷静に答える。

「はい。タイムアップです。唐渡先生と花菜ちゃんは、もうポーズを解いてください」

　未優の合図で、二人は腕を解ほどいた。

「ど、どうも、お疲れ様でした、唐渡先生」

　ぴょんと一歩、ジャンプで飛とび退のいて花菜が一礼する。

「はは……こっちこそ、変な事に巻き込んじゃってゴメンね」

　健けん太た郎ろうも頭を下げた。

「ね、ね。どうですか？　この感じ」

　会心の作なのか、満面の笑みで南美がスケッチブックを広げた。

　さっきの健太郎よりももっと美化した二人が、今にもキスしそうな感じで描かれている。

　健太郎と花菜は頬ほおを赤らめて顔を逸そらし、生徒たちからは『きゃーっ！』と黄色い声が上がった。

「でも、やっぱり身長とか釣り合わないよね。黒くろ岩いわ先生とかなら、もうちょっといい感じになりそうなんだけど」

　絵を見ながら、有紗が呟つぶやいた。

「そう思って、燿よう子こちゃんバージョンも描いてみましたっ！」

　南美みなみがページをめくると、健けん太た郎ろうと花か菜なよりも身長差の小さいカップルが、同じポーズで描かれていた。モデルを直接見ながらではないせいか、よりラフな描線だった。もちろん女性の方はショートカットでジャージ姿。

　その時──。

「何を騒いでるの？」

　扉が開いて、その当人が現れた。

　燿子だった。

「えっ？　あ、あわわっ！　燿子ちゃんっ？」

　予期せぬ厳しい声に、南美はパニックを起こしかけてあわあわと両腕を振った。

　弾みで、バサリとスケッチブックが滑り落ちる。

「えっと、実は……」

　決まり悪そうにうつむきながら、それでも有あり紗さは要領よく状況を説明する。

「ごめんなさい。わたしたちも、つい調子に乗っちゃって」

　クラス委員らしく、真っ先に謝ったのは花菜だ。

「テスト期間中もクラブ活動は禁止じゃないけど、それはみんながきちんと節度を守ってくれるっていう前提があるからよ。デッサン会程度はいいとしても、こんな風に関係ない三Ｂのみんなまで集まって騒いでると、規則が変えられる事だってあるのよ」

　抑えた声で、しかしはっきりと燿子は告げる。

「……はい、ごめんなさい」

　生徒たちが、しゅんとうなだれる。

「唐から渡と先生も、いろいろ不慣れなのは仕方ないですけど、こういう時は大人としてしっかりしなきゃダメですよ」

「はい。申し訳ないです」

　どこかのタイミングで毅き然ぜんと断らず、状況に流されてしまったのは自分のミスだ。健太郎としても反省するしかない。

「分かればいいんです。唐渡先生も、他のみんなも、同じ事を繰り返さないようにしてくださいね」

　にっこり笑って、燿子は南美が落としたスケッチブックを拾い上げる。

　そこには、健太郎と燿子の抱ほう擁ようシーンが描かれていた。

「えっ！」

　目に留まった瞬間、燿子の顔が赤く染まる。

「こ、これは、その……想像図っていうか、あたしの希望っていうか……」

　南美が、スケッチブックを奪い返して胸に抱きしめる。

「そ、その……冗談にしても限度っていうか……勝手にこんなの描いちゃ、唐から渡と先生だってご迷惑でしょ？」

　二人きりの時はグイグイ迫っても、やっぱりしっかりした大人だ。

　燿よう子こはちゃんと南美みなみをたしなめた。

「だって燿子ちゃんに、学校辞めてほしくないんだもんっ！」

　ちょっと泣き出しそうな、深刻な声で南美が叫ぶ。

「お見合い相手と結婚しちゃったら、先生辞めちゃうんでしょ？　あたし、そんなのイヤだもんっ！」

「ま、まあほら、お二人って何かからかってると面白いってのもホントですよ？」

　場が重くなりすぎないように、有あり紗さの方は冗談めかして笑う。

「そうは言っても、これは黒くろ岩いわ先生一生の問題です。来年には中等部を卒業するわたしたちのワガママで、黒岩先生の選択肢を奪ってしまっていいのでしょうか？　わたしは、二人をくっつけようとする行動には賛成できません」

　そこへ、あくまで冷静な未み優ゆうの指摘が飛び込んだ。

　健けん太た郎ろうは、一瞬彼女の方を見やった。

　もしもクラス全体の雰囲気が『くっつけちゃえ派』優勢なら、また未優はみんなから孤立してしまうかも知れない。

「わたしも、こういう事は未優ちゃんが言ってるのが正論だと思う」

　うんうん。

　花か菜なの言葉に、何人も肯うなずいている。

　どうやら、そこまで本気でくっつけようとしている訳ではないらしい。ふざけているような態度の南美が一番真剣だったのは、健太郎には意外だったが。

　確かに本気で縁談とかそういう話になってしまったら困るけれど、少なくとも南美のように真剣に心配している生徒もいるのだから、あまり無む下げにする訳にもいかない。

　燿子も同じ気持ちなのか、微妙な表情で考え込んでいる。

「では、一度お二人でデートしてみるというのはどうです」

　背後から、いきなり声がかかった。

「え？　理事長？」

　燿子が開けっ放しにしていた扉の向こう、廊下に立っていたのは上品な金髪の女性──この学校の理事長であるジュノー・ロックウェルだった。

　ブルーグリーンの瞳には、優しい慈いつくしみと子供っぽい何か企たくらんでいるような輝き──二つの異なる色合いが混じっていた。

　最高権力者からの予期せぬ一言に、その場の全員が目を丸くする。

「失礼。たまたま通りかかったら興味深い話をしていたので」

　仕事の合間に校内を見回っていて、たまたま遭遇したのだとジュノーは説明した。

　健けん太た郎ろうも燿よう子こも、そして生徒たちも、目の前の問題に集中しすぎていて、理事長が側そばで聞いている事に気付かなかったのだ。

「黒くろ岩いわ先生」

「は、はいっ！」

　理事長に呼ばれて、燿子は背筋をびしっと伸ばした。

「仕事へのあなたの情熱と真剣さは得がたいものとして、理事長として評価し、感謝もしています。同時によき結婚をして、家庭人としての幸福も得たいと考えるのも自然な事でしょう。どちらも人間が生きていく上で大切な、多くの場合一生にかかわる事柄です」

「きょ、恐縮です」

「今回のお話、側聞した限りでは非常にいいお話だと思います。だからこそあなたも悩んでいるのでしょうけど、こういう事は相手があり、縁があっての事です。しっかり考えるのは大切ですが、いつまでも待たせては先方にも失礼でしょう？」

「……はい」

「悩むだけで結論が出ないのであれば実験して──といえば語ご弊へいがありますけれど、行動と体験を判断の材料にするべきではありませんか？」

　要ようするに、特に健太郎と燿子をくっつけようとしている訳ではない。

　相手とは別人の『結婚対象となり得る異性』とのデートを通じて、今回のお見合いについて考える基準点というか比較材料にしてみるのはどうかという提案だ。

「それに唐から渡と先生」

「は、はいっ！」

　健太郎も緊張で、背中に棒を通したみたいに固まった。

「わたしが貴方あなたに期待しているのは、単に英会話のスキルを教えるだけではないのは分かっていますね？」

「は、はい。それは一応……」

「お互い大人なのです。一度や二度のデートで恋愛や結婚に直結する訳でもないでしょう。節度を保っての付き合いであれば何の問題もありませんし、唐渡先生ご自身のさらなる人生経験としても意義ある事ではありませんか？」

「そ、それはそうですが……」

　理事長にこう言われると、健太郎としては逆らえない。

　たまたま知り合った宿無しをいきなり講師としてスカウトしてしまうくらいで、この人も基本は『面白そうな事を思いついたら即実行』というのがポリシー。

　さすが瑛えい美みの祖母というべきか。

「黒岩先生の方もそんな気張った事とは考えずに、職場の先輩として唐渡先生に街を案内するくらいのつもりでいかがですか？」

　さっきの真剣なメッセージとは逆方向の話の振り方。多分、燿よう子この気持ちを軽くするためだろう。

「は、はい。それなら喜んで」

　燿子が大きく肯うなずく。

「皆さんも一度のデートで納得して、後は詮せん索さくしたりはやし立てたりしない。いいですね？」

　最後に、生徒たちが暴走しないようにきちんとクギを刺す。

　はーい。

　明るくお気楽な返事が戻ってくる。

　ただ、未み優ゆうと花か菜なだけは声を出していないようだけど。

「では。しっかりやりなさい」

　言い終えると、理事長はそのまま立ち去っていった。

　ただ、ある意味で助かったとも思う。

　自分と燿子、生徒たちだけなら、ずっと結論が出せずに堂々巡りだったかも。

　多少強引であっても鶴の一声のお陰で、とりあえずはおおむね納得出来る形にはなったし、ズルズルと後を引かずにスパッとケリがつく形にもなった。

　こういう決断力や状況を片付ける豪腕は、なりゆき任せの自分には欠けているものだ。

「じゃあ、今度の日曜日という事でいいでしょうか？」

「えっ？」

　理事長が去ったドアを眺めている健けん太た郎ろうに、いきなり燿子が声をかけてきた。

「ですから、わたしたちの……その、デートですよ」

「そ、そうですね。お任せします。あ、お昼からせいぜい夕食ぐらいまでですよ！　翌日の仕事もありますし！」

　夜は避けたい。またお酒という流れになると、今度も面倒が起きそうだ。

「はい。じゃあ、細かいところは改めて」

　パチパチパチパチ！

　約束が決まると、拍手の嵐が巻き起こる。

「はいっ、みんな静かにっ！　もうそろそろちゃんと帰って、テスト勉強しなさいっ！」

　燿子が無む理り矢や理り宣言して、みんなを解散させた。

「あ、あのっ！　先生っ！」

　その場に残っていた花菜が、声をかける。未優も、隣に立っていた。

「ごめんなさいっ。結局あんな風になっちゃって」

　ブン、と音がしそうなほど、勢いよく頭を下げる花菜。

「……まあ、わたしもあなたたちくらいの歳としの頃にはそんなノリだったから気持ちは分かるけど、ほどほどにね。わたしと唐から渡と先生だからまだ冗談半分で済むけど」

「は、はい。分かってます」

「この件に関してはわたしたちが頭ごなしに叱しかっても角が立つし、美み里さとさんたちが後でクラスのみんなをちゃんと引き締めておいてね」

「はい」

　優しく語りかける燿よう子この笑え顔がおで、ようやく花か菜なの表情も緩んだ。

「黒くろ岩いわ先生」

　しかし、それとは対照的にいつも通りのクールな表情で、未み優ゆうが唇を開いた。

「わたしも、花菜ちゃんと協力し、クラスが浮かれている現状を適切に沈静化するよう努めたいと思います」

「よろしくお願いするわね。こういう時、冷静で視野が広い神こう月づきさんは頼りになるわ」

　うんうん、いい感じ──実際に仕草には出さないが、健けん太た郎ろうは何度も肯うなずきたくなるような気分だった。カラオケパーティの時もそうだったけど、今までとは違う形で未優はクラスに馴な染じんできている。

「それはそれとして、一つ確認したい事があります」

「何かしら？」

「今、冗談半分と言いましたが、つまり半分は本気という事でしょうか？」

「え？」

　予期せぬ問いかけに、燿子が目を丸くする。

「ほら！　それは単なる慣用句だから！　そうですよね、黒岩先生っ？」

　健太郎は大慌てで言いつくろう。

　確かに、燿子は少なからず真剣に健太郎を狙ねらっている。それは未優だって知っている。

　だけど下手な事を言って『燿子が酒持って押しかけた帰かえり際ぎわを、未優に目撃されていた』なんて話が出たら、それこそ身の破滅だ。

　わたわた手を振りながら、必死に視線で未優に『余計なところに踏み込まないで』とサインを送るけれど、果たして通じているかどうか。

「そ、そうね。特に深い意味があって言った訳じゃないわ」

「そうそう。ただの慣用句」

「そうですか。失礼しました」

　燿子と健太郎が苦笑で答えると、未優は小さく一礼する。

　多分、未優としては万一にも燿子が理事長の後押しで勢いづいて、健太郎に本気になったりしないよう牽けん制せいしてくれたのだろう。

「じゃ、じゃあそういう事でっ！」

　言い残すと、健けん太た郎ろうと燿よう子こは打ち合わせた訳でもないのに、同時に足を速めた。

　先生としては廊下を走る訳にはいかない。

　職員室の自席に落ち着き、照れ笑いの顔を見合わせる。

「は、はは。困りましたね、どうも」

「唐から渡と先生。では、日曜日の件については……」

　燿子が、声のトーンを下げる。理事長公認とは言っても、職員室で大っぴらにするような話でもない。

「さっきも言った通り、プランは黒くろ岩いわ先生にお任せします。僕は、この街の事は全然知りませんからね。あ、夕食くらいまでですよ。アルコールは絶対に禁止ですっ！」

「はい。分かりました。そうですね……日曜のお昼前に、迎えに伺います」

「それよりは、どこかで待ち合わせにしませんか？」

　燿子の提案をやんわりと逸そらそうとする。

　向こうがどの程度本気かは分からないが、主導権握られっぱなしというのは避けたい。

　こちらの拠点に乗り込まれるよりは、中立地帯でのコンタクトにした方がまだしも安全だろうという判断だった。

「でも、わたしもまだ全然決めてませんし、待ち合わせと言ってもどこがいいのか……。あ、そうだ。唐渡先生、お車の方は？」

　ハンドルを握るポーズで、燿子が尋ねた。

「いえ。そっちも全然で。東京だと自分の車がなくても不自由がないので、つい。学生のうちに取っておいた方が後々楽だったんでしょうが」

「そうですか。こっちだと必需品みたいなものですけどね」

　燿子は納得してくれたようで、健太郎は気付かれないよう小さく息をこぼした。

　これも、未み優ゆうのアドバイスで事前に決めておいた『設定』の一つだ。

　健太郎一人では見落としていた、大卒二三歳なら視野に入れていたであろうディテール。

「わたしの車でドライブっていうのもいいかなーって思ったんですけど」

「い、いえ。本当に市内の近場だけで充分です」

　一瞬、判断に迷う。

　自動車となると、運転手である燿子の飲酒を完全に防げるというメリットはある。しかし反面、移動は完全に向こうの思うままになる。

『今回、お酒はナシ』という同意を取り付けてあるのだし、鉄の密室でずーっと二人きり状態というのから逃れる方が先決だ。

「じゃあ、お昼前の一一時。場所は……ＪＲ西コンコースの人魚像って分かります？」

「ああ、それなら」

　健太郎は肯うなずいた。

　この街に最初に着いた時、駅の中を適当にうろついて目に付いたから覚えている。

　そんなこんなで、とりあえず日曜日の基本方針は確定したのであった。









５章　　人生初のデート（第一回）






　日曜の前には、当然土曜日がある。

　明日は燿よう子ことのデートで丸一日潰つぶれてしまいそうなので、健けん太た郎ろうは休日には珍しく早起きをしていた。

　まず溜たまった洗濯物をコインランドリーで片付け、牛丼屋の朝定食で腹を満たす。コンビニでちょっと時間を潰してから、乾燥まで終えたパンツや靴下を回収して帰宅。そのままマンションに戻って、教材研究に取りかかる。

　授業に使うテキストの内容はしっかり下調べし、疑問点があれば詳しく掘り下げ、生徒からの質問にきちんと答えられるようにしなければいけない。

　予習復習の面倒くささは、先生の方が生徒より上だった。

「ふぅ……」

　しばらく勉強を続け、一息つくと一一時過ぎになっていた。

　昼食は気分転換を兼ねて外出するか。それともストックしている食料で軽く済ませるか。

　そんな事を考えていると──。

　ぴんぽーん。

　不意にチャイムがなった。

「ん？　何だ？」

　一瞬、燿よう子こかとも考えたが、すぐに誤りに気付く。

　彼女との約束は明日のはずだし、自宅に迎えに来るというプランは却下したはずだ。

「はーい」

　ばたばたとドアに向かい、ノブに手を掛けて──一度止める。

　そうだ。未み優ゆうに注意されたばっかりだ。万一の用心に越した事はない。

　日頃は外しっぱなしのドアチェーンをかけ直してから、サムターンを捻ひねって開錠する。

「どちら様……えっ？」

　開いた隙すき間まから見えた姿に、思わず声を上げる。

　そこにいたのは、見知らぬ少女だった。

　顔を隠すようなサングラスと、攻撃的なプリントのＴシャツ。

　何か思い詰めたような気迫が伝わってくる。

「ひ、人違いじゃないですか？」

　慌てて閉じようとしたドアが、ごつい靴の爪つま先さきでブロックされる。

　げげっ！

　何だ、この強引な侵入者は？

　まさかこんなナリで強盗とか？

「待ってください、先生」

　その声には、聞き覚えがあった。

「神こう月づき……さん？」

「そうです。わたしです。中に、入れていただけますか？」

「う……うん」

　取りあえずドアチェーンを外して未優を招き入れ、また施錠する。

「今回はきちんと戸締まりをしているようですね。いい事です」

　そう語る未優の姿に、健けん太た郎ろうは違和感を拭ぬぐえない。

　サイズ大きめの真っ黒なサングラス、派手な柄のＴシャツ、つやつや光る黒いベストと同じ素材のミニスカート。脚には幅広ボーダーのオーバーニーソックス。既に脱いだ靴も、頑丈そうな黒のショートブーツ。

　髪も普段と違い、ゆるやかなウェーブをつけて高い位置でポニーテールに括くくっている。

　とんがった歌詞のロックを唄うたうボーカリスト風とでも言おうか、普段のイメージとはまったくかけ離れた攻撃的なファッションだった。

　肩に掛けた大きな布バッグが、ちょっと他の着こなしと不釣り合いだけど。

「え、えーと……何の用かな？　それに、その──」

　服装は──と言いかけて、思い当たる。

　考えてみると制服でも体操服でも、ついでに下着姿でもない未み優ゆうを見るのは初めてだ。

　ひょっとしたら、実は普段のファッションセンスがこういうのなのかも知れない。

　全然イメージにはそぐわないけれど。

「これは普段着ではありません。一種の、変装です」

「あ、そうなの？」

　健けん太た郎ろうの疑念を読み取ったのか。未優は答えて、サングラスを外した。

　間違いない。いつも通りの未優だ。

「あ。でも……変装って？」

「まず相談というか、提案したい事があります。座っても、よろしいでしょうか？」

「う、うん。どうぞ」

　促すと、未優はローテーブルの前にきちんと膝ひざを折って座った。背筋も真まっ直すぐに伸びている。行儀のいい姿勢と派手派手な服装が、どうにもアンバランスだ。

　健太郎も、向かい合わせに正座する。

「で、提案っていうのは？」

「唐から渡と先生、今日きようこれから……その……わたしと……」

　らしくもなく、言葉が途切れとぎれだ。声のボリュームも小さい。

「何？」

　聞き取ろうと、つい身体からだを前に乗り出す。

「デートしましょうっ！」

「わっ！」

　いきなり予想外の大声で告げられ、仰のけ反ぞって手を後ろに突く。

「で、デートって？」

「……唐渡先生は、明日黒くろ岩いわ先生とデートする事になっていますよね？」

「う、うん……」

「さすがにその際に、あまりに不慣れな応対をすると実は大人ではないという事実がバレる怖おそれがあります。少しでも不自然さを減らすために、事前にわたしと一緒にデートの経験値を積んでおこうという事です」

　無表情──ではなく、緊張した真顔なのか。

　はっちゃけたファッションには似合わない態度と口調だ。

「で、でも、前に神こう月づきさんが言ってたんだよね？　二三歳で恋愛経験はゼロの人がいてもおかしくないって」

「恋人としてつきあった経験はなくても、女性に対してウブすぎるとさすがに疑問に思われるかも知れません。だからわたしとデートしましょう」

「いや、そうかも知れないけど、さすがに前日一回だけの付け焼き刃じゃどうにもならないんじゃ……」

「一と一〇、一と一〇〇は単なる量の違いですけれど、ゼロと一の間には絶対的な質の差が存在します」

「そ、それはそうかも……」

　説得力ではかなわない。ずいずい押されてしまう。

「それに、唐から渡と先生は本気で黒くろ岩いわ先生とお付き合いする気はないのでしょう？　可能性は完全にゼロなのですよね？」

「う、うん……まあ、そうかな？」

　やっぱり年齢差が大きすぎるし、正体バレのリスクもある。

　職場の先輩としては尊敬も信頼もしているけれど、恋愛対象としては認識できない。

「完全対象外の人が、記念すべき人生の初デートの相手でも構わないんですか？」

「それは確かに……あまり嬉うれしくないけど……。あ、もちろん人間としては尊敬しているけど、デート相手としてはちょっとって意味だから！」

　この場にいないとは言っても、燿よう子こに失礼がないように訂正する。

「そうでしょう」

「あ、でもそれを言ったら神こう月づきさんの方は大丈夫なの？」

「何がですか？」

「つまり、その……これって神月さんにとっても初めてのデートって事になるんだよね？　その相手がオレでも……その……」

　これは、つまり彼女が自分を恋愛対象だと思っている事、自分から恋愛対象として見なされても構わないという事なのだろうか。

　しかし──。

「先生、間違ってます」

　きっぱりと、宣言される。

「唐渡先生はなりゆきに流されやすい平凡な人間だから、生涯初のデートに特別の意味を見いだすだろうという推測に基づき、わたしは行動しています。しかし、わたし自身はそこに格別の価値を感じません。あくまでこれから幾度となく経験するであろう事の、たまたま最初の一回というだけです。急務なのは唐渡先生のデート経験値をゼロから一にする事であり、本番が明日に迫っている以上、すべての事情を熟知しているわたし以外に相手役を務められる女性はいないという、それだけの事です」

　いつもよりちょっと早口で、一気に未み優ゆうは説明した。

　まるであらかじめ考え、暗記してた文面を読み上げるかのような滑らかさと勢いだ。

「そ、そうか。うん、その気持ちは嬉しいよ」

　本音では、あくまで合理的な判断というのを知って、ちょっと悲しくもあるのだけど。

「あ、でもちょっとマズくないか？」

「何がでしょうか、先生？」

　真剣な表情で、未み優ゆうが尋ねる。

「オレと神こう月づきさんが、その……えっと、デートして、もしもそれを誰かに目撃されたら、大問題じゃないか？」

　健けん太た郎ろうの顔はＯＧや保護者にはあまり知られていないけれど、反面在校生からは注目の的だ。しかも、結構目立つ長身。燿よう子このお見合いが目ざとく見つけられ、すぐに噂うわさが広まった事を考えると、教え子である未優とデートというのはリスキー過ぎる。

「そのために、この変装です」

　正座したまま、未優は自慢げに胸を反らした。

「ガーリーパンクスタイルは日頃のわたしのイメージとは異なりますし、サングラスで自然に顔を隠せます。それに服装のインパクトが強くて、顔に注意は向きません」

　ああ、こういうファッションをガーリーパンクというのか──健太郎は、妙なところで感心する。

「それはいいとしてもオレの方が宝ほう盟めいの生徒と遭遇したら気付かれちゃうよ？」

　この街に以前からの知り合いなどいないはずの新任講師が、謎なぞの派手目美少女を連れているとなったら、それはそれでやっぱり大問題。教え子とのデートよりは傷が浅いかも知れないけれど。

「大丈夫です。もちろん先生にも変装していただきます」

「へ？」

　唖あ然ぜんとする健太郎の前で未優はバッグを開き、中身を床の上に広げた。

　黒いレザーのパンツや、未優とおそろいの男性用ＬサイズＴシャツ、シルバーのアクセサリーなどが収まっていた。

「わたしの場合と同じで変装として効果的です。それに……ちゃんとデートらしくも見えます。とりあえず着替えてください。わたしは、反対を向いていますから」

　そういうと、未優は器用に座ったままで半回転ターンした。

「う、うん。ありがとう」

　ワンルームマンションなので、他の部へ屋やに退避する事が出来ない。それでも一応未優からは遠ざかり、背中を向けてごそごそと着替える。

　女の子が近くにいるのに下着姿になるというのは、見られていなくてもかなり恥ずかしい。

「うん、着替えたよ。これで、いいのかな？」

「はい。問題ありません」

　声をかけると、未み優ゆうが振り返って答える。

「ちょっと鏡も見てくるよ」

「バスルームに行く必要はありません。用意してあります」

　未優が、ちょっと大きめの手鏡を健けん太た郎ろうに向けて掲げた。

　新品らしいが、服のサイズは完かん璧ぺきだ。レザーのパンツは身体からだにぴったりフィットしているけれど、窮屈に締め付けられる感じはしない。コーディネイトはちゃんと整っている。

　肩から足までは。

　問題は、顔だ。

　ちょっと童顔の二十代でも通用する顔立ちだが、覇気とか迫力には無縁。

　ファッションとの釣り合いはまったく取れない。

「変装ですから、ちゃんと顔も隠します。先生、こっちに来て座ってください」

　ひょいひょい。

　未優が手招きし、床の一点を指差す。

　言われた通り未優の真向かい、膝ひざが触れそうな距離に正座する。膝を折ると、さすがにレザーパンツが窮屈だ。なるほどこれは椅い子すの国のファッション。

「そのままじっとしていてください。表情も変えないで」

「う、うん」

　返事をすると、唇を真一文字に引き締める。

　そっと顔を近づけると、未優は手にした櫛くしで健太郎の髪を丁寧に梳すき、後方へと撫なでつけてまとめる。

　文字通り息がかかる距離で、未優から漂う石せつ鹸けんの香りが鼻をくすぐる。

　ふぁさっ。

　頭に、ドレッドヘアーのウィッグが乗せられた。頬ほおに触れる毛のせいで、つい唇が緩む。

　こちらの口からこぼれた吐息が、未優の顔にかかった。

「あ！　ご、ごめんっ！」

「……別に大丈夫です。まだ少し細さい工くしますから、くすぐったくても我慢してください」

　返事の代わりに、もう一度口を結んで小さく肯うなずく。

　つけヒゲを持った未優の手が健太郎の顎あごに触れ、そっと押さえつける。

　鼻の下や頬ではなく、下顎の中央部分にだけ四角く整えたタイプのつけヒゲだ。

「あとは、サングラスで完成です」

　手渡された大きなサングラスを掛け、もう一度手鏡をチェックする。

「へえ……」

『先生』としての背広もコスプレというか変装っぽいところもあるけれど、未優が仕立てたロッカースタイルは完全に別人だった。

　サングラスで目元が隠れているだけでなく、ドレッドヘアーのせいで顔の輪郭が分かりづらい。ヒゲのアクセントも利いて、いつもと印象が重なるところはほとんどない。

　これなら教え子どころか、親がすれ違っても気付かないのではないだろうか。

　最後に未み優ゆうは、バッグの底から革のブーツを取り出す。

「これで偽装工作は完かん璧ぺきです。では、わたしと……で、で、で……デートに行きましょう」

「う、うん」

　未優はマンションのドアを小さく開け、様子をちらちらとチェックしてから外へ出た。

　まるで敵地に潜入したスパイ。

「ず、ずいぶん慎重だね？」

「一番危険なのは、このタイミングです。ここから出るところを誰かに目撃されたら、変装の意味がありませんから」

「そ、そうだね、うん」

　幸い、外へ出るまで誰にも見られなかった。

「で、これからどうする？」

「一応、それなりに無難なコースを考えてきました。肝心なのは、先生のデート経験値をゼロから一にする事です」

　未優の先導で地下鉄に乗り、市の中心部に出た。

　休日なので人通りは多い。

　着慣れないファッションのせいもあって、周囲がみんなこちらを見ているような気がして妙に歩き方がぎこちなくなってしまう。右手と右足が一緒に出る。

「先生、緊張しすぎです」

　ギリギリ聞こえる小声で、未優が指摘する。

「東京ほどではないにせよ、この街も人口二〇〇万近い都会です。この程度のファッションで注目されたりはしません。変な動きをしていると、かえって目立ちますよ」

　言われて気にしてみると、確かにちらっと見る人がいない訳ではないが、特に気にするほど目立っているという事もない。

「う、うん。そうだね。神こう月づきさんは、素顔の方がかわいくて目立つだろうしね」

「そ、そうですか……？」

　未優が、少し俯うつむいた。

　身長差がありすぎるから、この程度の角度でも顔がよく見えなくなってしまう。

　苦笑しながら、健けん太た郎ろうは顔を上げた。

　未優チョイスの大きめサングラスは、いろんなものを隠してくれる。自分の人相や表情だけでなく周囲からの視線もブロックして、無駄な緊張を遠ざけてくれた。

「あ、あの……それと、先生」

　さっきよりさらに小さな声。

「ん？」

　こちらも声を潜める。

「その……一応、あくまで一応、形式的な予行演習みたいなものとはいえ、デートなのですし、それなりの雰囲気作りは必要だと思います」

「うん」

「それに、見た目は上う手まくごまかしていますけど、万一周囲に話し声を聞かれた時に不自然になってはいけません」

「あ、確かにそうかも」

　言葉使いはどうしようもないが、このスタイルで『神こう月づきさん』『先生』と呼び合っているのはいかにも不自然だ。

「ですから、わたしの事は……名字ではなく、下の名前で」

　確かに一理あるがさすがに気持ちのハードルが高い。それに『ミユウ』という名前はけっこう珍しいので、偽装工作としては不充分ではないだろうか。

「だ、だったらさ、ニックネームっぽく『ミュー』って呼んでもいいかな？」

　こっちの方が芝居がかって吹っ切れている分、かえって照れずに済む。

「は、はい。それでいいです。じゃあわたしの方も……」

　ずっとひそひそだった未み優ゆうの声が更に小さくなり、完全に聞こえなくなった。

「えっ？　何て言ったの？」

「わたしの方も、先生の事を『ケン』って呼びます。いいですか？」

　少し大きな声で、告げる。

「う、うん。いいんじゃないかな？　『先生』だとあんまりだし」

「じゃあ、行きましょう、ケン」

「そ、そうだな、ミュー」

　もちろん、お互いにだけ聞こえる程度の小声。ちょっと無理をした距離感。

　サングラスのお陰で照れずに顔を見合わせられるけれど、頬ほおがほんのり赤くなるのまでは隠しきれない。

「それで、お昼代わりですけれど、スイーツバイキングでもいいですか？」

「別に構わないけど？」

「よかった。男の人だと、甘い物が苦手な人もいますから」

　未優に連れて行かれたのは、地下街にあるイタリアンカフェだった。

　ピークの時間帯にはちょっと早いけれど既に店内は混こみ合っていて、健けん太た郎ろうと未優は辛うじて隅のテーブルを確保できた。

「ここなら、あまり目立たないみたいで安心だね」

　顔を寄せて、健けん太た郎ろうはまた声を潜める。

「ざっと見回した限り、店内に見知った顔はいないみたいです」

　未み優ゆうも小さく肯うなずく。

　健太郎はアイスコーヒー、未優はミルクティーをオーダーして、それぞれカウンターから小さなサイズのケーキやプリン、ババロアなどをトレイに並べて席に運んでくる。

「じゃ、いただきます……ん、美お味いしいっ！」

　まずオーソドックスなショートケーキを口に含んで、健太郎は舌した鼓つづみを打った。

「わたしもこのお店は初めてですけど、せ……じゃない。ケンの口に合ったみたいでよかったです。さすが評判の名店です」

　未優もベリーソースのケーキを食べ、目を細めた。

「こ……じゃなかった。ミューも、初めてなの？　地元なんだし、スイーツバイキングなんだから、何度も来てるお気に入りかと思ったよ」

「興味はあったんです。でも、あまり一人で来るような場所ではありませんから」

　そう言いながら、二個目のマンゴーババロアにスプーンを差し入れる。

「じゃあ、これからは美み里さとさんとかと一緒に楽しめればいいね」

「はい……。そうですね、友達も大切ですから」

　未優は小さく肯く。

　評判の繁盛店だけあって、スイーツはどれも素晴らしい味だった。

　健太郎は別に食通ではないから、パティシエの細かい仕事までは理解できない。そんな舌でもクリーム系にはコクを、フルーツ系にはさっぱりした切れ味を感じる。甘さや食感のバリエーションも豊富で、数を食べても飽きが来ない。

「これ、なんていう果くだ物ものかな？」

　何度目かに持ってきた丸いプチケーキに、知らないフルーツが乗っていた。

　粗くクラッシュした青紫色の果実で、色合いも味もブルーベリーに少し似ているけれど明らかに別物、健太郎にとっては初めて口にする味だった。

「ちょっと分けてもらっていいですか？　わたし、同じのを持ってきていないので」

　未優のフォークが伸びてきて、健太郎のケーキからその果実を少しだけ削り取った。

「ああ、ハスカップですね。地元の名物ですけど、東京の人なら食べた事がなくても当然かも知れません」

「へー。そんな果物があったんだ？」

　名前自体、初めて聞いた。

　残ったケーキを、丸ごと口に入れて噛かみしめる。

「ん？」

　ふと、ある事に思い当たる。

「どうかしましたか、ケン？」

「い、いや。何でもないよ。ミュー、これ食べてないんだったら、他のと合わせて適当に見繕ってこようか？」

「はい。お願いします」

　席を立ち、バイキングカウンターに向かう。

　サングラスで隠しているとはいえ、今のにやついた表情を見られたくない。

　自分のフォークで食べたケーキの一部に、未み優ゆうのフォークが触れて唇まで運ばれる。

　要ようするに、これって一種の間接キスという事にならないか？

　ずいぶんステップが多いというか、間接のそのまた間接くらいだけど。

　照れくさいだけでなく、微妙に恥ずかしいのは、こんな迂う遠えんなシチュエーションでいちいち意識して喜んじゃっている事だ。

　多分、未優の方はそんな気にしていないから、何気なくやってしまったのだろう。

　その証拠に、いつもの通りのクールで落ち着いた表情をしている──はずだ。振り返って確認する訳にはいかないけれど。

　ハスカップケーキの他、これまでに二人とも食べていないものを適当に選んで皿に載せて戻る頃には、さすがに顔のにやにや笑いも収まった。

「あ、そうそう、ケン。バイキングだからってお腹なかいっぱいになるまで無理して食べちゃダメですよ。この後デートで歩くんですから、食べ過ぎは禁物です」

「うん。分かってる」

　というより、正確に言えば『形の上だけとはいえデート』である以上、女の子の前であんまりバクバク食べるのはかっこ悪いと思っただけなのだが。

「せ……ケンは、東京ではどんな感じだったんですか？」

　皿の上のスイーツがあらかた片付いた頃、紅茶のカップを手に未優が尋ねる。

「うーん。どんなって言われても、前にも言ったとおり、別に部活とか他の何かに熱中していた訳でもないし、特に将来の事とか考えてた訳でもないし……」

「そういう人だと、こちらとしてもどこをどんな風に案内していいのか方針に困りますね」

「じゃあ、ミューが行きたい場所でいいんじゃないかな？」

「……わたしも、目的に沿って何かを考えたり決めたりするのは得意ですけど『何となく』というのは苦手なんです。では、こちらに来てからどこか見て回ったところとかは？」

「それも特にないなぁ。毎日、忙しくて」

「では、ごく定番の名所をぶらぶら見て歩く事にしましょうか。行きましょう」

「うん」

　一緒に立ち上がり、レジに向かう。

「あ、オレが払うよ」

　健けん太た郎ろうは財布を取り出した。

「いいんですか？」

　未み優ゆうが尋ねたのは、こちらの懐具合を気遣っての事だろう。何しろ元は文無し寸前・行き倒れ目前で、今だって決して余裕がある訳ではない。

「一応社会人だし、頼りっぱなしじゃかっこ悪いっていうか、少しは見み栄えを張らせてよ」

「わたし相手には、見栄を張らなくてもいいと思います。わたしだけは、ケンの正体を知ってるんですから」

「給料貰もらってるのは事実だし、こういう時にカッコつけたいのは男の意地みたいなモンだからさ。案内してもらって世話になる分、こっちはオレ持ちって事で」

「そうですか。じゃあ、素直にご馳ち走そうになります」

　口元に笑みを浮かべ、小さく会釈する。

　支払いを済ませ、その後は未優の案内に任せる。

　まず、向かった先は街のシンボルとも言える時計台だった。

「……写真なんかで見るのと、ずいぶんイメージが違うね」

　目にした途端、率直な感想がこぼれた。

　建物そのものの外観は綺き麗れいだけど、街の真ん中、ビルの谷間にちょこんと収まっていて、見るからに窮屈そうだ。

「こっちへ来てください。観光パンフレットなどで有名なアングルから見えます」

　未優に導かれて向かいのビルの二階テラスへと昇ると、なるほど真正面で周囲の余計な建物が視界に入らず、時計台の上に青空が広がっている風景になる。

「『日本三大がっかり名所』の一つとも言われるそうです。でも、わたしは好きです。この建物が忘れ去られた大昔のものでも、観光のために隔離されたものでもなく、一〇〇年以上もこの街に住む人々の生活の一部だったという事ですから」

「……そういうものなのかな」

　東京で生まれ育った健太郎は、自分の故郷や地元という事をあまり意識した事はない。

「あ、でも今のはちょっと意外だったかも」

「『三大がっかり名所』という事がですか？」

「そうじゃなくて、こういう何気ない事で『好き』って言ったのが」

「そ、そうですか……？　も、もうここはいいですか？　次に行きましょう」

　サングラスで隠されていない、顔の下半分が赤くなった。

　ほんの少し歩くと、市を貫く大通りに出る。幅広の中央分離帯がそのまま長く東西に広がる公園になっているのだ。

　長い直線の道路が生む見晴らしのいい風景も、東京育ちの健太郎には新鮮なものだった。

　時計台と並ぶもう一つの街のシンボル──テレビ塔の足下あたりまで一望できる。

「なんか、東京タワーそっくりだな」

「設計者が同じですから」

「あ、そうなんだ？」

　また健けん太た郎ろうの素朴な感想に、未み優ゆうが補足を入れる。

　公園内は芝しば生ふや花壇の色が鮮やかで、文字通り都市のど真ん中にこんな場所が広がっているのを不思議に感じる。健太郎の地元では見られない光景だ。

　あちこちに配置されたオブジェや彫刻、緑の葉を茂らせた樹き々ぎに目移りしながら、健太郎は未優と並んで歩き出す。

「ちょっと待ってください」

　不意に、未優が声をかけてきた。

「え？　何かあった？」

「そうではなく、歩くのが速すぎます」

「あ、ごめんっ！」

　注意していたつもりだけど、ちょっと他に気が逸それるとついスピードが上がってしまう。女の子と並んで歩くなんて不慣れだし、歩幅の広さにもまだまだ自覚が足りない。

　大きく息を吸い込み、気持ちを整え、歩調を緩める。

「この公園では季節ごとにいろんなイベントがありますけど、やっぱり最大の見み物ものは二月の雪祭りですね」

「二月か……。その頃、オレはどうなってるのかなぁ……」

「せんせ……じゃない。ケンは、今の仕事を辞めたいんですか？」

　未優の声が強こわ張ばった。

「そうじゃないよ。運良く理事長と出会って、ミューにも助けてもらって、今はこうしているけれど、不安定な立場だからさ。何か月も先の事なんて分からないってだけの話」

　このポジションは、誤解と裏付けのない善意の上に成り立っているのだ。ほんの少しでも何かがズレればお終しまいになってしまう。

　例えば、実は一六歳という事実が発覚するとか。

「そんな風には、考えないでください」

　未優が、小さく唇を尖とがらせた。

「わたしも、せんせ……じゃない、ケンがずっと学校にいられるようにこれからも協力しますから」

「でもまあ、ずっとこのままって訳には、さすがにいかないよなぁ」

「ケンは将来の展望とか目標とかないんですから、今のところは現状維持の事だけを考えてください」

「う、うん」

　中学生に、痛いところを突かれてしまった。

　要ようするに焦らず、時間をかけて、これからの事をしっかり考慮しろという事か。

　観光名所だけではない。

　さまざまな買い物に必要な店なども見て回った後には、夕食に調度いい頃合いになって昼に食べた分もすっきりこなれていた。

「夕食ですけど、ケンに何か希望はありますか？」

「そうだなぁ。じゃあせっかく一日観光コースで来たんだから、最後も何か名物でしめたいかな？」

「では、スープカレーはいかがですか？　カレー好きと仰おつしやってたでしょう？」

「あ、いいね」

　本格的なスープカレーというのはまだ食べた事がない。

「特に苦手な食材や、甘口辛口の好みなどはありますか？」

「ピーマンは好きじゃないけど食べられないってほどじゃないし……。あ、シメジとかナメコとかキノコ類は苦手かな？　味は辛い方が好きだね。程度の問題はあるけど」

「そこは安心してください。激辛は、わたしも苦手です」

　未み優ゆうが選んだのは、メインストリートにある店だった。混雑していて、席が空くまで一五分ほど待たされた。

　オーダーして程なく運ばれてきたのはライスと、深い器に満たされたスープカレー。

　カボチャやタマネギなど、大きめの具が香り高いスープにごろごろと入っている。肉は牛のリブだ。

「じゃ、いただきます。あれ？」

　食べようとして、健けん太た郎ろうの手が止まる。

「どうしました？」

「いや、これってどう食べればいいんだろう？」

　普通のとろりとしたカレーでソースが別添えの場合、ポットからご飯の上に注ぐなり、一口分ずつかけるなりすればいいのだけど、スープではどうするのが作法なのか。

「決まったルールというのはありません。スープをご飯にかけても、ご飯をすくってスープに浸ひたしても、どちらでもいいんです」

　説明しながら、未優は見本としてご飯を盛ったスプーンをスープの中に沈めた。濃厚な褐色が白い米に染しみ渡っていく。

　健太郎もその方法を真ま似ねて、一口目を食べてみた。

「んっ！」

　香ばしくて刺激的な風味が、舌の上で踊る。

　普通のカレーよりも、スパイスそのもののむき出しの味とでもいうのだろうか。それが何種類も複雑に絡からみ合っている。

　なるほど、これはご飯との比率をいろいろ変えて楽しめそうだ。

「ミュー、いいお店知ってるんだね」

「お昼のカフェと同じで、来るのは初めてです」

「えっ？」

　単にスープカレーというだけではない。苦手な食材や味の好みまで確かめた上でここを選んだという事は、何軒もの店を知っていて、その中から決めたという事ではないのか。

「ネットやガイドブックで調べて、データを一通り頭に入れておきました」

「……すごいな」

「ケンのためですから、この程度は負担でも何でもありません」

　毎度の事だが、未み優ゆうの聡そう明めいさや記憶力、分析力には感心するしかない。

「それに、わたし自身も美お味いしい食事が楽しめましたから」

「うん。そうだね」

　その一言が聞けて、健けん太た郎ろうとしては満足だ。

『誰かのため』に頑張れるのは立派な事だ。でも、未優はもうちょっとワガママになってもいい。それはきっと、これからの課題。

　スープカレーと、食後のちょっとしたお茶を楽しんで、店を出る。混こみ合っている時間帯に長居は迷惑だろう。

　友達同士、家族連れ、そして恋人と思おぼしき男女──通りにはさまざまな人々が行き交っていて、変装した健太郎と未優もその中に違和感なく溶け込んでいる。

「まだ夜も早いし、散歩っていうか、もう少しあちこち見て回りませんか？」

「う、うん。まあ……ミューがそれでいいなら」

　夕食までの予定だったけれど、健太郎にしてもこのままでは名な残ごり惜しい。

　当あて処どもなくあたりをぶらぶら歩き、観光名所でもあるアーケード通りに差し掛かる。

「せ……じゃなかった、ケン」

「えっ？」

　いきなり、未優が腕にしがみついてきた。

　どちらもＴシャツ姿だから、ちょっと汗ばんだ素肌と素肌が触れ合う。

「前の方、見てください」

　密着した今の間合いでなければ聞こえないほどの、小さな声で囁ささやく。

「あっ！」

　言われて、気付く。

　前の方から、見知った顔が近づいてきていた。

　花か菜なだ。

　一緒にいる女性は母親か。

　買い物用のエコバッグを手に提げ、談笑しながら歩いている。

「ど、どどど、どうしようっ！　神こう月づきさんっ？」

「落ち着いてください、ケン。変にうろたえたり焦って急に方向転換したりしたら、かえって目立ちます。変装を信じて、ちょっと派手なファッションの恋人同士らしく、何食わぬ顔ですれ違ってしまいましょう」

　驚いて呼び方の約束さえ忘れてしまった健けん太た郎ろうに対し、未み優ゆうはあくまで冷静だった。

　腕を組んだのもそれっぽく見せるための工作であって、きっと他意はない──胸の内側でドキドキ暴れる心臓に必死に言い聞かせる。

「……でね。唐から渡と先生が──」

「ホント、花か菜なは最近その先生の話ばっかりね」

　そんな会話をしながら、美み里さと親子が近づいてくる。

　落ち着け、落ち着け──心の中で何度も唱え、なるべく自然な態度で歩こうとする。

　未優が腕を抱く力をぎゅっと強める。

　ふと、彼女の方に顔が向く。

　あ、恋人同士なら歩いている時もお互いの方を気にしてる方が自然か。それに普段は教室で正面顔を見せているし、多少角度をつけた方がドレッドヘアのおかげで人相がわかりにくくなるはず。

　後は、絶対に声を出さないように。

　未優もさすがに緊張しているのか。更に強く密着してくる。

　サングラスの隠いん蔽ぺい効果を信じて、顔を逸そらしたまま横目で花菜の方を見やる。

　ちらっ。

　向こうの眼まな差ざしもこっちに向いた。

　マズい！

　パニックを起こしそうになって、思わず脚が強こわ張ばる。

　歩みが止まりそうになるのを、未優に引かれるというか押されるというか、抱きしめられた腕から動くような形で何とか一歩踏み出す。

　もし、バレたら？

　クラスのみんなの『公認』で、明日は燿よう子ことデートする予定なのに、その前日にこんな風に未優と腕を組んで歩いてると知られたら、きっとスキャンダルだ。

　待て待て待て、冷静になれ。

　問題はそうじゃない。

　どんな状況だって、一応は先生で大人という事になっている自分が、教え子の中学生とデートしているというのが根本的にマズいだろ！

　だからそれも違う！

　自分の事ばかりで頭いっぱいにしてどうする？

　未み優ゆうの立場だっていろいろ困った事になるんじゃないか？

　だったら、最悪自分が仕事とか立場とか対面とか、いろんなものを失う羽は目めになっても、今一緒にいるのが未優だという事実だけでも隠す方法は何かないか？

　頭の中では『ヤバい、どうにかしないと』という項目がいくつもグルグル渦を巻き、対応の妙案など一つも閃ひらめかない。

　そんな状態が続いていたのは──実際には一秒か二秒だっただろう。

　こちらに向いていた花か菜なの視線は、すぐに逸それて真まっ直すぐ前に戻った。

　健けん太た郎ろうの主観では、何分もじーっと見つめられていたような気持ちだったのだけど。

　きっと派手な服装のカップルだから、つい一瞬だけ目を向けてしまったとか、多分そんなところだろう。

　健太郎と未優だと気付かれた気配はない。

　そのまますれ違う。

　耳に意識を集中すると、母娘の自然な会話はだんだん遠ざかっていって、やがて完全に聞こえなくなった。

　はーっ。

　健太郎は大きく息を吐いて、足は止めずにちらっと後ろを振り向く。深呼吸はしなかったけれど、未優も同じ動きをした。

　もう花菜たちの姿は人ひと混ごみに紛まぎれて、完全に見えなくなった。

「助かりましたね、ケン」

　普通のボリュームの声で、未優が告げた。

「うん。えっと……その、腕……」

「……いきなり放すと不自然です。もうちょっと目立たないところで離れましょう」

「う、うん。分かった」

　状況判断に関しては未優の方が的確だ。彼女がそう言うからには、多分いきなり離れてしまうとまずいのだろう。

　それでも、さっきまでとは違う緊張で、健太郎の頬ほおは熱くなる。

　少し歩いて、地下鉄の駅についたあたりで未優の腕が解ほどけた。

　土曜の夜のまだ早い時間帯なので、構内は帰宅する人とこれから繁華街に繰り出す人の流れが混じり合い、ごった返していた。

　二人を気にとめる者など誰もいない。

「はぁ～。ふ、ふはははっ！」

　完全に緊張から解放されると、不意におかしさがこみ上げてきた。

「どうかしたんですか？」

「あはは、いや、その……よくバレなかったなって思ってさ」

「わたしも、ドキドキしました」

　未み優ゆうが、小さな声で答える。

「そうなの？　全然落ち着いているように見えたけど？」

「……特別な事をするのは、やっぱり緊張します」

　そう言うと、左手で右の肘ひじの内側あたりを撫なでる。さっきまで健けん太た郎ろうに抱きついていた部分だ。

「あ、そうだ。この衣装はどうしようか？」

「差し上げますよ。わたしが持ち帰っても使い道はありませんし」

「そういう訳にはいかないって。そりゃ神こう月づきさんから見ればいろいろ頼りないだろうし、本当は未成年だけど、働いて給料貰もらってるってのは本当だからさ。ちゃんとケジメはつけないと。値段、教えてよ。神月さんの事だから、ちゃんと暗記してるでしょ？」

「そ、そうですか……じゃあ……」

　告げられた金額は、決して安いものではなかった。少なくとも、去年までの『中学生のお小遣い』の金銭感覚しか持たない健太郎なら、支払いを躊ちゆう躇ちよしていただろう。

　だからこそ、今現在中学生の未優に、こんな額を奢おごらせる訳にはいかない。

　財布の中から衣装一ひと揃そろい分のお金を取り出し、未優の小さな手に渡す。

「ありがとうございます」

「はは。そんな風にお礼言われるような事じゃないよ。神月さんが立て替えてくれたのを払っただけなんだから」

　苦笑しながら、己の胸から足下にまで視線を落とす。

　ちょっと派手すぎるので、先生をやっている間は普段着としても使えないだろうけれど、いずれまた何かの機会があるかも知れない。

　さすがにこれからまた背が伸びて、サイズが合わなくなるという事もないだろうし。

　安心して健太郎は顔を上げ、地下鉄の路線図を確かめる。

　ここから家に戻るとなると、未優とは逆方向だ。

「じゃあ、ここでお別れだね。今日きようは本当にありがとう、神月さん」

「そうですね、先生」

　うっかりではなく、はっきりと意図を込めて、呼び名を普通のものへ戻す。

　日常へと、戻るための儀式。

「明日も頑張るよ」

「……それは、黒くろ岩いわ先生とのデートが上う手まくいくように頑張るという意味ですか？」

「そうじゃなくて、ボロを出さないようにって事だよ。それが目的だったんだよね？」

　未優らしくもない的外れな受け答えに、健太郎は首を傾かしげる。

「それが分かっていればいいんです。では、さようなら」

　服装とはアンバランスな、きれいな姿勢でお辞儀をすると、未み優ゆうは改札を通って人ひと混ごみの中へ消えていく。

　もう一度深呼吸すると、健けん太た郎ろうも帰宅の途に就いた。

　地下鉄に揺られながら、今日きようの出来事を反はん芻すうする。

　朝、いきなり部へ屋やに訪ねてきていきなりデートというのには面めん食くらったけれど、多分初めて会った日の『結論としてのスポーツ大会メンバー表』と同じ。

　強引で大胆に見えるけれど、彼女なりに熟慮した結果の冷静で合理的で──健太郎の事を気遣った行動に違いない。

「まあ、これでオレも一応完全なデート初心者じゃなくなった訳だから、明日は何とかなるだろう──あっ！」

　小声で独り言を口にした後で、不意に気付く。

　一人暮らしの部屋に女の子がいきなり訪問するというのは、そんじょそこらのデートよりもよっぽど経験値的に大きなイベントではないだろうか。

　そっちなら、自分はもう三回も体験していた。
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　そんな訳で、日曜日。

　健太郎は時間ギリギリで、待ち合わせの人魚像へと向かった。

　約束の五分前には到着していたかったのだけど、服選びに手間取ってしまったのだ。

　昨日きのうの夜、燿よう子こから『気張らない服装で大丈夫ですよ。靴も、歩きやすいもので』と電話があったのを念頭においたのだけど『大人のデートにふさわしいラフな格好』がどんなものなのかまるっきり見当がつかない。

　勤務の時なら教師のコスプレであるスーツ姿でＯＫだし、昨日は未優が用意してくれたから、デートに際してのコーディネイトは本当に初めての体験だった。

　結局、コットンパンツに無地のカラーシャツという無難なスタイルにしたが、決断するまでに変に迷ってしまったのだ。

「黒くろ岩いわ先生、遅れてすみま……えっ？」

　約束の場所で燿子の姿を見かけ、声をかけようとして健太郎は息を飲んだ。

　確かに、そこに燿子は立っていた。

　丈が長めのふんわりしたスカートにサマージャケットという姿は、いつものジャージとは違ってフェミニンな雰囲気だ。肩には、キルトの大きめバッグを掛けている。

　しかし、健けん太た郎ろうがびっくりした理由は彼女の服装ではない。

　燿よう子この周りに南美みなみや有あり紗さ、朱じゆ里りなど、三Ｂの女子が何人も群がっていたからだ。

「あ、来た来た」

「私服だと新鮮な感じだよねー」

　そんな事を口々に言い合いながら、健太郎に向かって手を振ったり手招きしたり。

　彼女たちの私服姿も、こっちにとっては新鮮だった。

「えっと……。黒くろ岩いわ先生、これって一体？」

　健太郎が思わず呟つぶやいた疑問に答えるより先に、燿子は生徒たちに向き直る。

「ほら、これでみんな納得したでしょ？　ちゃんと約束通り、今日きようは唐から渡と先生とデートするわよ。分かったら、はい解散」

　苦笑いで、燿子が告げる。

「えー、でもでもぉ。どうせだったら二人がどんなデートするのかちゃんとチェックしたいじゃないですか」

　おどけた不満顔で、南美が反論した。

　どうやら彼女たちは、健太郎たちのデートを見物するために待ち構えていたらしい。

「デートは、二人っきりでするものでしょ？　これじゃ遠足の引率みたいじゃないの」













　腕を組んで、燿よう子こはため息を吐ついた。

「でもグループデートっていうのもあるじゃないですか。それに、こういうのって漫画の取材にもなるしー」

　しかし、南美みなみは素直に引き下がってはくれない。

「グループデートっていうなら、みんなもちゃんと彼氏連れてくる？　もちろん、わたしの方がしっかり品定めするわよ」

　いたずらっぽく燿子が笑うと、生徒たちは微妙な表情で顔を見合わせた。

「あっ！　じゃあじゃあ、あたしは有あり紗さとカップルって事でー！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　わたし、そっちの趣味はないからっ！」

　いきなり南美に腕を組まれて、いつもはクールな有紗がうろたえた。

「そんな事してもダメ。想像してみて。みんながデートする時に、友達とかが見物でゾロゾロついてきたら、楽しい？」

「ま、あんまり嬉うれしくないかなー」

　燿子の問いかけに、屈くつ託たくなく答えたのは朱じゆ里りだ。

「今日きようはわたしと唐から渡と先生のプライベートなんだし、みんなの事を気遣ってデートに集中できなかったら意味ないでしょ？　後から聞かれたら問題ない事はちゃんと教えるから」

　ターゲットを有紗に定めて、燿子は懇々と諭す。

「ま、それもそうですかね。ほら、行くわよ」

「ぶーっ！」

　南美は頬ほおを膨らませるけれど、有紗が組まれたままの腕でそれを引っ張っていく。

　これも、教師としての観察の賜たま物ものか。気まぐれで子供っぽいところがある南美を直接納得させるのは難しいけれど、親友の有紗を言い含めれば何とかしてくれるという読み。

　戸惑うばかりで口出しの余地がなかった健けん太た郎ろうとしては、ただ感心するしかない。

「でも、このまま帰ったんじゃあたしたちとしてもちょっと面白くないっていうか」

「じゃ、わたしと唐渡先生がデートしたって証拠写真は撮ってもいいわよ。そのくらいなら構いませんよね、唐渡先生？」

　朱里からの申し出も、燿子は上う手まく折り合いをつけて受け流した。生徒を単に叱しかったり甘やかしたりするのではなく、上手く交渉しているのだ。

　健太郎も納得して、燿子と並んで人魚像の前に立つ。

　二人の間隔は、ぎこちない一五センチ。

「もうっ！　それじゃつまんないですよー。棒立ちじゃなくて腕とか肩とか組むくらいのサービスしてくださいって」

　朱里は、愛用のスマホを構えた。

「大人をからかうもんじゃありません」

「そ、そうだぞ、うん！」

　健けん太た郎ろうも燿よう子この尻馬に乗って胸を張るけれど、いつものスーツでないせいか、どうにも威厳不足になってしまう。

「じゃ、今のところはこれで我慢って事で。事後報告、楽しみにしてまーす」

　南美みなみを筆頭にまだまだ名な残ごり惜しそうな子もいるけれど、有あり紗さと朱じゆ里りが上う手まくまとめ役になって他のみんなを引っ張って去って行く。

「はは……。困ったモンですね。あの子たちにも。あ、そうだ。改めて、おはようございます。もうちょっと早く来れば、みんなに見つからずに済んだのに、ごめんなさい」

「いえ。いいんですよ、唐から渡と先生。わたし、一〇分前には着いてたんですけど、その時には辰たつ野のさんたち、もう待ち伏せてたんです」

「あ、そうなんですか。はは……」

「唐渡先生。その服、お似合いですね」

　しまった。

　こういう時は、まず男である自分の方から女性の装よそおいを褒めるべきではないのか。

　しかし、何と言えばいい？　単に『似合う』だけなら、単なるオウム返しだ。

「学校でのスーツ姿より若々しい感じで、まだ学生でも通用するんじゃないですか？」

　健太郎が戸惑っているうちに、燿子の方から褒め言葉の第二射が飛んできた。

「ど、どうも」

　もうこうなると相づちを打つだけで精一杯だ。

　少しでも冷静さを取り戻したくて、メガネのポジションを修正する。

『通用する』どころの話ではない。

　燿子の言う『学生』は恐らく大学生だろうが、実際の自分はまだ一六歳なのだから。

「じゃあ、行きましょうか。今日きようは、わたしにエスコートさせてくださいね。五分くらい歩きますけど、他の駅から地下鉄に乗った方がアクセスが楽ですから」

「はい。お任せします」

　燿子と肩を並べ、健太郎は歩き出す。

　昨日きのうに比べると気持ちがリラックスしているのは、未み優ゆうのお陰で経験値ゼロを脱したからだろうか。それとも変装していなくて、他人から見られて構わないからか。

　まあ、何にしても生徒たちの目もない事だし、実年齢がバレないようには用心しつつ、肩の力を抜いて楽しもう。

　そんな風に考えている健太郎は、知らなかった。

　確かに南美や有紗たちは立ち去った。

　しかし、彼をチェックしている視線が消えてしまった訳ではないという事を。




　南美みなみや有あり紗さたちが去ったおかげで、健けん太た郎ろうたちの様子はよく見えるようになった。

　ただし、こっちは物陰に身を潜めているからアングルは制限されるし、距離があるので話の内容までは聞き取れない。

「……なんだか、和やかそうな様子ですね」

　未み優ゆうは、その姿を見て小さく呟つぶやいた。

　いつもと──そして昨日きのうと印象を変化させるため、シンプルかつボーイッシュな服装で、顔が見えにくいように目ま深ぶかにキャップを被かぶっている。

　いや。きっと健太郎は燿よう子こと本気で仲良くしている訳ではない。あくまで同僚としての節度を保った態度であり、正体がバレないように無難に取り繕っているだけ。

　それに自分も、有紗や南美のような野や次じ馬うま根性とは違う。

　万一、健太郎が何か失敗したら的確にフォローという正当な目的を持って、こっそり追跡するだけだ。何しろ、それが可能なのは自分だけなのだから。

　ポン！

　ビクゥッ！

　いきなり肩を叩たたかれ、未優の背筋が縮み上がった。

　健太郎に意識を集中していて、背後から誰かが近づいてきたのに気付かなかったのだ。

「ごめん、未優ちゃん。驚かせるつもりはなかったんだけど」

　振り返ると、花か菜なが潜めた声で謝罪する。

　何の偶然だろうか。花菜も、未優同様にキャップを被った少年っぽい服装だ。並ぶとペアルック風にも見える。

「えっと……ひょっとして、未優ちゃんも唐から渡と先生を……その……？」

「あ、はい。そうです」

　これで合点がいった。

　彼女の狙ねらいも尾行だ。そうでなければ、このタイミングでここに現れるはずがない。

　目的が同一だから、必然的にスタイルも似たようなものになったのである。

「ね。一緒に行こうか？」

「そ、そうですね。二人組の方が、何かあった時にフォローしあえるでしょうし」

　未優が肯うなずくと、花菜はぎゅっと手を握って肯き返す。

　結果的に、悪くない状況だ。

　今さらしらばっくれるのは無理があるし、一人だけなら例えばトイレに行くのにも見失うリスクがつきまとう。

「じゃあ、行こう。唐渡先生たち、移動するみたいだよ」

「はい」

　未み優ゆうは花か菜なに手を引かれ、適当な距離を保ったまま追跡を開始する。

　健太郎も燿子も、お互いの方に意識が向いているだろうし、尾行者が二人になったところで多分気付かれたりしないだろう。多分、大丈夫。

　──だが健けん太た郎ろうたちを尾行するのは、二人だけではなかったのだ。




「ここですか？」

　燿よう子こに連れてこられたのは、市の中心部と郊外の境目に位置する大きな公園──その中にある動物園だった。

「お嫌いですか？　苦手だったら、他のところへ変更しても構いませんよ。この近く、他にもいろいろ見て回れる場所もありますし」

「いえ。ただ、ちょっと意外だなって思って。僕は動物園なんて、小学校の遠足くらいでしか来た事がないもので」

　口にしてから、また己のミスに気付く。ひょっとして失礼に思われたかも。

　だが、心配をよそに燿子は屈くつ託たくなく笑った。

「確かにちょっと子供っぽいかも知れませんね。でもわたし、ここが好きで休みの日はよく来るんです。年間パスポートだって持ってるんですよ」

　慣れた感じの燿子に従って正門入場ゲートを通って中に入ると、園内は賑にぎわっていた。

　メインは家族連れだが、恋人同士と思おぼしき男女の二人連れも下は中学生くらいから上は燿子と変わらない年齢の大人カップルまでちらほらと見える。檻おりの前でスケッチブックを広げて、動物の姿を描いている高校生くらいの男もいた。

「わたし、動物が動いている姿って好きなんです。躍動感っていうか、生命感っていうか」

　入り口近く、ケージの中で跳ねているカンガルーを見つめて、燿子は目を細めた。




「デートの場所が動物園で助かりましたね」

　物陰から二人の様子を見つめつつ、未優は呟つぶやいた。

　それなりに人ひと混ごみがあって紛まぎれやすく、広々として視界もいい。移動経路もある程度決まっているので、追跡する方にとっては好都合だ。

　何より、中学生でも問題なく入場できる。

「うん。でも……唐から渡と先生と黒くろ岩いわ先生、なんかいい雰囲気だね」

　傍かたわらの花菜が、不安げに呟く。

「そうでしょうか？」

　口にした後で、己の声が少し硬い事に気付く。

　ひょっとしたら自分は、不機嫌になっているのだろうか。

　しかし、一度流れ出した言葉はすぐには止まってくれない。

「クラスのみんながたきつけたから仕方なく、いわば義務的にデートしているのであって、唐から渡と先生は黒くろ岩いわ先生に特別の感情は持っていないのではないでしょうか？」

　形の上では推測のように話しているが、未み優ゆうには確信があった。

　歳としの離れた燿よう子こから、結婚まで視野に入れたアプローチをされても困るだけだ。

「でも、やっぱりお似合いに見えるよ、ちょっと悔しいけど」

　花か菜なの認識は異なる。

　彼女にとって健けん太た郎ろうは大人だ。燿子の方が、釣り合いが取れる相手と思えて当然だろう。

　燿子の『方が』──？

「花菜ちゃんは唐渡先生を……その……異性として意識しているという事ですか？」

「えっ？　そ、そうじゃないよ！　やっぱり先生と生徒だし。別に本気でそんな風に思ってるとかじゃないってば！　わたし、未優みたいに深く考えて話してる訳じゃないから、何となくそう言っちゃったってだけだよ。あは、あははは……」

　花菜が最後に付け加えた笑いは、ぎこちなく上滑りしていた。

「……分かりました」

　それでも、未優は納得する。納得してみせる。

　花菜の目に映っているのも『立派な大人の唐渡先生』という幻影だ。その意味では、立場は燿子と同じ。

　本当の彼を知っているのは、自分一人だけ。

「……未優、何かおかしいの？」

「えっ？」

　不意に、思いがけない事を言われて思わず花菜の方を見る。

「だって今、笑ってたよ？」

「わたしが？　笑ってたんですか？」

「うん。口元が緩んでた」

「そ、そうですか……？」

　指摘されて初めて気付き、唇を緊張させる。

　何な故ぜ自分が笑っていたのか。おかしいのか、うれしいのか。

　未優自身、分からない事だった。




　健太郎たちは、サル山にたどり着いていた。ここは、二階建ての展望テラスからガラス越しに全景を見下ろせる構造になっている。

「ここには八〇頭くらいいるそうですよ。通って何回も見ていると人相……っていうと変ですね。それぞれ違いが分かって、区別できるようになります」

「へえー」

　解説する燿子に、健太郎は素直に感心する。

　自分には、全部同じにしか見えない。大人と子供が体格の大小で区別できる程度だ。

「ほら、あそこ。あの子、最近お母かあさんになったばかりなんですよ」

　燿よう子こが指差したのは、岩山の中段。一頭のメスが、抱きかかえた子猿に授乳している。

「やっぱり、家族っていいですよねぇ」

　うっとりした様子で、燿子が呟つぶやいた。

「そ、そうですか？」

「そうですよ！」

　健けん太た郎ろうの方に向き直った燿子の目がキラキラ輝いている。

「そ、その……確かに家族は素晴らしいですよね。黒くろ岩いわ先生は、お母さんと同居してるんでしたよね？　家族ってそういう事ですよね？」

　健太郎のこめかみを、つつーっと汗が伝う。

　よもやサルからこっちの話題に切り込んでくるとは。

「はい。でも、自分が親になって新しい家族を作るっていうのも素敵だと思いませんか？」

「ぼ、僕はまだそういう事は、考えた事が……」

　ぐいぐい押してくる燿子に、健太郎の方は数ミリ後ずさってしまう。

「家庭も仕事も両方大切にしたいって考えるのって、ワガママだと思いますか？」

「い、いや、その……。本人に意欲と能力があって、家族の理解もあるのなら、むしろ素晴らしい事だと思いますよ」

　燿子のアプローチをはね除のけるのが目的なら、『僕も女性は家庭に入ってほしいと考えています』と言っちゃった方が合理的なのだろう。そこの条件が同じなら、どう考えてもなりゆき講師の新米社会人（実はニセ）よりも、リッチな医者の方がいいに決まっている。

　けれど、そこまで計算高くなれないのが健太郎だ。

　自分の母親も融通の利くフリーランサーという有利さがあったとはいえ、子育てが大変な時期は量をセーブしつつも好きな仕事を続けていたのだし。

「そうですよねっ、やっぱり！」

　ぐぐぐいっ！

　下からせり上がるように、燿子の顔が接近してくる。

「ほ、ほらっ！　せっかくだからもっとサル見ましょう、サルッ！」

　強引に話を逸そらし、サル山の方にもう一度目を向ける。

　見ると、サルたちはエサとして与えられたリンゴをかじっていた。

「そ、そういえばお昼がまだでしたね。この園内に、レストランとかってあるんですか？」

　状況を変えたいというのもあるが、小腹が空すいてきたのも事実。

「あ。わたし、お弁当用意してきたんです」

　燿子の笑みが、柔らかいものに変わる。

「ここ、芝しば生ふのエリアだとピクニックみたいに使ってもいいんですよ。じゃあ、そろそろ一休みしますか？」

　自慢げな顔で、燿よう子こは肩にかけたバッグのストラップをちょっと持ち上げた。




「や、や、やっぱりいい雰囲気じゃない？」

「そ、そうでしょうか？」

　展望テラスの片隅。またしても物陰に隠れながら、花か菜なと未み優ゆうは健けん太た郎ろうたちの様子をチェックしていた。

「で、でもほら。さっき黒くろ岩いわ先生から、唐から渡と先生にその……キ、キスするみたいにぐーっと顔近づけてたし」

　自分で口にした言葉でエキサイトしてしまって、花菜の耳たぶが赤く染まる。

「二人とも大人なのですから、昼間のうちに公共の場所でキスをするとは考えにくいです」

　自分まで一緒になってうろたえては行動が勢い任せになり、尾行に失敗する怖おそれがある。

　ドキドキする心臓を落ち着かせながら、未優は指摘した。

　ただし、この説明はウソだ。健太郎は『ちゃんとした大人』などではない。

「そ、それじゃ夜とか人目がないところだったら、その……しちゃうって事かな？」

「そもそもさっき、黒岩先生が顔を近づけた時に、唐渡先生は顔を逸そらしましたよ」

「……未優、すごいね。細かく観察してるから、そこまで自信持って断言できるんだ？」

「ま、まあ、そうですね」

　この指摘には、少し狼ろう狽ばいしてしまう。

　何しろ確信の根拠は『健太郎の実年齢を知っている』『事前にこっそり念押ししている』という裏側の事情だ。

　初めてできた友達に、隠し事をしているという後ろめたさ。

　いっその事、花菜にもすべてを打ち明けてしまおうか。

　そして正体隠しに協力してもらうとか──一瞬、頭に浮かんだ考えをすぐに追い払う。

　どれほど用心しても、知っている者が増えれば秘密漏ろう洩えいのリスクは増す。

　それに元々一人で何でも片付けてきた自分とは違って、花菜は社交的で顔が広く『みんなで一緒に』を思考する人間だ。

『じゃあ、みんなにも協力してもらおう』とか言われたら、制しきる自信はない。

　やっぱり自分の胸だけに──ううん、自分と健太郎だけの秘密にしておいた方がいい。

　己の内側で考えを整理して、未優は小さく肯うなずいた。

「未優、何か考え事してたの？」

「えっ？　その……ちょっと」

　思ったより、深く思考に沈み込んでいたらしい。花菜に声を掛けられるまで、自分が目を閉じている事さえ意識していなかった。

「先生たち、移動するみたいだよ。見失わないようにしないと」

「そうですね。行きましょう」

　花か菜なに促され、未み優ゆうもこそこそと歩き出した。




　キルトのバッグから取り出したピクニックシートを木陰の芝しば生ふに広げ、健けん太た郎ろうと燿よう子こは腰を下ろした。周りには、同様にランチタイム中のグループがいくつかある。

「じゃーんっ。せっかくのデートなんですから、わたしだってちゃんと料理もできるところをアピールしたいじゃないですか」

　意外に子供っぽい口調で、燿子は二段の重箱を取り出した。

　開くと上段には俵形のオニギリが並び、下段には色とりどりのおかずが配置されている。

　メインはトンカツと白身の焼き魚、アルミカップに収まったエビチリ。サイドを固めているのは卵焼きとカマボコ。キンピラゴボウとほうれん草のゴマ和えで、しっかり野菜も押さえている。見事な行楽弁当だ。

「ちゃんと自分で作ったんですよ。いつもは朝の出勤前に作る余裕がないだけで、わたしだってちゃんとお料理くらいできるんですから！」

　ポットからカップにお茶を注つぎつつ、燿子は熱弁を揮ふるう。

「さ、食べてください」

「は、はい。いただきます」

　気け圧おされるように、まず卵焼きに箸を伸ばす。

「どうですかっ？」

「うん。美お味いしいですよ」

　素直な感想を口にする。

「ウチは父が普通の公務員で、母は専業主婦なんです。ですから、母は家事の腕前はすごくて、わたし、未いまだについ頼っちゃうんですよ」

「へえ。僕のところは──」

　言いかけて、一瞬言葉が止まる。

　両親はトラベルライターと写真家。それほどメジャーではないとはいえ、名前を出して仕事をしている。下手な事を喋しやべると、健太郎の正体バレに繋つながる怖おそれがある。

「どうしたんですか、唐から渡と先生？」

「あ、いえ。僕のところは共働きなので、父も家事は分担していましたね」

　よし、この答え方なら当たり障さわりはない。自然に、具体的な職業には触れないよう話の流れに乗ったぞ──心の中でガッツポーズを取る。自然と、顔には笑みも浮かぶ。

「へえ。そういう男性っていいですよね。唐渡先生がさっきおサルさんのところであんな風に言ってくれたのは、やっぱりご両親の影響？」

　しまった！

　己の迂う闊かつさに、喉のどが強こわ張ばる。

　ちょうど頬ほお張ばっていたオニギリで、むせかえってしまう。

「け、けほっ！」

「だ、大丈夫ですか？　唐から渡と先生？」

　空になっていたカップに、お茶を注つぎ足たしてくれた。慌てて、それを飲み込む。

「どうも、ありがとうございます。ちょっと変なところへ入っちゃったみたいで」

　変なアクシデントのおかげで、期せずして話題が逸それてくれた。

「ご、ごちそうさま。美お味いしかったですよ」

　それでも表面上は丁寧にお礼を述べて、何とか笑え顔がおを作る。

　どこまで本気なのか、正直真意は測りかねるのだけど、燿よう子こには職場で世話になっているし、先生を続けていくのなら友好的な関係を損ねない方がいい。

「あ、そうだ。お昼食べたばっかりで何ですけど、晩ご飯のリクエストあります？　あまり気取ったお店じゃなくて気楽に食べられるところの方がいいですよね？」

「そうですね。これと言って希望は」

「スープカレーはいかがです？　美味しい店、知ってるんですよ」

「スープカレー、ですか？」

「お嫌いですか？」

　こちらの声に微妙な響きが出ていたのだろう。燿子がすぐに尋ね返してきた。

「いえ。カレーは好物なんですけど、実は昨日きのうの晩もスープカレーだったんですよ」

「こちらの暮らしにも慣れてきたから、名物食べ歩きってところですか？」

「まあ、そんなところで」

　燿子の解釈に便乗して、苦笑いでごまかす。

「じゃあ、ジンギスカンはどうです？　わたしも、夜はガッツリ食べたいですし」

「いいですね。そっちはまだ未経験ですよ」

　要ようするに焼肉の一種だから、一人で食べるよりも楽しそうだ。

「実はジンギスカンも第二候補なので、お弁当では焼肉系のおかずは避けたんですよ」

「へぇ……」

　これは素直に感心する気配りだった。

「お酒ＯＫなら、ビールと一緒に楽しめるところもあるんですけどね」

「そ、それは勘弁してくださいってば」

「分かってますって。今日きようは、アルコールはナシで」

　少し名な残ごり惜しそうに、燿子は肯うなずいた。




「……普通にご飯を食べてるだけのようね」

「だ～からぁ～。大人同士のお昼デートで、そんなヤバい事なんて起きるはずないじゃん。しかも動物園だよ、どーぶつえん。健全の極みみたいなデートコースじゃん。面倒だから、あたし帰ってもいい？」

「ダメよ。一人だけだと見失うリスクがあるから、トイレにもいけないじゃないっ」

　植え込みに這はいつくばって身を隠し、頭に木の枝をくっつけた偽装状態。手には双眼鏡という装備で、早さ弥やは健けん太た郎ろうと燿よう子このデートを監視していた。

　ちなみに枝は折ったりしたのではない。運良く、落ちていたものだ。

　生徒会長・間ま辺なべ早弥は、公共施設内の樹木を傷つけるような悪い事はしないのだ。

　実は、この二人も駅からこっそり尾行していた。

　早弥はマスクにサングラスというあからさまに怪しい変装スタイル。無む理り矢や理りつき合わされている蛍ほたるの方はラフなＴシャツにデニムのミニスカートという、ほとんど近所のコンビニにでも出かけるみたいな格好だ。ちなみに、足はサンダル。

「それに、あたしたちもお昼食べてないし～。早弥ちゃん、何かおごってくれんの？」

「尾行が終わったら何でもおごるわよ！　だけど、今は尾行に専念しないと」

「あたし、唐から渡と先生ってただのお人ひと好よしだと思うんだけど、早弥ちゃん、そんなにあの先生に何か問題起こして欲しい訳？」

「起こしたらマズいから、こうして監視しているんじゃないの！」

　トラブルを起こしそうになったら、未遂のうちに現場を押さえて、それを盾に取って退職を要求し、さらに現理事長の責任を追及する。

　これが早弥の──正確に言えば早弥と、理事でもある父の思惑だ。宝ほう盟めい学園をもっとスポーツや進学で有名な学校にするために。

「少子化だし、私立学校が生き残るためには今のままじゃダメって、父は言っているわ！」

「神こう月づきちゃんって言ったっけ？　交流委員会に新しく入った中三の。あたし、あの子の方が正しいと思うんだけどなぁ。今の宝盟のヌルい感じって嫌いじゃないし～」

「そんな考えじゃいけないのよっ！」

　早弥は大声を出した。

　双眼鏡を使っているので、監視対象から充分に距離を取っている。音で気付かれる心配はない。反面、こちらも向こうの会話は聞き取れないのだけど。

　だが──。

「あら？　早弥ちゃん？　何をしてますの、そんなところで？」

　聞き覚えのある声が、早弥の名を呼んだ。

「げっ！　瑛えい美みちゃんっ？」

　慌てて立ち上がり、双眼鏡を隠そうとして、気付く。

　瑛えい美みの手にも双眼鏡が握られていた。

　変装のつもりなのか。マニッシュなパンツスタイルで、早さ弥やのものよりは自然でおしゃれなサングラス。

「その様子だと、早弥ちゃんも唐から渡と先生たちのデートを見ていたようですわね」

　鼻で笑いながら、反り返るように胸を張る瑛美。

『早弥ちゃんも』という事は、当然瑛美がここにいるのも同じ目的だ。

「わたしの事は間ま辺なべ生徒会長って呼びなさいって言ってるでしょ？」

「今日きようは休日で、ここは校外ですわよ？」

「それでもわたしは母校のために行動しているのよ！」

「言い訳しないと自分の行動を正当化できませんの？　このわたくしは違います。唐渡先生のデートを追跡してるのは貴きの宮みや瑛美個人の意思と責任に由来するものであり、いかなる言い訳も必要としませんわ！」

「よ、要ようするに単なるストーキングじゃない！　わたしは別に唐渡先生個人に興味がある訳じゃなくて、生徒会長として……」

「肩書きや役職に固執するのはみっともないですわよ、早弥ちゃん？」

「それを言ったらあなたもでしょ！　何かと言えば交流委員会で……」

「このわたくし、貴宮瑛美は貴宮瑛美である事が何よりも輝かしく、誇らしい事。例えば交流委員会委員長というのは、このわたくしの素晴らしさの一部でしかありませんもの。肩書きで名乗るのは、いわば謙遜！」

「ぐぬぬ……」

　圧倒的な自信で勝ち誇る瑛美を前に、早弥は気け圧おされて歯は噛がみするしかない。

　その横では、蛍ほたるが呆あきれたようにアクビをしている。

「お待たせー。買ってきたよー」

　そこへ小走りですみれがやってきた。手には、ミネラルウォーターとレモンスカッシュ。

「ありがとう、すみれ」

　瑛美はパスされたミネラルウォーターのボトルをキャッチし、即座にキャップを外して一口あおった。

「……いつもの片割れがいないと思ったら、飲み物調達してたのね」

「片割れなんて失礼な。すみれはこのわたくしの大切な友人であり、独立した人格っ！　古ふる尾おさんを無理につき合わせている早弥ちゃんとは違いますわ」

「そうそう。あたしと瑛美ちゃん、一緒に相談して決めたんだもんね」

「む、無理につき合わせてるって……そりゃ確かに、副会長本人は乗り気じゃなかったけど……。その……でも……。わたし、他に頼れる人いないし……」

　後ろめたいので、早さ弥やの反論はどうしても音量ダウンしてしまう。

「すみれとわたくしは目的が同じだから、自らの意思で協力し合っているだけ。二人なら、例えばこのように片方が唐から渡と先生を見張り、もう片方が買い物するのも可能ですもの」

「あのー、瑛えい美みちゃん？　ところで、その唐渡先生は？」

　すみれの言葉に、瑛美と早弥の視線が『健けん太た郎ろうたちが座っていた場所』へと向けられた。

　既にそこには誰もいない。

　鮮やかな芝しば生ふの緑が広がっているだけだ。

　ひゅう～とそよ風が吹いて、木の葉を一枚舞わせた。

「一体どういう事ですの？」

「わ、わたしに聞かれても困るわよっ！」

　瑛美と早弥が顔を見合わせる。

「あ～、ちょっと前にご飯食べ終わって、移動しちゃったみたいだねぇ～」

　蛍ほたるが、呆あきれたように呟つぶやく。

「ちょ、ちょっと前にって？」

「え～と。早弥ちゃんが『ストーキング』って言ったあたり？」

　つまり、たっぷり十分以上も経たっている事になる。

「蛍ったら、どうして教えてくれないのよ！」

「だってあたし、元々尾行したくないしぃ。早弥ちゃん、瑛美ちゃんとおしゃべりしてる方が楽しそうだしぃ」

「ぐぬぬ……」

　まるっきり自じ業ごう自じ得とくなので、早弥は反論できずにまた歯は噛がみするだけだ。

「どうしよ、瑛美ちゃん？　多分まだ園内だし、探して追いかけようか？」

「……いいえ」

　数秒考えてから、瑛美は静かに答えた。

「充分に距離を保ってついていくならともかく、一度見失った対象を捜索するとなると、ばったり遭遇する危険が大ですわ。それは、避けなくては」

　デートをこっそり観察するならともかく、相手の気分を害するような不作法や、自分が尾行していた事を知られるような無様な真ま似ねは、瑛美のプライドが許さない。

「ま、そだねー。何か、今さら探すって雰囲気でもないみたいだし」

　当のすみれも、瑛美と早弥の顔を見比べて納得する。

「……何よ。結局、そっちはストーキングしてただけじゃない」

　早弥は、負け惜しみめいた口調で呟く。

「そう。確かに世間的にはストーキングと分類される行為ですわね。ですがっ！　この貴きの宮みや瑛美は単に関心のある異性をより深く知りたいと考え、なおかつ唐渡先生ご本人のデートを阻害せぬよう行動しました。節度を保っている以上、己の素直な感情に対して、何一つ恥じる事などありませんわっ！」

「す、少しは恥じなさいよ、ストーカーしてたのは事実なんだから！」

「それを言ったら早さ弥やちゃんだって一緒でしょう？」

「だ、だから、わたしは唐から渡と先生の事なんか何とも思ってないの！　学校のためなの！」

「そりゃまた、どういう理屈なんですか？」

　さっきまでの会話を知らないすみれが、不思議そうに首を傾かしげた。

「そ、それは……その……」

　早弥は言葉に詰まる。

　交流委員会のリーダーである瑛えい美みは、宝ほう盟めいの現状に賛成──というよりも早弥の父とは反対の方向に進めようという先導者だ。

　彼女を前に、自分たちの思惑を喋しやべる訳にはいかない。

「あー。ひょっとして、ホントは会長も唐渡センセが好きなんだけど、立場上素直になれないから変な理屈つけてごまかしてるとか？」

　すみれはイタズラっぽい笑え顔がおを、じりっと早弥へと寄せる。

「ち、違うわよ！　絶対、一切、断固としてそんな事はないのっ！　見失った以上、もうここに留とどまっている意味はないわっ！　帰るわよ、蛍ほたるっ！」

　大きく両腕を振り回して否定すると、早弥はズンズンと大股で歩いて行く。

「あ～あ、結局なーんにも意味なかったねぇ～。あたし、最初から家で寝てればよかったよぉふぁぁあ」

　大アクビでぼやきながらも、蛍はぺたぺたサンダル足で早弥の後ろをついていった。









７章　　夜のファイティングポーズ






　動物園の後はカフェでお茶を楽しんだり、土産みやげ物屋を見て回ったりで時間を過ごし、夕食に調度いい頃合いになる。

　燿よう子こお奨すすめのジンギスカン店は地下鉄で元のルートを折り返し、ＪＲ駅前のメインストリートからは少し離れた、小さな居酒屋などが並んだあたりだった。

「安心してください。約束通り今日きようはアルコール無しに徹しますから」

　健けん太た郎ろうの警戒を読み取ったのだろう。いたずらっぽく、舌先を出して燿子は笑う。

　彼女が案内してくれたのは大衆食堂っぽいくだけた雰囲気の店で、雑然とした俗っぽさが心ここ地ちよい。空気に、脂や煙の匂いが混じっている。

　二人が通されたのは、一番奥のテーブル。それこそ様式は焼肉屋に似ているが中央にあるのがロースターではなく、独特の形に盛り上がった円形の鍋というか、鉄板だ。

「観光客も来ますけど、知る人ぞ知る地元の名店なんですよね、ここは」

「へー。そりゃ期待できますね」

「初めてなんですよね？　全部わたしが仕切っちゃっていいですか？」

　メニューを見ながら、燿子が尋ねる。

「ええ。お任せしますよ」

　燿子がいろいろとオーダーすると、ウーロン茶のジョッキ二つと一緒にタレに浸つかった肉と、野菜のセットが運ばれてきた。

　熱せられた鉄板に乗せると、ジュウッという音と共に食欲をそそる匂いが広がった。

「そろそろ食べ頃ですよ。どうぞ」

「じゃ、いただきます──んっ！　美う味まいっ！」

　人生初のジンギスカンに、思わず叫ぶ。

　牛や豚とは異なる弾力と味わいを持つ羊の肉に、ニンニクの効いたタレがマッチする。濃厚な脂が、胃袋を刺激する。

　ついつい箸が伸びて、焼き上がる端から口へと運ぶ。

「若い男の人ですもんね。たくさん食べてる姿って、何だか見てて気持ちいいです」

「あ、ごめんなさい。オ──僕ばっかりたくさん食べて」

　あまりの美味に緊張が緩んで、つい素が出そうになった。

　今日はネクタイもないので、こういう時に気持ちを引き締める小道具はメガネしかない。一度外し、レンズを拭ふいてかけ直す。

「いいんですよ。ここは、変に気取るようなお店じゃありませんし。ほら、わたしも元々が体育会系なので、お肉モリモリは大好きですしね」

　そう言って、燿よう子こも焼き上がった漬け込み肉をはむはむと噛かんだ。

「それで、その……お見合いの事なんですけどね」

　来た！

　燿子自身も、どう切り出していいのか悩んだのだろう。

　恐らくは考えた末の、何の工夫もない真まっ直すぐな切り出し方だった。

「正直、悩んでるんです。本当に教師を続けたいのなら、すっぱりお断りしてしまえば一番いいんでしょうけど……」

　燿子の視線は健けん太た郎ろうではなく、ジョッキの中でカラカラ揺れる氷に向けられていた。

　多分、本当はアルコールの力を借りて話したいのではないだろうか。

「こんな風に迷っちゃうという事は、わたし自身普段考えているほど、先生を続けるっていう事にこだわりがないのかも知れませんね。ひょっとしたら、仕事も結婚もって全部欲しがるのは欲張りなのかも」

「……」

　ここまで深刻な話をされても、健太郎としてはただ黙って聞いているしかない。

　何しろなりゆきでやっているだけのニセ先生、ようやく異性を意識するようになったばかりの、未熟な一六歳。

　それでも相談を持ちかけられている以上、同僚として後輩として、何も答えない訳にはいかない。

「えっと……正直、僕はまだそういう事を真剣に考えた事はありません。何しろ就職にもしくじって、フラフラしてたくらいですから」

　苦笑しながら、何とか言葉を紡ぎ出す。

「でも……なんていうかその、人間って何から何まで自分の意思だけで決められる訳じゃないですよね。いろんな状況に取り囲まれていて、人との出会いとか、アクシデントとか、思わぬところからやってきたりして」

　健太郎が語る内容に、燿子は真剣な顔で耳を傾けている。

「だから、時にはなりゆきっていうか、流されてしまう事もあるんじゃないでしょうか？　でも『乗ってみてもいい流れ』を見極めるのは自分自身だし、後は流れ着いた先で頑張って溺れないようにするしかない……んじゃないでしょうか？」

　喋しやべった後で後悔する。

　勢い任せで、何を偉そうな事ほざいちゃってんだ、オレは！

　相手はオレなんかよりずっと大人の、本物の社会人だぞ！

　だが健太郎の内心に反して、燿子はふっと笑った。

「……そうですね。唐から渡と先生もそうして先生になったんですし」

「はは……。その通りです」

　指摘されてから気付いて、笑うしかなくなる。

「そうですよね。わたしが自分で考えて、決めなきゃいけない事ですもんね」

　燿よう子この笑みは、穏やかで暖かい。

「生徒や理事長に背中を押される形ですけど、こんな風に初うい々ういしいデートなんて本当に久しぶりで、何だか高校生の頃に戻ったみたいです」

「は、はは……」

　本当は高校に通ってる年齢の健けん太た郎ろうとしては、また苦笑するしかない。

「考えてみたら、唐から渡と先生ともお会いしてから一か月くらいしか経たってないんですよね。それなのに、普通にお付き合いするとかじゃなくていきなり押しかけたりして……いろいろ焦ってたんだと思います。やっぱり恋も仕事も、初心を忘れちゃいけないんじゃないかなって……今日きようのデートで、改めてそう感じました」

　少し恥ずかしそうに、燿子は目を伏せた。

「そ、そういうもの……なんでしょうね」

「じゃ、面倒な話はここまで！　じゃんじゃん食べましょう。すいませーん、追加お願いしまーす」

　パンと手を叩たたいてムードを切り替えると、燿子は手を挙げて店員を呼んだ。




　もちろん未み優ゆう＆花か菜なのコンビは尾行を続け、この店の前にも張り込んでいた。

　二人は居酒屋の看板の陰でぴったり重なって、身を潜める。生まれ育った市内でも、大人向けの盛り場は中学生にとっては不慣れなエリアだ。身を寄せ合うのは単に隠れる目的だけでなく、不安を抑えるためでもある。

「晩ご飯があのお店っていう事は、まあ安心かな？」

「花菜ちゃんは、あのお店知ってるんですか？」

「うん。前に一度だけ家族で来た事あるんだ。美お味いしいんだけどニンニク強めで、ちょっと匂いとかが……」

　そこまで言って、花菜は顔を赤くした。

「どうかしたんで……ああ、そ、そういう事ですね」

　花菜が思いつき、口にしかけた内容に勘づいて、未優も頬ほおを染めてうつむき、そっと己の唇に指を当てる。

　お互いに口臭が気になるようでは、例えばキスとかに発展する可能性は限りなく小さい。

「あ、でも逆のパターンがあるかも！」

　不意に何かに思い当たり、花菜は身体からだを緊張させた。

「逆、というのは何でしょうか？」

「だ、だから、ほらっ！　お互いにもうそんな匂いなんか気にしないくらいの間柄だとか！　二人とも同じだから平気って考え方もあるし」

「さ、さすがにいきなりそれはないと思いますっ！　い、いくら大人同士と言ったって、今日きようが初めてのデートですよ。いきなりそんな展開になるなんて間違ってますっ！」

　健けん太た郎ろうは言うに及ばず、燿よう子こも生き真面目まじめで不器用──歳としのわりには純情なタイプだ。

「そ、そうだね。うん。単に、仕事仲間が一緒にご飯食べてるだけだもんね」

　迸ほとばしりすぎた想像をどうにか鎮しずめて、二人は顔を見合わせた。

　そんなこんなで、一時間半くらい過ぎただろうか。

　満足した表情で健太郎と燿子が店から出てきた。

「ホント、ご馳ち走そう様さまでした。黒くろ岩いわ先生。満腹で、大満足です」

「いいんですよ。先輩なんですから、このくらい」

　そんな風に話しながら、駅へ向かって歩いて行く。

「な、なんだかますます親密な感じになってない？」

「……確かにそんな印象はありますけど、単に一緒の時間を過ごし、食事もともにしてリラックスしただけではないでしょうか？」

「そ、そうかな？　そうだよね、うん。ね、未み優ゆう、どうする？」

「駅の方に向かっているようですし、ここまで来た以上は当然、最後の最後まで確認するべきだと思います」

「うんっ」

　二人は距離を保ちつつ、健太郎たちの後をついていく。

　もう少しで大通りに出るというあたりで、不意に健太郎と燿子の足が止まった。

　未優たちもそれに反応してストップし、看板の陰に隠れる。

　ここからは聞こえないが二言三言会話した後、振り返り、燿子だけが走り出した。

　体育教師らしく、足が速い。

「ど、どうしよう。こっち来るよ？」

　花か菜ながうろたえた。

「ちょっとしたアクシデントでしょう。とりあえず、見つからないように隠れないと」

　とっさに花菜の手を引き、未優は脇わきの小道へと後退する。

　その前を、燿子が駆け抜けていく。

　ドンッ！

　その時、何かが未優の背中に当たった。




「あら？」

　駅に向かって歩いていると、唐突に燿子が何かに気付いた。

「どうかしましたか、黒岩先生？」

「さっきのお店に忘れ物しちゃったみたいです。ちょっと戻って取ってきますよ」

「じゃあ僕も一緒に……」

「わたしだけでひとっ走りの方が早いですよ。唐から渡と先生、食べ過ぎじゃないですか」

「ま、まあ、そうですけど……」

　指摘されて、健けん太た郎ろうは苦笑するしかない。

　ジンギスカンがあまりに美お味いしすぎて、ついぱくぱくと食べ過ぎてしまった。

　食べるだけ食べた後、燿よう子こから『ここはわたしが』と言われて焦り、『自分の分は自分で』『せめてワリカンで』と交渉したのだけど、結局おごられてしまった。

　己がデートビギナーだと痛感する。

　経験値がゼロから一になっただけで、すぐにレベルアップしてあらゆるパラメータやスキルが向上するなんて、そうそううまい話は転がっていないのだ。

「じゃ、ちょっと待っててくださいね」

　自分もそこそこ食べた後だろうに、燿子の足は速い。

　元々が体育教師だし、靴も動物園散策向きの歩きやすいものだ。軽く走っただけでも、結構なスピードが出ている。

「まあ、数分で戻るだろうし、ルートも決まってる訳だし……」

　ただぼんやりとこの場で待つよりは、少しでも迎えに戻った方がいいかな──そんな風に考えて、健太郎もゆっくり歩き出した。




「てめえ、人にぶつかっといてワビもなしかよ？」

「だから、ちゃんと『ごめんなさい』って謝ったじゃないですか！」

　花か菜なは、若い酔っぱらいに反論する。

　慌てて後ろ向きに路地に飛び込んだ時、うっかり人にぶつかってしまったのだ。

　もちろん花菜も未み優ゆうもすぐに謝罪したが、相手が悪かった。

　まだ若い、柄の悪い男の二人組。

　髪は派手な色に染め、耳はもちろん、唇や鼻び翼よくにもピアスが着いている。痩やせている方の頬ほおにあるトライバルタトゥーは本物か、それともシールか。

　まだ時間帯は早いのにかなり酒が回っているようで、顔は赤く目も据わっている。

　強引に奥へと引っ張り込まれて、袋ふくろ小路こうじに閉じ込められる。

「お嬢ちゃんたちがぶつかったせいで、骨折れちゃったかもなぁ」

「どう考えてもそれほどの威力はありませんが、骨折の可能性があるなら一緒に警察に赴いた後、病院で検査してもらいましょう」

　酒臭い顔を寄せて難癖を付ける太った男に、未優はあくまで冷静に正論を述べる。

「生意気な事言ってんじゃねえよ！」

　ドンッ！

　男たちは、花か菜なと未み優ゆうに覆おおい被かぶさるように背後の壁に両手を突いた。

「注意を怠ってぶつかった事については、わたしたちのミスです。その事については再度謝罪します。ごめんなさい」

「ンな事を聞きたいんじゃねえんだよっ！」

　やせ男が声を荒らげた。

「意味が分かりません。あなたたちは何を要求しているんですか？」

「金だよ、金出せってんだよ！」

「そうする必要性はありません。単にぶつかっただけに対して、不当な要求です」

「そ、そうよ！　女の子脅して、恥ずかしくないのっ！」

　この期に及んで冷静な未優の態度は、男たちの神経を逆さか撫なでするばかりだ。

　だが、友達を孤軍奮闘させる訳にはいかない。

　自分も加勢しなければ。

「こざかしい事言ってんじゃねえ！」

「金より、カラダで払ってもらった方が楽しいんじゃねえの？」

　酔っ払い二人の会話が、より危険な方へと流れていく。

　己が恐怖で震えているのを、花菜は実感した。

　思わず、すがるような気持ちで未優に目を向ける。

　彼女も唇を噛かみしめて、必死に耐えていた。

　誰か、誰か助けて。

　先生っ！

　叫びそうになったその時──。

「そこ、何やってるんだ！」

「あ……」

　現れた姿に、花菜は感嘆の息だけを漏らした。

「せ……」

　未優も、言いかけた言葉を止める。

「何だ、お前は？」

「関係ない奴やつは、引っ込んでろよ」

　男たちが睨にらみつける。

「無関係じゃない。僕は、その子たちの先生だ！」

　堂々と胸を張り、唐から渡と健けん太た郎ろうは宣言した。




「ンな事、聞きてえんじゃねえんだよ！」

　燿よう子こを迎えに行こうとジンギスカン店へと歩いている途中、脇わきの路地から柄の悪い男の怒鳴り声が聞こえてきた。

　わ、何かヤバそうだな──健けん太た郎ろうも、最初はそそくさと足を速めかけた。

　秘密を抱えている身としては、余計なトラブルに巻き込まれるのは避けなければ。

　だが、続けて聞こえてきたのは、女の子の声。

　男声に比べるとボリュームは小さく、はっきりと聞き取れた訳ではない。知っている声という確信は持てない。

　だけど、万が一にも思った通りの人なら──。

『見過ごす訳にはいかない』と頭で判断したのは、足が勝手に動いた後。

　路地に飛び込んで目にしたのは、未み優ゆうと花か菜ながチンピラっぽい二人の男に難癖を付けられている最中だった。

　どうしてこんな状況に陥おちいったのか。すぐには分からない。

　だけど、やるべき事ははっきりしている。

「そこ、何やってるんだ！」

　大声を上げて、叱しかる。

「何だ、お前は？」

「関係ない奴やつは、引っ込んでろよ」

　睨にらまれると、一瞬腰が退ひける。

　でも、言わなくてはいけない。

「無関係じゃない。僕は、その子たちの先生だ！」

　言った。

　言ってしまった。

　本当は、ただの未成年。

　校内なら一応身分や立場は保証されているけれど、街中では何の後ろ盾もない。

　校外で、休日で、勤務時間外。盛り場の裏通りに立っている、ただの一人の男。

　それでも、唐から渡と健太郎は──先生だ。

　なりゆきでそうなっただけ。でも、流された先でどう判断し、行動するかは自分次第だとさっき燿子に言ったばかりだ。

　今の立場を守るために、未優にはいろいろ助けてもらった。

　花菜もクラスをまとめて支えてくれている。

　この場にいない子たちだって、自分をちゃんと先生として信じ、慕ってくれている。

　だったら無資格でも、校外でも、目の前に一人でも『生徒』がいるのなら、自分は『先生』なんだ。

　この子たちを守る責任がある！

　戦ってでも。傷つく事になっても！

「先生？　なんかそのワリには頼りなさそうだな。背ぇばっかりひょろひょろ高くてよ」

「だいたいだなぁ。このガキからぶつかってきたんだぜ？」

　酔っ払い二人は呂ろ律れつの回らない口調で、健けん太た郎ろうを睨にらみあげる。

「どうしたぁ！　やんのか、アァン？」

　痩やせた方が顎あごを突き出し、太った方が指をポキポキ鳴らす。

「おうおう。どうすんだよ、センセ？　やるってのかぁ？」

　手を伸ばせば殴り合えそうな距離で、痩せた方が歪ゆがんだ姿勢で睨みつける。

　健太郎は拳こぶしを握りしめる。力を込めすぎて、手が小刻みに震える。

　そして──。

「すまなかったっ！」

　健太郎はいきなり頭を下げた。

「その子たちに非があったというなら、僕からも謝る。だから、もう許してやってほしい！」

「先生、謝る事なんてありませんっ！」

「この人たちの要求は、過剰で不当です」

　花か菜なと未み優ゆうが口々に訴えるが、健太郎は深く頭こうべを垂れたままだ。

　本当の実力で女の子にモテモテの強くてかっこいいヒーローなら、酔っぱらいくらい軽くノックアウトしてヒロインを救い出すのだろう。

　だけど、自分は違う。

　なりゆきで先生になって、女子校唯一の若い男という加点のおかげで人気者になっているだけの、これと言った取り柄もない一六歳。

『設定固め』の時に盛り込もうと目論んだような強さなんて持ち合わせてない。

　女子校の中ではゴキブリを倒せるだけで勇者になれても、この場では無力。

　ならば『大人』『先生』という仮かり初そめの立場で、全力で誠意を見せる事だけだ。

　対応を間違ってはいけない。

　人を呼んで騒ぎを大きくすれば未優たちも困るだろうし、教職員がケンカ沙ざ汰たなんか起こしたら学校にも迷惑がかかる。

　自分一人がみっともない真ま似ねをして事が収まるなら、こんな頭くらいいくらでも下げてやる！

「それで謝ってるつもりかよ？　基本、土下座だろ？」

「だよなぁ。土下座、土下座！」

　痩せた男の尻馬に乗り、太った方がはやし立てる。

　挑発され、噛かみしめた奥歯がギリギリと痛む。

　それでも、逡しゆん巡じゆんを意志の力で抑え込む。

「……分かった。これでいいか？」

　冷たく硬いアスファルトの上に膝ひざを折り、両手を突いて、地面に額が触れるぎりぎりまで顔を下げる。

「まだまだ、頭ずが高ぇよ」

　ガズッ！

　頭に、ショックが加わる。押されたおでこが、打ち付けられて激痛が走る。

「先生っ！」

　未み優ゆうと花か菜なの声が重なった。

「……これで気が晴れたら、その子たちは許してやってほしい！」

　胸から絞り出した声で、もう一度繰り返す。

　何をやってるんだろう、オレは？

　ズキズキ痛む眉み間けんに、そんな考えが閃ひらめく。

　こんな奴やつら相手に土下座なんかして、踏まれても文句一つ言わないなんて、無様でみっともなくてかっこ悪くて情けなくて──。

　だけど、未優たちを守るためだ！

「情けねえな。ここまでされてただ平謝りかよ」

　頭上から、嘲あざけり笑う声が響く。

「普通、男だったらこういう時は戦うモンだろ？　女の前で、少しはカッコつけたいとか思わねえのかぁ、ギャハハハ！」

　また頭が蹴けられる。

　何とでも言え！

　自分に矛先が向いて、未優や花菜を守れるなら、それで上等だ。

　この土下座が、オレのファイティングポーズだ！

　歯を食いしばり、声にならない雄叫おたけびを心の中だけで叫ぶ。

「あなたたち、何をやってるのっ！　警察を呼びますよ！」

　大きな声が、路地裏に響き渡った。

「げっ！」

　男の靴底が、健けん太た郎ろうの頭から離れた。

　声の主は、燿よう子こだ。

「な、何だよ、女一人増えたくらいで……」

「ヤバいよ。本当に人集まってきたら」

　まだ強がる痩やせ男を、うろたえた太っちょが窘たしなめる。

「……けっ！」

　言葉にもならない音を最後に吐き捨て、二人組は燿よう子こを突き飛ばすようにして路地から飛び出して逃げ去っていった。

「大丈夫ですか、唐から渡と先生？」

　真っ先に駆け寄ってきたのは、未み優ゆう。すぐに花か菜なも追いついて、健けん太た郎ろうを助け起こす。

「は、はは。大丈夫だよ。おでこ、ちょっとぶつけただけで……」

　額を触ってみても、血が出ている様子はない。

「ごめんなさい、唐渡先生！　置き忘れたケータイがお店で見つからなくて、探していたら思ったより時間がかかっちゃって……。とりあえず、ケガはしてないみたいですね」

　燿子も、健太郎の額を心配そうにのぞき込む。

「ホント、大した事はありませんから。はは……。一応とはいえ、先生ですから」

　立ち上がって膝ひざの汚よごれをパッパと払う。

　みんなを安心させたくて力強く笑おうとするのだけど、どこか気の抜けた声しか出ない。

　やった事と言えば土下座だけだし、結局は燿子に助けられたし。

「それで、美み里さとさんと神こう月づきさんはこんな時間、こんなところで何をやってたの？」

　両手を腰に当て、学校と同じ教師の口調で燿子が尋ねる。

「えっと……それは……その……」

「ごめんなさい。今日きようは、お二人のデートをずっと尾行していました」

　花菜が口ごもっているうちに、未優は率直に答えて頭を下げた。

　最初から他のクラスメイトとは別行動で、こっそり後をつけていたのだという。

「……もうっ！　最初にみんな追っ払ったと思ったのに……」

　燿子は大きくため息をついた。

「あのね。他人のデートをつけ回すのもよくないけど、日が暮れてからこんな場所に中学生だけで来るのも考え物でしょ？」

「……ごめんなさい」

「反省しています。いろいろと注意が足りませんでした」

「黒くろ岩いわ先生、二人とも反省しているみたいですし、そのくらいで。この件は大おお事ごとにはせず、僕たちの胸に止とどめておくという事でいいんじゃないでしょうか？」

　項うな垂だれる花菜と未優の肩をポンポンと叩たたきながら、顔は燿子の方を向いて笑う。

「まあ、唐渡先生がそれでいいと仰おつしやるなら……。警けい察さつ沙ざ汰たにするほどの事でもないみたいですし、事を荒立てたら美里さんと神月さんも困るでしょうし」

　燿子も納得してくれたようで、安心する。

　もちろん『先生のデートを尾行して、夜の盛り場までついてきた中学生』というのを表沙汰にされたくないのが第一だけど、さすがに警察が関かかわるような事態になったら健太郎だって素性を隠しきれない。

「じゃあ、唐から渡と先生。今日きようのデートはこれでお開きって事で。申し訳ないですけど、神こう月づきさんを送ってもらえますか？　わたし、美み里さとさんと方向が一緒ですから」

「分かりました。それじゃ」

　取りあえずは、四人一緒に駅まで向かう。

　その様子を、遠くから見つめている者たちがいた。




「……出て行くタイミングを失いましたわね」

　腕組みをした仁王立ちで、瑛えい美みは呟つぶやいた。

「ま、今さらあたしたちがしゃしゃり出てもねー」

　隣で、すみれが苦笑する。

　二人とも、繁華街の片隅に立ったまま、ちょっと気まずい雰囲気で四人を見送っている。

　瑛美とすみれは、未み優ゆうたちのようにずーっと尾行していた訳ではない。

　一度見失った後、そのまま帰宅するのもつまらないのであちこち遊び歩き、シメに穴場のお店で夕食を済ませた後、偶然路地に飛び込む健けん太た郎ろうを見かけたのだ。

　即座に飛び出そうとする瑛美をすみれが押しとどめ、状況を静観しているうちに燿よう子こが走ってきたのである。

「不正義を見過ごしかけたというのも不愉快ですけれど、他人が問題を解決した後でのこのこ顔を出すというのも、このわたくし、貴きの宮みや瑛美にはふさわしくありませんわっ！」

　固定ポーズのまま、悔しそうに吐き捨てる。

「でも、あたしたちが出てっても、上う手まくいったかどうか微妙だよー。燿子センセは大人だけど、あたしや瑛美ちゃんみたいな高校生が首突っ込んでも、ああいう男ってますますつけあがったり、変な事考えたりするし」

　苦笑いしながら、すみれは瑛美の胸をちょんと突つついた。

　存在しているだけで男にとっては目の毒な、圧倒的ボリューム。

「……確かにこのわたくし、貴宮瑛美はあらゆる男性を魅了する魅力を備えており、なおかつスポーツ万能ではあるものの格闘技や護身術の類たぐいは惜しくもマスターしていないので、あそこで様子見を主張したすみれの判断が間違っていたとは言い切れませんわ」

　強気なのか謙遜してるのか、微妙に怪しい言い回しで瑛美は独り合点で肯うなずく。

「警けい察さつ沙ざ汰たはマズいけど、大声出して人を呼ぶって手はあったかもねー。ああいう連中って見た目は怖そうだけど根はビビリなのが多いし」

「結果的に唐渡先生のかっこいい姿が見られましたから、まあよしといたしますわ」

　満足げに、瑛美はブロンドの髪をかき上げる。

「かっこいいところ？　あの展開で、瑛美ちゃんがそう言うのって意外」

「そうですの？」

「うん。だって瑛えい美みちゃんって、基本偉くて強くてかっこいいのが好きだと思ってたもん」

　すみれが、小首を傾かしげる。

「充分かっこよかったですわ！　虚勢を張り、蛮勇を振り回すのは簡単な事。ですがっ！　自分自身ではない誰かのために、躊ちゆう躇ちよせずに屈辱を受け入れ、耐える！　あれこそが真の勇気であり、人間としての器量というものですわっ！　少なくとも、このわたくしにも不可能な事を、あの方はやってのけたのですものっ！」

「うんうん。かっこ悪いのがかっこいいって奴やつだよねー。それこそ、センセ相手に威張ってた連中みたいなのはガキっぽいっていうか」

「しかもっ！　唐から渡と先生のその姿を、ざっと一〇〇〇人の全校生徒の中で、このわたくしだけが知っているというこの光栄っ！　何かこう、運命的なものまで感じますわっ！」

「瑛美ちゃん瑛美ちゃん、瑛美ちゃんだけじゃないから。あたしもだから。それに未み優ゆうちゃんと、一緒にいたあの子も」

　笑いながら、すみれはひょいひょいと手を振った。




　花か菜なは、燿よう子こと一緒に駅前のターミナルからバスに乗った。

　この時間帯なら、地下鉄を経由するよりこちらの方が乗り換えが少なくて楽だ。

「あの……黒くろ岩いわ先生、自宅までじゃなく、近くまでで結構ですから……」

　乗客の少ないバスの片隅、隣の席の燿子に語りかける。

「分かってるわよ。さっき唐渡先生にも言った通り、さっきの件はあれでお終しまい。警けい察さつ沙ざ汰たにしたり親御さんに話したりする気もないわ。だから、美み里さとさんも今後はああいう軽率な真ま似ねはしないでね」

　夜景の車窓を背景に、燿子は温かく微笑ほほえむ。

「はい。ありがとうございます」

「それにしても、ちょっと美里さんらしくないわよ。わたしたちを尾行──しかもクラスの他の友達を出し抜いてなんて」

「あの……どうしても気になっちゃって」

　燿子の口調が深刻でなく、からかうようなものだったので、花菜もそれに合わせて『てへっ！』という感じで、自分の頭をコツンと小突く。

「黒岩先生、今日きようのデートの感想、聞かせてもらえますか？」

　雰囲気がよくなったのに乗じて、本当に知りたい事を尋ねる。

　どこへ行ったのか、何をしたのかは、追跡していれば分かるけれど、どう感じたかは本人にしか分からない。

「……そうね。楽しかったわよ」

　少し考えた後、燿子は答える。

「今日きようはデートって言っても三Ｂのみんなに強引に背中押されての事だから、恋愛対象とか恋愛対象候補っていうより、本当に同僚で後輩っていう感じで。唐から渡と先生との距離感をつかみ直せたのは、結果オーライっていうかケガの巧妙っていうか。思いっきりバタバタしたせいで、一周回って落ち着いたっていう感じ？」

　私服で会うと思ったより若い印象になるとか、若い分頼りないところもあるけれど何事にも一所懸命だとか、楽しそうに燿よう子こは語る。

　それでも、燿子の答に安心している自分がいる事を、花か菜なは実感していた。

　唐渡先生は、同僚で後輩。

「えっと……それじゃ、この間のお見合い相手の人は？　そっちは恋愛対象っていうか、最初から結婚まで視野に入れてお会いしたんでしょ？」

「いい人だけど、結局は縁がなかったのかなって思う」

　何年かの時間が過ぎたら自分自身の考え方が変わって『仕事よりも結婚優先』と思うようになるかも知れない。

　けれど『今』はそうではない。そして相手が早めの返答を望んでいるのなら、『今の自分』としてお断りするのが精一杯の誠実さ──それが自分の結論だと燿子は言う。

「唐渡先生にも言われたの。『流れに乗るかどうか、決めるのは自分自身』って。考えた末に妥協すべき時もあるけど、いつかは仕事にも理解がある結婚相手が見つかるかも知れないから、今回は縁が無かったと割り切る。この流れには乗らない──そう決めたの」

　誇らしげに、燿子は語る。

「それに、さっきの唐渡先生見て思い出したんだ」

「何をですか？」

「教師を目指した時の初心。自分が生徒として経験した楽しい事や嬉うれしい事を、次の世代に伝えていきたい。教え子と一緒に学校生活を満喫して、共に成長していきたいっていう気持ち。今は、生徒だけじゃなくてかわいい後輩も指導しなくちゃいけないんだしね」

　潰つぶれそうなクラブを支えたりしたのも、燿子自身が高校時代に経験した事だという。

「そうですか……」

　理解できたようなできていないような、曖あい昧まいな気持ちで答える。

　それでも、はっきりと燿子に共感できるポイントがあった。

　騒動が起きてバタバタしたせいで、自分の気持ちがはっきり分かったという事。

　どうして南美みなみや有あり紗さみたいに、健けん太た郎ろうと燿子のデートを後押しできなかったのか。

　いつもならクラスのみんなのまとめ役を引き受けるのに、今日はこっそり単独行動をしてしまったのか。

　最初にあるのは、気持ちだ。

　行動がそれに続いて、自覚は最後に訪れる。

『好き』だと思ったから、その感情に沿って動くのではない。

　何かやらかしてしまってから、理由が『好き』だった事に気付く。

　恋をしている──恋を自覚している美み里さと花か菜なは、今までの自分とは違う生き物だった。

　でも、どうすればいい？

　相手はずっと年上で、先生だ。

　この気持ちが本物だと気付いてしまったら、かえって今までみたいに気軽に部へ屋やに押しかけたりはできないかも。

「どうしたの、美里さん？　ぼーっとしちゃって」

　こちらの様子がおかしかったのか。燿よう子こが心配そうに声をかける。

「あ、いえ。ちょっと考え事しちゃったみたいで」

「わたしが恋愛とか結婚とか、余計な事言っちゃったからかしら？」

「いいえ。そんな事ないですっ！」

　思いっきり否定してから、力強すぎて不自然だと思い当たる。

　これも、行動が先。自覚は後。




　地下鉄はやや混こんでいたので、健けん太た郎ろうと未み優ゆうは車両の境目のドアの辺りで立っていた。

「先生、今日きようは本当に申し訳ありませんでした」













「……構わないよ。神こう月づきさんの事だから、オレがデートで変なボロ出さないようについてきてくれたんだろ？　昨日きのう今日きようと、本当にありがとう」

「それなのに、わたしの方がトラブルを起こしてご迷惑をおかけしてしまったのですから、言葉もありません」

　恥ずかしそう──というよりは屈辱を感じているのか、未み優ゆうは視線を足下に下ろした。

「はは。どっちかって言うと、オレの方がみっともない姿を見せちゃったけどな。空手の達人とか変な設定つけとかなくてよかったよ」

「……みっともなくないです。わたしがきちんと交渉しようとしても上う手まくいかなかったのを、結局収めたのは先生の行動でしたから」

「オレの土下座より、黒くろ岩いわ先生が大声出してくれたからさ。ま、ああいう連中でしかも酔ってたから、正論は逆効果だし、女の子二人だからナメてかかってただろうしね。ま、オレの『先生』も、どの程度効果があったかは怪しいけどさ」

　健けん太た郎ろうは苦笑する。

　何しろ『先生』というのはウソの上に乗っかった仮かり初そめの肩書きだ。

「ただ資格を持っていたり、職務に就いているだけでは『先生』ではあっても『いい先生』にはなれないのではないでしょうか？　自分自身が考える、先生としてふさわしい行動を実行するのが、本当の意味での『先生』なのだと、わたしは考えます」

　未優が、上目づかいで見上げる。

「そ、そうかな？　ありがとう？」

　褒めているのだろう、多分。

「先生に限らず、どんな立場や関係であっても、単にそうと決まったからではなく、その中でどう感じ、考え、行動するのが肝心……なのでしょうね」

「ああ！　だから、今日は美み里さとさんと一緒だったのか。そうだよな、友達だもんな」

　友達宣言をしただけで完全な友情が保証される訳ではないし、親しい間柄が無条件で継続され続ける訳でもない。

「え？　えっと……まあ、そうです。あ、勘違いしないでください。別に二人で待ち合わせて尾行した訳ではなく、偶然一緒になって協力し合っただけですし、もちろん昨日の事だって話していません」

「うん。分かってるよ」

「あれは……わたしと先生だけの秘密ですから」

　微かすかに頬ほおを染める未優の目が、潤んでいるように見えた。

　ドキッ！

　な、何をときめいてんだ、オレは！

　強いパルスを打つ心臓を、健太郎は必死でなだめる。

　彼女はあくまで正体を知っているからオレに協力してくれているのであって、唐から渡と健けん太た郎ろう個人に特別な感情は抱いていないはず。

　当の未み優ゆうに指摘された通り、現状自分がちやほやされているのは自分自身の男性的な魅力ではなく『女子校唯一の若い男性』という立場によるところが大きいのだ。

　ちょっとした事で舞い上がったり思い上がったりはもう我慢して、先生らしく振る舞わなければ『いい先生』と言ってくれた未優に顔向けできないじゃないか！

　どっ！

　ちょうどその時、駅に停車したので新しい乗客がどどっと乗り込んできた。

　人の流れに押されて、未優の華きや奢しやな身体からだが健太郎に押し当てられる。

「ご、ごめんなさい、先生！」

「い、いや。オレは別に大丈夫だから」

　何が『大丈夫』なのか、自覚のないまま慌てて口走る。

「これは不可抗力です」

　更に押されたのか。近くのつり革にも手が届かないらしく、未優は健太郎の服の裾すそをぎゅっと握った。

「か、構わないからしっかり捕まっててもいいよ」

　ドギマギしながら、それでもなるべく平静な態度で答える。













　世の中、自覚を持って理想を目指して──あるいは理想を演じようとしても、無関係な人の動きや流れ、なりゆきのせいで、どうにもならない事もある。

　そもそもすべてが意図した通りに運ぶのなら、健けん太た郎ろうは先生になっていなかったのだし。




「ちゃんとデートに見えますねっ！　で、結局どうなったんですか？」

　月曜の朝のＳＨＲシヨートホームルームの直後、朱じゆ里り撮影の『証拠写真』を手に、南美みなみは好奇心いっぱいの表情で燿よう子こに質問した。

「まあ、唐から渡と先生とお付き合いする訳じゃないけど、お見合いの方もお断り。まだ当分は今のまま先生を続けていくって事かな？」

「ちぇっ。ざんねーん」

　燿子の答に、南美は不満そうに頬ほおを膨らませた。

「何よ。南美ってば、黒くろ岩いわ先生が学校辞めちゃった方がよかった訳？」

　呆あきれたように、有あり紗さが手の甲でぺしんと南美の胸を叩たたく。

「そうじゃないよー。もちろん先生続けてくれて嬉うれしいけど、燿子ちゃんの色恋沙ざ汰たも盛り上がった方が楽しかったかなーって」

　笑いながら、南美は燿子の腕に抱きついた。

「あはは。まあ、そっちも焦る必要はないって決めたの。人の事を気にするのもいいけど、上うえ国くにさんたちも、しっかり恋しなさい」

　ポンッ！

　燿子が、南美の肩を叩く。

「でもでも、女子校だと出会いも少ないしー」

「いっその事、わたしたちも唐渡先生狙ねらっちゃう？」

「えーっ！　じゃあ燿子ちゃんと恋こい敵がたきっ？」

「はいはい。冗談はそのくらいにして、そろそろ授業が始まるわよ」

　迷いない笑え顔がおで、燿子は廊下を歩いて行った。




　そんな騒ぎも二、三日で収まり、三Ｂの空気は平常運転に戻った。

「あ、そうだ。みんなにしつもーん！　あたし、明日久しぶりに先生にお弁当作ろうと思ってるんだけど、構わないかな？」

　休み時間の教室で、朱里が周囲に尋ねる。

「あー、そっか。最近ご無沙汰だったもんね。じゃ、あたし明後日あさつてに立候補！」

　真っ先にリアクションして、手を挙げたのは妙たえ子こだ。

「じゃああたしもー」

「最初の一件以来、みんななんとなく遠慮してたもんね」

　次々と声が上がった。

　何かきっかけがあれば、一気に流れが決まる。良くも悪くも、これが三年Ｂ組だ。

「ちょっと待ってよ。テスト期間もあるし、夏休みも近いし、みんなが言い出したら一学期中に消化しきれないかも？」

「じゃあどうするの？　早い者勝ち？」

「ね、花か菜な。こういう時は花菜の出番でしょ？　ちゃんと仕切ってよ」

「え？　あ、ああ、ごめん。何の話だっけ？」

　自分の席、頬ほお杖づえを突いて考え事をしていた花菜は、朱じゆ里りに肩を叩たたかれて我に返る。

「なんか最近、ちょっと変だよ？　テスト勉強疲れ？」

「ま、まあ、そんなところ、かな？」

「一つ、提案してもいいですか？」

　皆の様子を静観していた未み優ゆうが、立ち上がって振り向いた。

「もうサプライズにする意味はあまりないのですし、唐から渡と先生ご本人の希望や各自の得意料理、予定の献立も確認した上で似たメニューが連続しないようにみんなで話し合えばいいのではないでしょうか？」

「あ、それいいね。おーい、希望者集まってー！」

　未優の提案を受け、朱里を中心に一〇人近くが集まってきた。

「そうだ。どうせなら、神こう月づきさんも参加しない？　アイディア出すだけじゃなくてさ」

「そうそう。みんなの唐渡先生のために、みんなで頑張ろうよっ！」

　朱里の言葉にめぐみも同意して、笑え顔がおでグーを握りしめる。

「いえ。わたしは遠慮します」

「わたしも、今回はパスね」

　ちょうど花菜がそう答えた時に、授業開始のチャイムが鳴った。

　ほとんど間を置かず、教室の扉が開いて健けん太た郎ろうが現れる。

「はい。みんな席に着いて」

　健太郎の声にクラスメイトたちは席へと戻り、礼の後で授業が始まる。

「じゃあ、昨日きのうの続きから。みんな、テキストを開いて。まず僕が読み上げるからね」

　何気なく、当たり前に、口にされる『みんな』という単語。

　だけど『みんなの唐渡先生』には同意できない人も──いる。




　放課後、健太郎は交流委員会室に呼び出された。

　期末テスト前、最後の会合に立ち会って相談に乗って欲しいのだと言う。

「あー、来た来た。はい、センセ。今日きようは冷たいお茶ですよー」

　席に着くと、すみれがペットボトルからカップへウーロン茶を注ついでくれた。この部へ屋やには瑛えい美みが持ち込んだ小型冷蔵庫があり、飲み物を冷やすのには困らないのだ。

「うん。ありがとう」

　校内は空調が効いているとはいえ、この季節になると冷たいものが嬉うれしい。

「さて、唐から渡と先生！」

　カップを片手に、瑛美は健けん太た郎ろうを指差した。

「テスト後のイベントについて、神こう月づきさんから発表があるそうですっ！　そこで唐渡先生から、企画内容について男性ならではの意見を伺いたいのですわっ！」

「う、うん。それは、別にいいんだけど……」

「実は、未み優ゆうちゃんのアイディア、あたしたちもまだ教えてもらってないんですよねー。やっぱりみんなが一気に知った方がドラマティックだと思って」

　すみれは笑え顔がおで、カリントウを頬ほお張ばった。

「ではっ！　神月さんっ！　企画を発表しなさいっ！」

「はい」

　瑛美に指名され、未優は静かに立ち上がる。

「準備時間不足や季節も考え、プールを使うのが適切かと思います」

「つまり、水泳大会という事ですわね？　例年通り。確かにそれは妥当。しかしっ！　このわたくし、貴きの宮みや瑛美があなたに期待したのはそんな当たり前の発想ではないわっ！　もっと斬新で、大胆で、刺激的なものを待っていたというのにっ！」

　髪を振り乱し、右手で自分の顔にクロー攻撃をするようなポーズで、瑛美は大げさに嘆いてみせる。

「はい。だから、去年までのオーソドックスな水泳大会とは違います」

　未優は、手にしていた昨年の企画書を机に広げる。

「従来は、普通に各種目の競泳と水球くらいしか競技がなく、参加できる生徒も限られ、娯楽性も乏しいものでした。ですから今こ年としはもっといろいろと、競技というよりはゲームに近いようなものも取り入れていきたいと考えています」

「なるほどっ！　それは素晴らしいですわっ！」

「いいですねー。それだったら、泳ぎが苦手なあたしでも楽しめそう」

　瑛美とすみれが賛同する。

　夏はプール──うん、まあ、自然な流れだ。

　健太郎も肯うなずいた。

　しかしそうなると、水着姿の女の子に囲まれるという事になる。

　思い起こせば、去年だってクラスメイトの半分は女子でプールで水着を見ているはずなのだけど、今ほど異性を意識していなかったし、何より人数が全然違う。

「ただし、時間が足りないのでゲームのバリエーションをわたしたちだけで考えるのは無理があります。そこで全校生徒からアイディアを募集して、その中から選択するという形式にするのはどうでしょうか？」

「素晴らしいっ！　ブラボーでワンダフルですわっ、神こう月づきさんっ！」

　瑛えい美みが、未み優ゆうの手をぎゅっと握りしめた。

「そのやり方ならば、生徒全員がより強く当事者意識を持つ事が可能っ！　わたくしたち委員会だけが率先して旗を振るよりも優れた方法ですわっ！」

「そんじゃ『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上運動会。ポロリはナシの方向で』って感じでいいですかー？」

　すみれが楽しそうに、思いついたタイトルを議事録にメモする。

「いいですわっ！　素晴らしいネーミング！　正式採用しましょうっ！」

「いいのかなぁ……」

　健けん太た郎ろうは小声で呟つぶやいたけれど、瑛美が一度決めた事を翻ひるがえすとは思えない。多分、また生徒会長の早さ弥やが怒鳴り込んできて一ひと悶もん着ちやく起きるのではないだろうか。

「テレビのバラエティ番組みたいなセンでいくとなると、例えば審査員が採点するようなのも出てくる可能性あるんじゃないすか？　その場合、誰にお願いします？」

「当然っ！」

　すみれの疑問に答え、瑛美は健太郎に人差し指を突きつける。

「唐から渡と先生に審査委員長をお願いするに決まってますわっ！」

「え？　オレ？　僕が審査？」

　思わず、一瞬地じ金がねが出てしまい、慌ててメガネをかけ直す。

「当委員会の顧問である以上、自然な流れですわっ！　若い男性である唐渡先生の視線があればこそ、みんなも一層己を輝かせようと奮闘するでしょう！」

「わ……わたしは、少し恥ずかしいかも……」

　未優の口からこぼれたのは、消え入りそうに小さな声だった。

「何を言いますの、神月さんっ！　女は──いいえ、人は誰でも競ってこそ華！　そうですわね。どうせなら、学校指定に限定せず、水着自由にいたしましょうっ！　その方が華やかで楽しいイベントになるはずですものっ！」

　誇らしげに、瑛美は胸を張る。

　盛り上がったバストが強調される。

「という訳で、これが決定事項でよろしいですわね、唐渡先生っ！」

「う、うんっ！」

　質問ではなく確認だった。健太郎としては、反論するだけの精神的余裕がない。




　近づく夏本番、そしてニセ教師として初めての夏休み──。

　まだまだ波乱の日々は続きそうだった。








（おわり）







あとがき







　お待たせしました。『せんちが』二巻をお届けします。




　どういうお話にするかは、三パターンくらい違った方向性を考えていたのですけど、担当さんからは『ケチケチせずに全部乗せでいきましょう！』という力強い叱しつ咤たをいただき、こういう内容になりました。

　一巻よりもラブ成分増強、サービスシーンも存分に、学園モノらしくキャラの人数もマシマシ方針で賑にぎやかに。

　メイン以外のキャラについては、いろんな都合もあって実は一巻の段階で『まだ出番がない子』もある程度ストックしていました。

　プリンプリンさんのイラストに描かれていたモブからイメージを膨らませたり、今後のエピソードで使い出がよさそうなのを考えだりと、まあ、やり方はいろいろですね。

　イラストはどうしても枚数が限られるので、『アライブ』での草くさ壁かべレイさんのコミック版の方で初顔見せになってるキャラもいたりしますので、読者の皆さんにはいろんな角度から楽しんでいただけたらいいなと思います。




　さて、次は待望（？）の水着回です。

　なるべく早くお届けできるよう、関係者一同力を合わせて頑張りますので、ご期待ください！








二〇一四年　暮れ　　岸きし　杯はい也や











　著者

　岸　杯也（きし・はいや）

　　室内で飼うのに向いたライトノベル作家。

　　おとなしくてあまり吠えないので番犬には適さない。




　イラスト

　プリンプリン

　　１９８×年１月12日生まれのＢ型

　　来年こそは旅行に行きたいです。

　　主に和歌山県に…！









せんせい、まちがってます。２
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